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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　桃もも太た郎ろうバーサス吸きゆう血けつ鬼き




　昔々、あるところにおじいさんとおばあさんが住んでいました。

　おじいさんは山へ柴しば刈かりに、おばあさんは川へ洗せん濯たくに行きました。

　おばあさんが川で洗濯をしていると、上流からどんぶらこっこすっこっこ、と大きな桃のようなものが流れてくるではありませんか。これは持って帰っておじいさんと二人で食べよう、とおばあさんは桃を家に持って帰りました。

　家に戻もどってきたおじいさんは、桃を見て驚おどろきました。桃の中から殺気が発せられているのを敏びん感かんに感じ取ったのです。血相を変えると、

「ばあさん、そこを退どけィ！」

　鉈なたを振ふり上げ、容よう赦しやなく桃に振り下ろしました。

　桃が真っ二つになるかと思われたその寸前、ひとりでに桃は二つに割れ、中からにゅっと二本の腕うでが出てきました。手は鉈を真しん剣けん白しら刃は取りで受け止めました。

　桃の中から出てきたのは成人男性でした。普ふ通つうと違ちがうのは一点、口元から長い牙きばが生えていることでした。

　そう、桃の中にいたのは吸血鬼だったのです。

「フフフ……勘かんがいいじゃねえかジジィ！　敬意を表して全力で叩たたき殺してやる！」

　叫さけんで吸血鬼はおじいさんに襲おそいかかりました。しかしおじいさんはにやりと笑い返すと、伸のびてきた吸血鬼の手をかわし、逆に肋ろつ骨こつへ鉈の背を叩き込みます。不死身の肉体を誇ほこる吸血鬼とはいえ、たまらずもんどりうってひっくり返りました。あまりのことに吸血鬼は目を白黒させ、恐きよう怖ふの目でおじいさんを見やりました。

　おじいさんは実は、引退したヴァンパイアハンターだったのでした。

　引退しているとはいえ往年の腕前は健在で、おじいさんはあっという間に吸血鬼を叩きのめし、床ゆかにはいつくばらせました。吸血鬼は泣いて謝り、命いのち乞ごいをしだす始末です。

　なにが目的なんだ、とおじいさんが問うと、吸血鬼は助かりたい一心ですべてを語りました。彼いわく、鬼おにが島しまが人類を駆く逐ちくすべく、ついに本ほん腰ごしを入れて侵しん略りやくを開始したというのです。吸血鬼はその先せん遣けん隊の一員で、人里深く入り込んでから破は壊かい活動を開始するために、桃の中に隠かくれていたのでした。同じような桃は十個用意され、近きん隣りんの里十箇か所しよにばら撒まかれていた、といいます。今いま頃ごろ俺の同どう胞ほうたちが他の村で暴れてるに違いない、と吸血鬼は告白しました──




　志し都づ佳かは不敵な笑えみを浮うかべて言った。

「おじいさんは吸血鬼の言葉に恐おそれ、叫びました──『これが本当の桃テロ！』」

　…………

　その場を静せい寂じやくが支配した。

　一かず志しは、ほとんど飲み終わっているアイスコーヒーをストローですすった。ぢゅー、と耳みみ障ざわりな音がした。

　僕は思わずあくびを漏もらし、目をバチバチとしばたたいた。

　志都佳は僕たち二人の表情をじっと観察していたが、僕たちの興味なさそうな顔を見てみるみる表情を曇くもらせていった。

「──今のギャグのどこが面おも白しろかったかというと、──」

　僕はすばやく手を出して、志都佳を制した。

「あー、えっと──今の冗じよう談だんが全然つまらなかったなんてことはないと思うけど、滑すべったギャグを解説するのは誰だれのためにもならないと思うよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情のまま、志都佳は彫ちよう像ぞうのように固まって立ちつくしていた。が、

「そうですか。仕方ないですね」

　やがて納なつ得とくしたのか、おとなしく着席した。

　水みず原はら兄きよう妹だい、一志と志都佳は常になにかを議論し続けている。ある日は昨日食べたみかんの数量の公平性について、ある日は現在最も面白いお笑い芸人は誰かという話題について、ある日は中東またはアフリカ方面の絶え間ない内戦について。議題はさまざまだが、とにかく議論し続けている。しかも、第三者がいたたまれなくなるような激しいやり取りで、である。

　僕は兄と妹それぞれと仲良くしているが、二人が雁がん首くび揃そろえているところにはいたくない、というのが本音だ。立場上仲ちゆう裁さい役やくを務めねばならないからだ。とはいえ、不ふ可か避ひ的に論争に巻き込まれてしまうことはしょっちゅうだ。

　今日もまた兄妹に捕つかまり、喫きつ茶さ店てん「ブラック・コーヒー」に連れ込まれてしまった。今日の議題は、演劇部所属の志都佳が現在構想中の演劇シナリオだった。

　一志が僕のほうに目を向ける。

「なあ、三さん助すけ。つまらないものはつまらなかったと言ってやるべきだと思うぞ。半はん端ぱに情けをかけてやるのが一番よくない」

「そうかな。舞ぶ台たいの上だったら意外とウケる様な気もするけど。僕は劇なんて中学校の文化祭のときくらいしか出たこと無いけど、あそこは妙みような熱気や雰ふん囲い気きがあるからね。それに、駄だ洒落じやれが大好きな人間は世の中に意外といるもんだよ」

　僕が指し摘てきすると、志都佳は眼め鏡がねを輝かがやかせて身を乗り出した。

「ですよねー！　兄さんたらひどいんですよ。あたしの作品をろくすっぽ読みもせずに欠点ばっかりあげつらうんですから」

「あのな。週に四つも五つも新しい台本の草案を聞かされたらうんざりするのも当然だろ。しかもどうしようもないネタばっかり」

　眼鏡を押し上げつつ、一志が主張する。

「下手な鉄てつ砲ぽうも数撃うちゃ当たるっていうでしょ」

「撃たれるほうはたまったもんじゃない。頭がおかしくなりそうだ」

「えっと、具体的にどんな話だったりするのかな」

　なにやらいつもの兄妹喧げん嘩かに発展しそうな気配になってきたので、僕は何らかのフォローを入れるべく質問してみた。

　すると一志は心底うんざりした表情で教えてくれた。

「最近で一番つらかったのはなあ、金きん太た郎ろうが現代の中東にタイムスリップしてきて、イラクのフセイン影かげ武む者しや中隊と戦うという話だ。出てくる登場人物が、金太郎の他ほかはフセインＡ、フセインＢ、フセインＣと続いてフセインＶまでいやがる。副題は『ドキッ！　フセインだらけのイラク戦争』」

「……ハハハ」

　フォローのしようがなかったので、僕は笑ってごまかした。

「これまではそれがトンチキ度ナンバーワン作品だと思っていたが、今の話は新たな一位に君臨したな。桃太郎バーサス吸血鬼だなんて、正気の人間に思いつける話じゃねぇーっ。ブラム・ストーカーが草くさ葉ばの陰かげで泣いてるぞ」

　だが、志都佳はあくまで食い下がる。

「流行の、コラボレーションってやつだよ。一見して関係ないものを掛かけ合わせることで、今までまったく見たことがないものが新たに作り出せる、ってあたしは思うの。『新しい酒は古い革かわ袋ぶくろに入れろ』って言うでしょ」

「『古い酒は新しい革袋に入れろ』じゃなかったか」

　冷静な兄の指摘に、志都佳は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。が、腕うでをぶん回し、さらに力説を重ねる。

「今の世の中、酒を袋に入れるような酔すい狂きような人なんているわけないでしょ！　とにかく！　今回のシナリオコンペはあたしの劇作家としての能力を広く世に知らしめるためのチャンスなの！」

「劇作家としての能力の欠けつ如じよを知らしめるだけになると思うぞ」

「シナリオコンペ？」

　事情を知らない僕が聞き返すと、よくぞ聞いてくれましたとばかりに志都佳が説明した。

「今年も九月くらいに、沼ぬま渡と田だ災害のチャリティー演劇会があるんですよ。当然わが平ひら磐いわ二高も参加するんですけど、上演する演目のシナリオを、今回はコンペで決めようということになったんです。新入部員もコンペに参加できるんで、今張り切ってるところなんですよ」

「『今回は』？　普ふ段だんはそうじゃないの？」

　問い返すと、不意に志都佳の顔を影がよぎった。

「実は、今年は三年の山やま之の辺べ先せん輩ぱいがシナリオを書く予定だったんですけど……」

　語ご尾びは消えいるようだったが、聞くまでもなかった。その名には、聞き覚えがある。

「例の撲ぼく殺さつ魔まか」

「はい。インスピレーションを求めて平ひら磐いわ城じよう公園を散策している最中に、襲おそわれたそうです」

「それで急きゆう遽きよシナリオ大募ぼ集しゆうなんだね」

「先輩の怪け我が自体はたいしたことないらしいんですけどね。でも、先輩の退院と回復を待つほど、時間的な余よ裕ゆうはありませんから」

　うつむき、力無く志都佳は答えた。

「本当に残念ですよ。山之辺先輩がこの一年間、合同発表会をターゲットにして努力を重ねている姿を見てきているだけに」

「一年間？」

　志都佳はつい二、三ヶ月ほど前に二高に入ったばかりじゃないの、という疑問がわいたが、口にするより早く一志が教えてくれた。

「山之辺先輩ってのは、俺たちと同じ南みなみ中出身でな。中学校で会って以来、つきあっているらしい」

「つきあってるだなんてそんな、おおげさだよ。お互たがいシナリオ書きを目指す者同士として、意見の交こう換かんを行っているというかなんというか、──」

「花束持って見み舞まいに行ってきたじゃないか」

「それはあくまで、同じ部にいる先輩と後輩の礼れい儀ぎというかなんというか」

　志都佳は否定したが、その顔は妙みようににやけていた。

「ま、演劇部が、おまえのシナリオを採用しないだけの叡えい智ちを持ち合わせていることを祈いのる」

　にやけ顔に兄として何か思うところがあったのか、冷たく一志は言い捨てた。志都佳が兄をにらむと、一志も妹をにらみ返す。緊きん張ちよう感かんが二人の間にほとばしった。

「あたしはね、あたしらみたいに沼渡田で親を失った子供でも、普通に明るく生きてますよーってことを訴うつたえたいの。そりゃ、命の尊さをテーマにしたような劇も大事だけど、そういう湿しめっぽいのはよそにまかせて、あたしは陽気なのをやりたいの」

「コメディをやるのは別にいい。毎年チャリティーじゃ、シリアスな劇とコメディとを織り交ぜて演じてるからな。俺が問題だって言ってるのは、おまえのシナリオが頭悪すぎるってことだよ。父さんも草葉の陰で頭抱かかえるぞ」

　口論は終わりそうになかった。

　僕は再度目をバチバチとしばたたいた。それから、できるだけさりげない行こう為いに見えるように祈りながら、僕は目め頭がしらをつまむ。常時痛みに苛さいなまれて仕方がない、という風に。

「どうした」すると一志が見とがめて、「さっきから繰くり返しまばたきしてるな。無理矢理感動の涙なみだを流そうとしてるのか」

「そうじゃない。最近目の調子が悪いんだ。この店に入ってから特に調子が悪い。店の中の客が百人くらいに見える」

「それは冗じよう談だんだろ」

　キャパシティ四十人程度の店内を見み渡わたして、一志は言った。

　もちろん冗談だ。が、人の姿が時折二重にぶれて見えるのは事実である。自分でも原因はよくわからないのだが、往々にしてこうなる。とりあえず今は、この場を去る名目として利用させて頂こう。

「あー、目がおかしいし、今日はもう帰るよ。他ほかに用事もあることだし」

　少し棒読み気味だったかもしれない。

　二人の視線が同時に僕のほうを向いた。

「え～。桃太郎バーサスドラキュラはこれからがメインなのに。桃太郎と名付けられた吸血鬼が鬼が島を裏切っておじいさんの味方につき、同どう胞ほうの桃もも次じ郎ろうから桃もも十じゆう郎ろうまでの九人の兄弟たちと戦うという最大の見せ所が──」

　志都佳が不満そうに言うと、同じく一志も顔をしかめた。

「こんなくだらない話を一人ですべて相手しろってのか、三助」

「あー……悪いね。実はこれから夏か月づきと会う約束があるんだ」

　途と端たん、兄きよう妹だいはニヤニヤ笑いを浮うかべた。こういうところは本当に良く似ている。

「おうおう。らぶらぶだなおまえら」

「ひょっとして告白ですか～？」

　なんらかの期待に胸躍おどらせる二人をよそに、僕は昼間のことを思い出していた。

　話があるので夕方六時半に公園に来てほしい、と言った夏月のあの思いつめた表情を。

「そうだとすれば、どんなに気が軽いことか」

　怪け訝げんな顔をする二人をあとに、僕は喫きつ茶さ店てんを出た。

　時間は六時すぎ。件くだんの公園へは徒歩十五分というところだ。自転車があるので時間には余裕がある。余裕どころかちょっと早いような気もするが、あの二人の際限ない繰くり言ごとにこれ以上苛まれるのは遠えん慮りよしたい。

　スタンドを蹴けり、僕はペダルを漕こぎ出した。




　　ラブラブ☆ラブクラフト弁当




　新学期、高校二年になってもう六月。この二ヶ月は、人の運命を支配する神という存在について考えさせられる二ヶ月だった。きっかけは、夏月という女の子と、彼女の作る弁当だ。

　八や阪さか井い夏月は今年の三月、隣となりの家に引っ越こしてきた。

　女の子にしてはそこそこある上背と、奇き妙みような具合にはね上がって額を覆おおい隠かくす癖くせっ毛とが、まず目に付いた。表情は少しぼんやりしていて、おとなしそうな子に見えた。

　聞けば新学期から二年生として平磐二高に通うのだという。実は僕も今年の春から平磐二高の二年生なんだ、と教えると夏月は喜色を満面に浮かべて僕の手を取った。

「そうなんですかー。一いつ緒しよのクラスになれるといいですね」

　枯かれた花が突とつ然ぜん色を取り戻もどしたかのような、ステキな笑え顔がおだった。

　驚おどろくべきことに、願いは現実となった。新学期が始まると、彼女は僕と同じクラスに編入された。夏月は、学校では常に僕の後ろにくっついて歩いた。さながら、すり込み効果を施ほどこされた子こ鴨がものごとくである。

「新しい土地はちょっとどきどきするんですよねー。右も左もわからないし、頼たよれる人なんてそうそういないですし」

　しょっちゅう夏月はそう漏もらして、内心の不安をごまかすような微ほほ笑えみを浮かべていたものだ。そのような顔をされては、僕としてもほっとくわけにはいかない。溺おぼれる者は藁わらをもつかむという言葉があるが、どうやら僕は彼女にとってつかみ心ごこ地ちのいい藁だったらしい。僕のほうも、彼女に付きまとわれて悪い気はしなかった。

　自然と、勉強を見てやるようになった。夏月の前の学校での履り修しゆう状じよう況きようについて情報交こう換かんするうち、どうやら彼女には一部基き礎そ的な知識に欠けるところがあるらしい、とわかってきた。

　やや常識はずれ、と言い換かえてもいい。それは、夏月の出身が平磐市を凌しのぐ超ちようド級の田舎いなかだった、という事実と不可分のようだ。なにしろ転校初日の最初の休み時間、好こう奇き心丸出しのクラスメートに囲まれ、「わからないことがあったら何でも聞いてね」と言われて発した第一声が、

「この辺って、一体どんな熊くまが出るの？」

　だったのである。二言目には「子供の頃ころ、家族と一緒に熊くま狩がりとかしなかった？」と発言し、一同を沈ちん黙もくと混乱に陥おとしいれたものだ。

　とはいえ、決して頭が悪いわけではない。しかるべき指導をしてやれば彼女の成績は伸のびるはず、と僕は夏月の家庭教師役を買って出ることにした。

　もっとも、僕だってさほど勉強ができるわけではない。昔兄に「サインは食べられるほうでコサインは食べられないほう。タンジェントは粉末状にして摂せつ取しゆするといいやつだ」と教わり、一年間ほどそれを信じていたというのは誰だれにも言えない秘密だ。とはいえ、困っている女の子が目の前にいたら、手を差し伸べてあげるのが普ふ通つうの男性の反応というものだろう。

　結果、夏月は中間テストでそれなりの成績をはじき出した。

「大だい助すけ君。嫌きらいな食べ物とか、ありますか」

　お礼代わりに弁当を作ってきましょうか、と夏月は言ってきた。こちとら昼食は購こう買ばいでパンを買って食べる身、拒きよ絶ぜつする理由はなかった。

　あの日のことはいまだによく覚えている。学校の屋上から見上げる空は曇どん天てんで、少し湿しめった風が吹ふき付けていた。遠くから並木の葉がこすれざわめく音が聞こえ、なにやら早すぎる嵐あらしの到とう来らいを思わせる雰ふん囲い気きだった。今思えば、あの天気は前兆だったのかもしれない。

　しかしその時の僕に、待ち受けていた運命がわかろうはずもない。昼休み、僕は夏月と一緒に屋上の隅すみに陣じん取どり、弁当を開いた。身内以外の女性から弁当をもらう、という初の快挙に胸を躍らせつつ。

　見た目はごく普通の弁当だった。が──

　一口食した瞬しゆん間かん、世界の色が反転した。

　曖あい昧まい模も糊ことして名状しがたい味だった。弁当の味を形容するのにラブクラフト的表現を引き合いに出すのは果てしなく間ま違ちがっているとわかってはいる。が、しかしラブクラフトであれば、おそらくこの味を口にした経験を基もとに短編を一本書き上げたことだろう。彼がある日見た悪夢から短編を一本書き上げたように。

　いつもの癖であらかじめ牛乳パックを買っておいたのは幸運だった。僕は牛乳を慌あわてずに飲み、一息ついた。そしてできるだけ控ひかえめに、弁当の味について指し摘てきしようとしたその瞬間。

　夏月の指に絆ばん創そう膏こうが巻かれているのに気が付いた。

　一枚や二枚ではない。すべての指に絆創膏が巻かれていた。尋じん常じようではない枚数だったが、納なつ得とくはいった。このような料理の作り手とあれば、指を切りまくるのも必定といえる。

　しかしそれは、逆に言えば夏月がそれだけ努力したという証あかしだ。僕に弁当を作り、食べさせてあげたいという一心で、彼女は指を切る痛みに耐たえたのだ。

　おせじを、噓うそを言ってどうなるものでもない。そんなことはわかっている。だが、僕の次の言葉を待つ不安そうな瞳ひとみが、すぐそこにあった。そんな彼女に、「もう少しでクトゥルーの姿が見えるところでした」とどうして言える？

　熟じゆく慮りよの末、僕は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「あー、えっと──さすがに有名シェフの料理みたいだとは言えないけど、なかなかユニークな味だと思うよ」

　すると、夏月の頑かたくなな表情がほんの少し解ほどけ、やや曖昧ながらも笑ってくれた。

　僕は心を決め、弁当の中身を掃そう滅めつする戦いを開始した。僕も男だ、一度そう口にした以上は責任を取らねばならない。責任の取り方を間違えているような気もしたが、とにかく僕はひょいぱくひょいぱくと事務的に弁当を食らい始めた。

　それはクレヨンの味がした。

　それは石せつ鹼けんの味がした。

　それは蚊か取とり線せん香こうの味がした。

　舌から脳に送られてくる味覚情報に、僕は心をふさいだ。心頭を滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし、という。ただ無心に、弁当の中身を箸はしでつまんで、口の中に放ほうり込み、咀そ嚼しやくし、飲みこむ。食料摂取マシーンとなって、ひたすらに食いつづけた。

　だが、そんな僕の目に衝しよう撃げき的な映像が飛び込んできた。

　夏月もまた自分の弁当箱を開くと、ひょいぱくひょいぱくと食べ始めたのだ。しかも、さもおいしそうに。

　危あやうく箸を取り落とすところだったが、なんとか気を取り直し、恐おそる恐る尋たずねてみる。

「……そっちの弁当の中身も一いつ緒しよなのかな？」

「一緒ですよ。食べてみます？」

　すぐに答えてから、夏月はウィンナーを箸でつまんで持ち上げた。

　可能性は二つだ。夏月の弁当だけが人間の食える代しろ物ものなのか、もしくは夏月の味覚センスが絶望的に狂くるっているか、だ。

　しかしどちらであるにせよ、今手元にある弁当の中身を始末する助けにはならない。

　別にいいや、と横に首を振ふり、僕は黙もく々もくと作業に没ぼつ頭とうした。夏月は「あ～ん」と僕に食べさせてやりたい風だったが、正直そのような余よ裕ゆうはなかった。

　気がつくと、弁当は空になっていた。

　僕は、やり通したのだ。胸を満たしたのは達成感だ──決して吐はき気ではない。

　夏月はふと腕うで時ど計けいに目をやると、声を上げた。
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「あ、もうこんな時間ですね。行かなくちゃ」

「……何か用事？」

「うん。借りてた本を図書館に返さなきゃならないんです。期限、今日までですから」

　手早く弁当箱を片付けると、夏月は立ち上がった。階段室に入る寸前こちらを振り向き、

「明日も弁当、作って持ってきますね！」

　うれしそうに叫さけんだ。

　一分間待ち、もはや夏月は屋上には戻もどってこないだろう、との確信を得てから、僕はコンクリートの床ゆかに伸のびた。消え入りそうな意識の中僕は悟さとった。おそらくこの世に神はいないのだ、と。神がいるとすれば、彼はローマ掠りやく奪だつを見み逃のがし、アウシュヴィッツ虐ぎやく殺さつを見逃し、そして今夏月の弁当を見逃したのだ。そのような神に信しん仰こうする価値があるだろうか。

　神の信仰を見失った僕は、翌日の昼食に備え一いち夜や漬づけの訓練を行った。口にしたものがどんなにまずかろうと、にっこり笑ってみせる訓練だ。キムチの素もと、イカの塩しお辛から、くさやといった苦手な食べ物を次から次へと口の中に放り込んでは、さもおいしそうに顔をほころばせる。苦行以外の何物でもなかった。同居人の皆みな様さまにも気味悪がられたが、仕方がない。男は弱音を吐いてはならないのだ。

　加えて、胃薬を持っていくことにした。決してあてつけではない──その日の午後、実際に胃が痛くなったのである。

　気合を入れ、覚かく悟ごを決め、僕は翌日の昼食に臨のぞんだ。弁当のふたを開けた瞬しゆん間かんくじけそうになったが、僕は勇気を振り絞しぼって手をつけた。

　奇き跡せきが起きた。この日の弁当は、なんとか食える味だったのだ。とりたててうまいわけではない。だがまずいという単語には程ほど遠とおい、普ふ通つうに食べられる味だった。この世に神はいたのだ。神は人の努力をきっちりと見ておられるのだ、と僕は昨日の見解をあっさり捨てた。夏月の笑え顔がおは天使の祝福に見えた。

　その後、夏月の弁当の味は低空飛行で安定し続けた。初日の絶望的な味は、なにかひどい手て違ちがいの所産だったのだろう。たとえば、隠かくし味として木工用ボンドを使ってみたとか、卵焼きにニワトリの飼料を混ぜてみたとか、米を洗うのに乾かん電でん池ちから漏もれた液を使ってみたとか。

　とにかく、相変わらず彼女が指に巻く絆創膏は減らず、それを見るたびにあの日のことを思い出さずにはいられなかった。




　今日の約束の話が持ち上がったのも、そんな昼食中だった。

　屋上で夏月と弁当を食べるのは習慣となっていた。今日も、適当な話をしながら弁当を食べていた。どんな話をしたか、あまりよく覚えていない。覚えているのは、僕が弁当を食い終わると、夏月が珍めずらしくその場を立ち、しばらくの間金かな網あみ越ごしに校庭を眺ながめていた、ということだ。

「……夏月？」

　夏月は長いこと背を向けていた。心配になって声をかけると、夏月は少しだけ振り向いて、言った。

「大助君、ちょっと今日、時間もらえますか。放課後、空いてます？」

　僕はためらった。妙みような話だった。家が隣となり同どう士しだというのに、なんでわざわざ外に呼び出す必要があるのか。スケベ心が働き、「ひょっとしてコレは愛の告白か」と思ったが、一瞬後にはその考えを捨てていた。

　いつもの明るい雰ふん囲い気きが、すっかり消え失うせていた。鷹たかのような鋭するどい視線で、遥はるか遠くの空を睨にらんでいる。まるで視線のその先に、憎にくい仇かたきがいるかのように。

　僕は、手元の弁当箱を落としかけた。夏月のこんな顔を見るのははじめてだった。怒いかりや憎しみといった負の感情を、夏月はこれまで見せたためしがない。それだけに、落差は大きかった。

　自然と、僕はまじめに返答した。

「ああ。空いてるよ」

「じゃあ、平磐城公園に午後六時半くらいでどうでしょうか」

　振り向いた夏月の面おも持もちは、いささか和やわらいでいた。

　僕は黙だまって頷うなずいた。それを確かく認にんすると夏月は弁当箱を回収し、口数も少なく一人で階下に降りていった。

　去った後、よく見てみると、夏月が手をかけていたあたりの金網が歪ゆがんでいることに気がついた。

　午後の授業、教師が何を言っていたかまったく覚えていない。夏月のあの表情がひどく心に引っかかっていた。会えば教えてくれるはずだし考えるだけ無む駄だ、と何度も自分に言い聞かせてみても、妙な胸むな騒さわぎを完全に追い払はらうことはできなかった。

　目的地に向かい自転車を走らせる今も、その気持ちは変わりない。

　と、ポケットの中で携けい帯たい電話が着信音を発した。

　自転車を止め、携帯電話を取り出す。画面には「八阪井夏月」の文字が浮うかび上がっていた。

　即そく座ざに受信ボタンを押した。

「もしもし？」

　聞こえてきたのは、電車が線路を走る音だった。

　すでに夏月は公園に来ているんだろうか。

　平磐城公園の入り口は沼渡田線沿い、列車の窓から見える位置にある。よく考えてみれば、ちょうど公園そばの線路を列車が通り過ぎる時間だ。一時間に一本しか電車が走らないという田舎いなかなもので、どの時間に列車がどの辺りを走っているのか、だいたい把は握あくできる。

　夏月の声はほとんど聞こえず、列車の通過を待たねばならなかった。

「もしもし──」

　やっと聞こえた声は、少し早口だった。

「大助くん？　昼間の約束だけど、キャンセルしてもらえませんか」

「へ？　なにか別件の用事でも？」

「ごめんね。ちょっと急用ができちゃって……」

　なにやら残念なようなほっとしたような、複雑な気分だった。向こうの都合が悪いなら仕方がない。返事をしようと口を開きかけたその瞬間。

　急に夏月が小さな悲鳴を上げたかと思うと、通信がブツリと切れた。

　しばしの間、僕はアホみたいに携帯の画面の「通話終しゆう了りよう」の文字を眺め続けていた。何が起きたのか把握できなかったからだ。しかしすぐに、さきほど喫きつ茶さ店てんで交かわした会話が脳のう裏りによみがえった。

　平磐の撲ぼく殺さつ魔ま──

　僕は再びペダルを漕こぎ出した。これまでよりもより強く、早く。




　　走れ撲殺魔




　通り魔の噂うわさは、主に平磐の高校生の間でまことしやかにささやかれていた。

　噂を総合すると、そいつはスキンヘッドの大男で、サングラスをかけ、口ひげを生やし、両手に刺いれ青ずみをいれているらしい。まるで青いゴム手て袋ぶくろをはめているようだった、という証言もある。

　被ひ害がい者しやはわかっているだけで四人、男性三人に女性一人。学校こそ別なものの、ことごとくが平磐市の高校に通う学生だった。これだけなら単なる偶ぐう然ぜんですまされるところだが、一連の事件には他ほかにも多数の奇き妙みような点があった。

　まず、通り魔の持つ凶きよう器きは少なくとも刃は物ものではないという点だ。被害者の肉体的被害はたいがい打だ撲ぼく傷しようと擦さつ過か傷しようで、刺さされた様子どころかシャツ一枚切られた形けい跡せきがないという。さながら素す手でで喧けん嘩かしたかのような傷しか残っていないらしい。

　第二に、被害者が三日から一週間の昏こん睡すい状態に陥おちいるという点。表面的な傷以外の異常は見当たらないのに、病院のベッドでこんこんと眠ねむり続けるそうだ。

　そして第三に、被害者がことごとく、襲おそわれた時のことを覚えていないという点。目を覚ました被害者は、まず自分が病院のベッドに寝ねせられている事実を知って驚おどろくらしい。そして、自分が何をされたのかまったく覚えていない。

　通り魔の容姿に関する情報は、実のところ第三者による目もく撃げき情報から組み立てられたものだ。被害者は全員、野外で気絶して地面に伸のびているところを発見保護されている。件くだんのスキンヘッドの大男が実際に被害者を襲っているところは誰だれも見ていない。犯行時刻ごろ、犯行現場付近で複数の目撃証言があるため、さしあたり重要参考人と目されているに過ぎない。

　とはいえ、噂話はそのような細かい点を無視し、ドラマティックなストーリーとして仕立て上げられるものである。その大男は、「平磐の撲殺魔」というあだ名を与あたえられ、四人の高校生を殴なぐり殺そうとした極ごく悪あく犯というレッテルを貼はり付けられていた。誰も殺してないけれども、撲殺魔。まあ噂とは無責任なものだ。

　もちろん、僕はその噂を面白半分に聞いていた。感覚としては、東京や大阪の殺人事件のニュースを見て、犯人について想像をめぐらせるのとほとんど変わりない。

　そんな遠い存在が突とつ然ぜん僕の目の前に転がり込んできたのだろうか。とはいえ、どうにも実感がわかない。衝しよう動どう的に自転車をぶっ飛ばしたはいいものの、公園に着く頃ころには僕はすっかり冷静になっていた。

　公園の入り口広場には誰もいなかった。

　最後の共通点として、撲殺魔の犯行は平磐城公園内かその付近で行われているという事実が挙げられる。というわけで最近、公園からめっきり人の足が遠のいている。もとよりそれほど人が詰つめかけるような場所でもないのだが、今は夕刻を過ぎると完全に人気がなくなる。

　自転車を止めて、広場に足を踏ふみ入れる。花か壇だんの奥の柵さくの向こう側には、道路を挟はさんで沼渡田線の線路。夏月の電話はこの辺りでかけられたのだろう。だが、夏月がつい寸前までここにいたことを示すものは何もなかった。

　さっきの悲鳴も、携けい帯たい電話の会話に夢中になっているうちにコケたとか、そんな些さ細さいな原因なんじゃないのか？　とすれば、僕は早とちりの挙句、ここでアホ面づらをさらしていることになる。

　今度はこちらから電話してみた。しかし、帰ってきたのは留守電サービスの声だった。

　僕が心配しすぎなのかもしれない。だが、どうにも気になる。

　平磐城公園はかつての平磐城跡、山城を丸ごと整備した公園でこれがまただだっ広い。平磐市の偉い人じんを模したたくさんの銅像が建てられているのが大きな特とく徴ちようで、その数はたしか四十から五十くらいに及およぶ。先々代くらいの市長が、公園整備事業を行う際に指示を下し、戦時中に徴発で失われた像を復活させ、さらに数十体新たに建てたのだ。「幼い頃、遊び場に飾かざられていたたくさんの像が軍に徴発されたあの時の悔くやしさがいまだに忘れられない」などと談話を発表していたはずだ。

　よっぽど悔しかったのだろう、銅像は雨後のタケノコのように急増した。中には人目を避さけるようにして建っている銅像もある。銅像建設にかこつけて監かん視しカメラを配置したんじゃないのか、という噂が流れているくらいである。

　茂しげみの中に死体を発見しても、「こんな所にも銅像があったのか」と無視される可能性はなきにしもあらず、だ。

　山頂に至る道を登り、念のため一通り見ていくべきだ。どうせ急ぐ用事など無いんだし。

　そう決心したちょうどそのとき、妙な悲鳴が近くで上がった。

　見れば、右手の斜しや面めん、雑草の茂る中をなにかが転がり落ちてきた。おそらく、すぐ上のほうにある広場から落ちてきたのだろう。一メートルくらいはある深い草むらをかきわけながらゴロゴロとすごい勢いで転がってくる。レンガを敷しき詰めた地面に叩たたきつけられ、それはやっと動きを止めた。

　学生服を着た男子学生だった。

　ほんの少しだけ安あん堵どの気持ちが芽生えたのを、否定するわけにはいかない。夏月と似ても似つかない、背の低い少年だった。しかし、上から落ちて来るというのはただごとではない。助け起こすべきか、と僕は一歩踏み出した。

　その時、少年はどこからともなく木刀を取り出すと、それを杖つえ代わりにして必死に立ち上がろうとした。

　どこから取り出したんだ？

　僕は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。転がり落ちてくる時、彼の両手は空っぽに見えた。木刀を上着の下に隠かくし持っていたとでもいうのだろうか？

　そもそも、学生服と木刀という組み合わせ自体が奇き妙みようだ。修学旅行生でもあるまいし。一昔前の不良学生が担かついでいるというのならばまだわからないでもないが、今は二一世紀であって、漫まん画がに描えがかれた様な不良は絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの指定を受けている。しかもこの少年ときたら、いかにも今年の春高校に入りました、と声高々に主張しているような幼い顔立ちである。

　少年は僕のことには気がつかない。やっとのことで立ち上がると木刀を構え、自分が転がり落ちてきた方向を見上げた。

　彼の視線の先、崖がけの上から、何者かが飛び降りてきた。

　ひょいひょいと足取りも軽く、斜面を大おお股またに一歩、二歩と蹴けって、三歩目で膝ひざを折って着地する。勢い余ってよろけることもなく、ほんのちょっとの間静止してから、その場にすっくと立ち上がった。

　噂うわさの撲ぼく殺さつ魔まだった。




「噂なんてあてにならないなあ」とまず思った。

　むくつけき大男という噂は大おお噓うそで、身長は明らかに僕より低かった。高く見積もっても一七五というところか？　日本人男性の平均的身長というところだ。

　そして、スキンヘッドでもなかった。薄うすい黄色のタオルを、水夫のように頭に巻いている。まあ、遠目からならばスキンヘッドと勘かん違ちがいするのも不思議ではない。

　他の部分も、話どおりと言うには少し微び妙みような外見だった。顔を覆おおうような大きなサングラスに、まるで絵に描いたようなカイゼル髭ひげ。そして両手は──なんだろう。巨きよ大だいな青いゴム手て袋ぶくろを着けているかのようだった。おそろいのつもりか、青い長なが靴ぐつとおぼしきものも一いつ緒しよに履はいている。

　撲殺魔というよりは、むしろ撲殺魔の噂を戯ぎ画が化したかのような出いで立ちだった。撲殺魔の噂を基もとにコスプレをしている、という表現が一番正しいだろうか。

　しかしながら、木刀を担いだ少年にとって、この人物は敵以外の何者でもないようだった。憎にく々にくしげに撲殺魔を睨にらみつける。

「……この野や郎ろうッ！」

　撲殺魔が着地した瞬しゆん間かんを狙ねらい、少年は木刀で殴なぐりかかった。

「うああッ」

　僕は思わず声を漏もらした。

　撲殺魔はほんのわずかに身をそらして木刀を避け、同時にパンチを青年の頭に放った。見事なカウンターで、一瞬少年の首が百五十度くらい折れ曲がったように見えた。ぐらり、と膝から崩くずれ、力なく倒たおれる。

　ほんの三秒ばかりの決着だった。

　僕はそちらに視線を釘くぎ付づけにしたまま、二歩三歩と忍しのび足でその場を立ち去ろうとした。

　ところが、撲殺魔は僕のほうに振ふり向いた。

　僕が思わず発した声に気がついたようだった。自分では、そんなに大きな声を上げたつもりはなかったのだが。

　地面を蹴って走り出す撲殺魔。次の標的は、僕らしい。

　冗じよう談だんはやめて、と思った瞬間には、撲殺魔は目の前にいた。

　鳩みぞ尾おちのあたりに重い衝しよう撃げき。僕の体は枯かれ葉はのように吹ふき飛んだ。意識が真っ白になる。受身を取る暇ひまもなく、地面に叩きつけられた。

　逃にげなければ。

　本能が告げていた。こいつに挑いどむのは、高速道路を逆走する大型トラックを正面から止めるような愚ぐ行こうだ。

　やっとのことで身を起こし、逃げ出す。しかし、一歩踏ふみ出したところで足が止まった。

　──夏月はどこだ。公園のどこかにいるんじゃないのか？

　そのためらいが、撲殺魔に追いつかれる隙すきを生んだ。

　二発目のパンチが僕の側頭部を捕とらえていた。パンチというより、丸太をぶつけられたような衝撃だった。

　一瞬で意識が飛んだ。




　　真実の撲殺魔




　目が覚めると、和室の天てん井じようが見えた。丸い蛍けい光こう灯とうの白い光が両目を刺さす。

「……気がつきました？」

　枕まくら元もとで、夏月がぱあっと顔を輝かがやかせた。

　しばし呆ぼう然ぜんとする。たっぷり十秒ほど考え込んでから、ここは八阪井家だと気がついた。畳たたみの間に布ふ団とんが敷しかれ、僕の体はその中に包くるまっている。

　体を起こそうとすると、夏月が手伝ってくれた。

「……ここは……」

「父さんの寝しん室しつです」

　ニコニコと夏月は即そく答とうした。昼休みに見せたかげりの色は、そこにはない。

　僕が質問するより早く、夏月は口を開いた。

「大助君が平磐城公園で倒れてるの見つけて、びっくりしました。父さんに車回してもらって、ここまで運び込んだんですけど」

　夏月が言葉を切ると、部屋は静せい寂じやくに包まれた。

　しかし耐たえ切れなくなってか、再び夏月が口を開く。

「──結局、公園に来ちゃったんですね」

「うん。心配だったから。電話で変な悲鳴が聞こえて、それ以降繫つながらなくなったし、てっきりなにかあったのかと思って」

　夏月は照れ笑いを浮うかべた。

「ちょっと足をひねってコケただけです。心配かけて、ごめんね」

「……なるほど」

　自転車ごと車にはねられる危険を冒おかし、撲ぼく殺さつ魔まに殴られるという目に遭あったのも、全部自分の早とちりのせいだったのだ。

　泣きたくなってきた。

　気配を察してか、夏月が心配そうに僕の顔を覗のぞき込んできた。

「……どこか痛いですか？」

　至近距きよ離りから見つめてくる瞳ひとみに、僕はどきりとした。

「いや、ただ、ちょっと喉のどが渇かわいたと思って」

　あわてて、適当なことを言う。喉なんて渇いていないのだが。

「うん、持ってきます。ちょっと待っててください」

　夏月はふすまを開け、部屋から出て行った。

　一人になった。これで存分に泣けるぞ、とも思ったが不毛なのでやめておく。しかし本気で泣きたくなるような出来事だった。なんで公園に行っただけで殴なぐられなければならないのか。いまさら鳩尾の辺りが痛くなってきた。

　…………

　待てよ。なんで僕は撲殺魔のことを覚えているんだ？

　撲殺魔に襲おそわれた者は皆みな、襲われたことを覚えていないという話だ。だが、僕は今でも思い出せる。

　頭に巻いたタオル、サングラス、髭ひげ、そして青い腕うで。

　病びよう床しようの被ひ害がい者しやたちは撲殺魔の特とく徴ちようについて何一つ語ることはできなかったという。今から時間差でぼろぼろと記き憶おくが抜ぬけ落ちていくんだろうか。

　いや、妙みようなことは考えまい。撲殺魔に襲われたにもかかわらず、殺されるどころか大した怪け我がをせずにすんだとは僥ぎよう倖こうではないか。夏月に介かい抱ほうしてもらったというのも不幸中の幸い。

　いやいや、本当に怪我なしですんだんだろうか？　横になっている今こそなんともないように思えるが、怪我をしていないとは限らない。

　ちょっと体を動かしてみたほうがいい。僕は布団からはいずり出て、ゆっくりと立ち上がった。体を左にひねり、右にひねる。

　なんともない。

　ラジオ体操の要領で腰こしをそらし、逆に腰を折って前ぜん屈くつする。

　なんともない。

　股またの間から覗いた視界の向こう側に、青いスポーツバッグが見えた。たしか、夏月がたまに持ち歩いているスポーツバッグだ。だらしなく口が開き、形が崩くずれている。なにやらみっともない。

　こういうのは一度気になりだすと止まらない。これを放置するのは、背中の痒かゆいところをかかずに我が慢まんするようなものだ。

　チャックを閉め、部屋の隅すみに置きなおそう。そう考えてスポーツバッグに近寄ると、当然のことながらほんのちょっとだけバッグの中身が垣かい間ま見みえた。

　つるの片一方が開いたサングラスがあった。

「…………」

　他人の、まして女性のカバンの中身を見ることがマナー違い反はんであることはわかりすぎるほどにわかっている。だが、そのサングラスは人にマナー違反を犯おかさせるだけの意味があった。

　僕はバッグを開き、中身をかき出した。

　男物のズボン。

　やや黄色がかったタオル。

　付け髭。

　黙もく々もくと僕は頭にタオルを巻き、サングラスをかけ、立派なカイゼル髭を装着した。そして、床とこの間に置いてあったスタンド付きの手鏡を手に取って向かい合う。

　鏡の向こう側に、ついさきほど公園で会った撲殺魔がいた。

「……あああッ」

　素すっ頓とん狂きような声に振ふり向くと、水入りのコップを載のっけた盆ぼんを両手で握にぎったままの夏月が驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

　夏月のカバンから撲殺魔変身グッズが出てきた。それはにわかには理解しがたい事実だった。何も考えられなくなった僕は、夏月の行動を待った。

　だが、頭の中が真っ白になっているのは、夏月も同様であるらしかった。僕の出方をうかがっているのか、驚おどろきに目をむいたまま石像のように固まっている。

　しばしの間、僕たちはアホみたいに見つめあった。

　埒らちが明かない。とにかく、ここは動かねばなるまい。止まった時間を再び動かすべく、僕は手を差し伸のべた。

「水ちょーだい」

「…………はい」

　僕はコップを受け取り、一息で飲み干した。

　コップを返そうとしたときには、夏月はぺったりとへたり込んでいた。重苦しいため息を一つつき、申し訳なさそうに僕のほうを見る。

「まあいいか。どうせ、今日大助君に言おうと思っていたことですし」

「先に謝っておくけど、勝手に君のカバンの中身を見てしまった。ゴメン」

「いいですよ。放置してた私が悪いんです」

「で、一つ質問があるんだけど、なんで君のカバンから噂うわさの撲殺魔変身グッズが出てくるんだ」
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「それは、……私の持ち物ですから」

「ということはつまり」

　しばらく夏月は押し黙だまっていたが、やがて意を決して目を見開くと、言った。

「つまり、私なんです」

「……なにが？」

「だから、──今、噂になっている、撲殺魔は私」

　僕が何も言い返せないうちに、夏月は一言付け加えた。

「誰だれ一人殺してないのに撲殺魔呼ばわりなんて、不本意なんですけどね」




　　一人でも三千人




　八阪井家には住人が二名しかいないのに、食しよく卓たくは八人くらいが楽に座れそうなほど広かった。

　現在食卓には三人が着席している。僕が食卓の長い辺のほうの真ん中の席に座り、夏月が右みぎ隣どなりに着いている。そして対面には夏月の父、三ミ千チ人ト氏（ミチト氏、と読む。一人なのに三千人とはこれいかに）が僕と向き合っていた。

　つい最近に隣りん人じんとなった三千人氏は、僕にとって一つの謎なぞだった。簡単に言うと、彼は風ふう采さいの上がらない中年サラリーマンという外見をしている。やせ細り、髪かみも半分くらい白い。まるでここ二、三年のうちに大病をわずらったかのような、頼たよりない印象だ。

　一方で、表情は常に生き生きとしている。次にどんなイタズラをしてやろうかと知ち恵えを絞しぼっている悪童のような目の輝かがやきをたたえており、しゃべり方も非常に陽気だ。ダジャレがやたらと多いのには閉口させられるが、しかし話をしていて飽あきることがない。

　よくわからないのは、三千人さんの仕事だ。毎日スーツ姿でどこかへ行くのだが、出勤の時間が不定期だ。ある日は朝早く出かけたかと思うと、ある日は僕が学校から帰ってくる頃ころに出て行く。当然帰宅時間もまちまちだ。そのうえ、休日もかなり不定期で、一ヶ月に一日か二日くらいしか休んでないのではないかと思える。

　もし三千人さんが会社勤めをしているのなら、その会社はかなり独特な勤務システムを採っているに違ちがいない。以前思い切ってその点を尋たずねたことがあるが、その時三千人さんは真しん剣けんな顔をしてこう答えた。

「ここだけの話にしてくれよ。実は私は、毎日職安に通っているんだ」

「でも三千人さん、時々遅おそくに出かけるでしょ。職安がそんな遅い時間にやっているはずがないじゃないですか」

「君は社会の荒あら波なみに揉もまれたことがないからそんなことを言えるんだ。世の中には、闇やみ職安というものがあってだね」

「闇職安……」

「あまり人に大きな声では言えないような仕事を斡あつ旋せんしてくれるところがあるのさ。例えば、Ａ駅のロッカーに収まっているアタッシェケースをＢ駅のロッカーに収める仕事とか」

　どうやら、まともに答えてくれるつもりはないようだった。その答えを聞いて、僕もそれ以上問うのをやめた。まあ、謎は謎のまま取っておいたほうが面おも白しろい。謎を解き明かすまでは、あらゆる可能性が考えられる。

　だが、その謎が解ける時がとうとう来たようだ。

「まあまあ、楽にしたまえ。食卓だからといって、君をとって食べるわけじゃあない」

　冗じよう談だん交じりに、三千人さんは声をかけてくれた。が、この状じよう況きようでは緊きん張ちようするなというほうが無理だ。「お嬢じようさんを僕にください」と恋こい人びとの父親に許しを乞こう男の気持ちってのは、こんなものなんだろうか。

　そんなバカなことを考えているうちに、三千人さんは軽い口調で切り出した。

「端たん的てきに説明しよう。まず、私たち親子は超ちよう能のう力りよく者しやなんだ」

　はっきりとした発音で、三千人さんは言い切った。

　僕としては、「はあ。そうなんですか」とやや間ま抜ぬけた返事をすることしかできなかった。

「我々の出身は、かつて戸と有ある村と呼ばれていた地域だ」

「とある村？」

「市町村合がつ併ぺいをしたんで、今は単なる地名でしかないがね。そこには、ウン千年以上の長きにわたり奥おう羽うの歴史の陰かげで『タマラセビト』と呼ばれてきた一族が住み着いている。私と夏月は、その一族の末まつ裔えいさ」

「タマラセビト？　初耳ですね」

「そりゃそうだ。歴史の陰に隠かくれていた一族だからな。で、何なに故ゆえタマラセビトと呼ばれるかというと、魂たま裸ら醒せと呼ばれる力を持っているからだ。裸はだかの魂たましいを覚かく醒せいさせる、と漢字では書く。もともとは『黙だまらせ』という意味だったと言われている。ま、字じ面づらがかっこよくなるように当て字をしたというわけだ」

「黙らせ？　誰だれを黙らせるんですか」

「神を黙らせる力、というのが原義らしい。ちなみに、その言葉を言い出したのは、アテルイとされている」

「アテルイというと、あのアテルイですか」

「そう。日本史の教科書に出てくる、蝦え夷ぞの長おささ。それ以前は『あかがねの悪あく竜りゆうの封ふうじ手』とかいう意味の古い言葉を使っていたらしい。黙らせる、というのはそこから転じたのだろう」

　なにやら妙みような方向に話が転がっている。水原志都佳のトンチキ脚きやく本ほんのほうがまだしもリアリティにあふれているように思えてきた。

「坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろの討とう伐ばつに敗れた古き一族は、しかし滅ほろびることなく現代まで生き延びてきた。時折、奥おう州しゆうの歴史にいささかながら影えい響きようを及およぼしながら。今では、表向きには探たん偵てい会社を設立して、我々の能力を活用できる仕事を請うけ負っている。要人護衛とか、凶きよう悪あく犯の捕ほ縛ばくとか──暗殺請うけ負おいとか。端的に言うと戸有に住んでいるのは暗殺者の集団で、村の主産業は今も昔も人殺しなんだ」

「はあ」その言葉を、僕は誇こ張ちようした冗談として受け止めた。「ということは、平磐市には仕事で来たんですか」

「半分正しいが、半分間違っている。私と夏月が平磐に来た理由は、戸有からの脱だつ走そう者がここに潜せん伏ぷくしているという情報を得たからだ」

「脱走者？」

「四年ほど前に、旧戸有村落で一部の魂裸醒がクーデターを起こした。村の長老団の支配をよしとしない連中が、現在の首脳部を排はい除じよして実権を握にぎろうとしたのさ。幸い連中のたくらみは未み遂すいに終わったが、反乱に参加した十数人は戸有から逃とう亡ぼうしてしまった。反乱鎮ちん圧あつのために何人もの村民が死亡したこともあって魂裸醒の数は半減、村はまさしく存亡の危機に陥おちいった」

　と、ここで三千人さんは言葉を切り、僕の顔をうかがった。

「……どうかしましたか」

　沈ちん黙もくに晒さらされ、僕は焦あせった。

　三千人さんは少しトーンを落とした。

「今、逃亡と死亡と存亡で韻いんを踏ふんでみたのだがね」

「…………」

　僕は愛想笑いを浮うかべた。

　反応が薄うすいことに三千人さんは残念そうな表情を浮かべた。

「結構な数の人が亡なくなったんでしょう。警察は動かなかったんですか」

「その辺は、政治力でなんとかした。表向きは、集会所で集会中に火事が起き、数人が煙けむりに巻まかれて死んだということになっている。新聞にも小さい記事しか載のらなかったはずだ」

「一族の秘密を守るためですか」

「その通り。私たちは、生き残った長老派の魂裸醒だ。魂裸醒の力は外に漏もらしてはならない秘中の秘、脱走者は我々の手で殺さねばならない。私たちは戸有内乱の際に逃亡した魂裸醒を狩かるために、平磐市にやってきた」

　財さい布ふの中から一枚写真を取り出すと、僕のほうにつきだした。そこに写っていたのは、やせ気味な若い男の上半身像だった。見た感じ、高校生かそこらという年ねん齢れいだろうか。丸顔で、目は細い。背景がブロック塀べいなので比ひ較かく対象とはしにくいが、身長は中背かそれ以上というところ。

「彼がターゲットだ。名前は船ふな子こ英えい二じ、年齢は二十六」

「二十六歳？　高校生くらいに見えますけど」

「童顔だからな。高校生のふりをしていても不思議じゃない。君のクラスメートにこんな奴やつ、いないかね」

「いないと思いますけど。でも、同じクラスの中を学生服着て歩いていても、不思議ではないですね」

「既すでに一人、こいつに仲間がやられている」

「そうなんですか」

「我々の仲間の何人かは、村から逃にげた連中の足取りを追って単独行動を続けている。そのうちの一人、赤あか池いけという男が、ここ平磐市で船子を見つけたという情報をよこしてきたんだが、その直後に連れん絡らくが途と絶だえた。ま、返り討うちにあって殺されたものと思っていいだろう。こっちも知らんかね」

「僕の知り合いにはいませんね」

「そうか。赤あか池いけの最後の情報によると、船子はここ平磐で魂裸醒の力を広めているらしい」

「その魂裸醒なる超ちよう能のう力りよくを使う人間を増やしている、ということですか」

「そうだ」三千人さんはうなずいた。「その情報が本当ならば、憂うれうべき事態だ。魂裸醒の力の外部流出は、我々が長年にわたって恐おそれ続けてきたことだからな。なんとしても早々に船子を止めなければならない。そして、新たに魂裸醒を手に入れた連中の力を封じる必要もある。それでこの私が派は遣けんされることになったのさ」

　この私、という部分を強調して言う。まるで、自分が村の実力者であるかのような言い方だった。三千人さんは、重役というより窓まど際ぎわ族のほうが似合いそうな見た目をしているのだが。

「船子を見つけ出すのは簡単だろう、とはじめは思った。力を与あたえられた人間を適当に捕つかまえ、船子の居所を吐はかせればいいんだからな」

「力を与える、って具体的にどういうことをするんですか」

「魂裸醒の力を持つ者の血を飲ませる。飲んだ人間全員が必ずしも能力を得るというわけでもないがね」

「……簡単に言うと、吸きゆう血けつ鬼きみたいなものなんですか？」

「大まかに言えば。とは言っても、一晩で町中の人全すべてが吸血鬼になってました、なんてことはない。二次感かん染せんの可能性はかなり低いんだ。子が増えても、感染能力を持つ親は増えない。感染能力を持つのは、先天性の魂裸醒の血だけだ」

　三千人さんは言葉を切り、「ちょっと喉のどが渇かわいた」と席を立ちかけた。が、それより早く「お父さんは座っててください」と夏月が台所に飛び込んでいった。水の入ったコップ二つを手に、戻もどってくる。

　唇くちびるを湿しめしてから、三千人さんは話を再開した。

「話を戻そう。血を飲ませるくらいだから、顔を付き合わせることはしているだろう。そう思って、私と夏月はまず、覚かく醒せいさせられた魂裸醒を探すことにした。相手も能力を使いこなすことが予想される以上、平和裡りに事を進められるとは限らない。というか、力ずくでしゃべらせなければならないだろう。さて、そうすると、素す顔がおを晒して町を歩くわけにはいかない。オタクの娘むすめさん、昨日の晩にどっかの学生を殴なぐり倒たおしてましたよ、などという噂うわさを立てられては近所に向ける顔が無い」

　世せ間けん体ていが気になるらしい。

「というわけで、魂裸醒を捕まえるときは、変装することにした。その変装グッズが、ついさっき君も見たやつさ。ＴシャツＧパン、タオルにサングラスに付け髭ひげ」

「なかなかステキなセンスですね。特に付け髭とか」

　僕はごく投げやりな追つい従しようを口にした。

「もう少し地味な付け髭にしようと言ったんだが、夏月が『カイゼル髭がいい』と聞かなくてね。ちなみに、付けカイゼル髭は私の自作さ。使い古した習字筆の毛の部分を刻んで、台紙に糊のりで貼はり付けてやるといい具合に出来上がる。毛の方向を揃そろえてやるのが、きれいに見せるコツだ」

　あいにく僕は付け髭作りに興味は無かったので、黙だまって次の言葉を待った。

「ところが、だ。魂たま裸ら醒せになった人間を捕まえたのは良かったが、そいつは『誰だれにも血を飲まされた覚えは無い』と主張した。どんなに厳しく問い詰つめても知らぬ存ぜぬの一点張りだ。最近数時間から数日分の記き憶おくを消す、という戸有村に伝わる記憶操作術があるんだが、これをかけられた痕こん跡せきも無い。やむなく、そいつから情報を引き出すことをあきらめざるを得なかった。逆に、私たちがそいつに記憶操作術をかけねばならない始末」

「それで、襲おそわれた連中は自分の身に何が起こったかなにもわからなかったんですか」

「そうさな。我々は別の魂裸醒を四人まで見つけたが、いつの間に血を飲まされたのか、誰もわかっていなかった」

　そのうちの一人が、志都佳の演劇部の先せん輩ぱい、山之辺なのだろう。

「で、昨日平磐城公園で夏月が五人目の魂裸醒を見つけたとき、偶ぐう然ぜん君がやってきたというわけだ」

　少し黙ってから、一つ付け加える。

「いや、正確には六人目か」

「六人目？」僕は聞き返した。「五人目は誰だっていうんです」

　三千人さんは、僕を指差した。

　二度三度目をぱちくりさせてから、僕は助けを求めて夏月を見た。

　夏月はすでに僕を指差していた。

「…………」

「今日の昼休み、お弁当を食べてるとき、大助君『最近ものが二重に見えることがある』って言ってたでしょう」

「そうだっけ」

　そう言ったかどうか、はっきり覚えてはいない。が、最近時折人間が二重にぶれて見えることがあるのは確かだ。

「それって、魂裸醒に目覚めた人がよく言い立てることなんです」

「……マジですか」

「大助君、何本に見えるかね」

　三千人さんは僕に向かってピースサインを出していた。

「……二本」

　次に、指を四本立てた。

「これは何本に見える」

「四本」

「これは何本に見える」

「一本」

「これは何本に見える」

「六本」

　…………

　言って、三秒ほどしてから、三千人さんの右手に指が六本生えているのに気がついた。




　　飛び出せ！　霊れい魂こん




「ふっふっふっ。分身の術」

　最終的に指は十本になった。いや、その表現は正確ではない。三千人さんの背後に、もう一人の三千人さんが顔を覗のぞかせていた。まるで、幽ゆう体たい離り脱だつした三千人さんの魂たましいが背後に立っているかのようだった。首から下は、おおまかな体のラインが見えるだけだったが。

「魂裸醒は、おのれの魂を肉体から分かつことができる。そして、魂の姿を見ることができるのは魂裸醒だけだ。他人の姿が二重に見えるとは、そういうことさ」

　三千人さんの幽体の口と肉体の口とが同時に動いていた。シンクロナイズドというやつか。

「君だってできるはずだ」

　三千人さんが言うのと同時に、夏月の背後からも二本の幽体の腕が飛び出した。と、僕の体の中にそれを突っ込む。

　体の中にある何かをつかまれるような感かん触しよく。

「……よいしょ」

　土の中に埋うまった大根を引き抜ぬくような要領で、夏月は僕の肉体から僕の幽体を引き抜いた。

「う、うああっ」

　小さく、僕は悲鳴を上げた。上半身を引っ張られ、天てん井じようを仰あおぐような視界と、今までどおり三千人さんと向かい合っていた視界、その両方が認にん識しきできた。

「ほらね」

　夏月は言った。いや、言ったのか？　幽体が触ふれている部分から直接言葉が流れ込んでくるような、奇き妙みような感覚だ。

　夏月が僕を押さえる手を離はなすと、僕の幽体は僕の肉体の後方、少し高いところに戻もどった。自分の後頭部を見下ろす眺ながめに、軽いショックを覚える。

　幽体は、まさに幽霊らしく物理法則を無視して空を飛ぶこともできるようだった。肉体という枷かせから離れたためか、念じるだけでおのれの幽体は行きたいほうへ自由に動く。恐おそる恐るながら、高度をどんどん上げてみる。床ゆかが徐じよ々じよに遠くなり、目線がどんどん上じよう昇しようする。まるで昇しよう天てんしていくかのような──

　三千人さんが僕の幽体を見上げて言った。

「幽体が肉体から完全に離れると、肉体が昏こん睡すい状態になるから気をつけたまえよ」

　速そつ攻こうで自分の体の中に戻った。二重になっていた視界が重なり、もとの光景が蘇よみがえる。

「これが第一段階だ。第二段階として、幽体をあるものの形へと転てん換かんすることができる。この、転換された物体のことを、我々は魂裸醒と呼んでいる。魂裸醒の能力を持つ者のことも、同じく魂裸醒と呼ぶがね」

　夏月が両腕を上げる。その背後に夏月自身の幽体が現れたと思った次の瞬しゆん間かん、肘ひじから先、膝ひざから下が青い光のようなものに包まれた。少しすると光が弱まり、輪りん郭かくと細部がはっきりと見えてくる。それは、現代日本ではおおよそお目にかかれないものだった。

「……手てつ甲こうと足あし甲こうか」

「そう」夏月は拳こぶしを握にぎり、両手のガントレットをがつんがつんとぶつけた。「これが私の魂裸醒、『ブルー・ハンマー』」

　その名の通り、鎧よろいは青く鈍にぶい硬こう質しつの光こう沢たくに包まれていた。サイズが合っているとは言えない。大男のためにあつらえられた巨きよ大だいな西洋甲かつ冑ちゆうから肘から先と膝から下だけを取ってきて装着した、という姿格好になっていた。夏月の細い上じよう腕わん部と腿ももがあらわになっているだけに、アンバランス感が強い。

　三千人さんが補足説明する。

「幽体自身は物に触さわることはできないが、魂裸醒を介かいすることで触ることができる。魂裸醒がいかなる形をとるかは、個人個人によって異なる。魂裸醒を使う人間の性格、人生経験が独特な形をとって現れる、といわれている。加えてこの状態になると、本人の身体能力が大おお幅はばに向上する。この通り」

　食しよく卓たく中央の箸はし立てから三千人さんは十本ほどの割り箸を取り、夏月に手て渡わたした。夏月は十本とも片手の中にまとめて持つと、手のひらを握りしめた。

　割り箸は十本とも細い竹たけ串ぐしのように、ポキリと音を立てあっさり折れた。

「質問があります」

　僕は挙手して発言を求めた。

「なにかね」

「村に伝わる秘ひ儀ぎとか奥州の歴史の陰かげに生きてきたとか、もろに和風伝でん綺きチックな話をしていたのに、なんで能力の名前がカタカナなんです」

「そりゃ君、そっちのほうがかっこいいからだよ」三千人さんは断言した。「そもそも、日本には相手を殴なぐる武器としての手甲などありはしないからな。探せばあるのかもしれないが、少なくとも私は知らん。ちなみに私は自分の魂裸醒に『ビースト・イン・ビュー』という名前を付けている。漢字の名前を付けたければ、自分の魂裸醒に付けたまえ」

　指し摘てきされて気がついた。僕にも、このような武装をする能力があるらしい。しかしなにをどうすればいいのだろう。

「う～ん」

　意味もなく気張ってみる。

　何も出ない。それどころか別のものが出そうになったので、慌あわててやめる。

「こればっかりは、手を突っ込んで引っ張り出すとかいうわけにはいきませんからね。いつか必要にかられた時に勝手に出てくれます」

「必要にかられた時って、具体的にどんな時なんだろう」

　少し考えてから、夏月は答えた。

「例を挙げるのは難しいですけど──野生のライオンに食べられそうになった時とか、暴走トラックに激げき突とつされそうになった時とか、キャンプ中に洪こう水ずいが起きて中なか州すに取り残された時とか。とにかく、自分の命が危険に晒さらされる状じよう況きように直面すると、出やすいみたいですよ」

「そんな時は永遠に来ないでほしい」

「さて、大事なことを聞きたいんだが、──」

　三千人さんが身を乗り出した。両目にただならぬ光が宿る。

「君は一体誰だれから血を飲まされたんだ？」

　…………

　そうだ。

　三千人さんの話が正しいのなら、僕は何者かに血を飲まされ、魂たま裸ら醒せの力に目覚めたことになる。だが残念ながら、ここ数年、血を飲まされた記き憶おくはまったくない。血どころかトマトジュースだって、一いつ滴てきたりと摂せつ取しゆした覚えはない。最近摂取した赤い液体状のもの、といえばせいぜいケチャップにキムチ程度である。

　僕はそんなバカなことを考えていたのだが、この間の沈ちん黙もくを三千人さんは別の意味に解かい釈しやくしたらしい。椅い子すから腰こしを上げて、僕の目を見み据すえる。

「言えないと言うのなら、しかるべき手段をもって君の口を割らせようと思うんだが──」

「記憶にございません！　いやマジで！」

　早口で答えた。少々発音が不ふ明めい瞭りようになった。

　三千人さんは探さぐるような目つきを僕に向けていたが、「そうか」と言って腰を下ろした。

　僕は両手を胸の前で組んで懇こん願がんした。

「信じてください」

「既すでに五人の人間が『知らない』と言っているからな。君が知らなくても不思議はない。あるいは、顔にガスマスクを着けた男が街を闊かつ歩ぽしているところとか、見たことないかね」

「なんですかそれは」

「船子の魂裸醒だ。『デス・イン・ザ・スカイ』という名前で、口から毒ガスを噴ふん霧むする」

「……記憶にございません」

　そんな見るからに物ぶつ騒そうな奴やつと近所で出くわしていたら、絶対忘れないだろう。

「さよか。──船子の奴、いったいどういう手段で魂裸醒を増やしてやがるんだ」

　天てん井じようを仰あおいで、三千人さんは嘆なげいた。

「赤池の奴もかわいそうに。あいつの女装芸が二度と見られないとは残念至し極ごくだ」

「……女装芸？」

「そう。あいつは変装と声帯模写が得意でね。女装して他人の結けつ婚こん式に乱入し、新しん郎ろうに捨てられた愛人を演じてその場を引っかき回すというイヤな趣しゆ味みの持ち主だった」

「それは本当にイヤな趣味ですね」

「仲間内ではそこそこウケが良かったんだがね。一度、花はな嫁よめの純白のウェディングドレスが鮮せん血けつに染まるという事件が起きたので、それ以来自じ粛しゆくするようになった。冗じよう談だんのわからない人間という奴には困ったもんだな」

「…………」

「話が脱だつ線せんしたかな。とにかく、彼はその腕うでを買われて渉しよう猟りよう手しゆを務めていた」

「しょうりょうしゅ？」

「簡単に言うと、調査員かな。脱走者を探すために村を離はなれて諸国を歩く人間のことを、昔からそう呼んでいる。赤池は町から町へ、ショーを見せては食いつなぎつつ、ついでに客から情報を得ていたのさ」

「どちらかと言うと旅芸人ですね」

「ああ。だが、どうやら彼の旅はこの町で終わったものと見える。せめて遺骨の一本でも拾うことができればいいんだが」

　しばらくの間、喉のど仏ぼとけを突つき出したポーズで固まっていたが、やがて気を取り直して勢いよく立ち上がった。

「明日からも狩かりを続けるしかないようだな。船子の居場所を知る奴を見つけるまで。それ以前に、誰彼問わず魂裸醒の力を持たせるというのはまずすぎる。何らかの手を打たねばならない。──ところで、三み鶴つる城ぎ大助君」

　三千人さんは僕に鋭するどい視線を投げた。

「隣りん人じんの君が魂裸醒になったのも何かの縁えんだ。我々の手伝いをする気はないかね？」

「父さん、大助君を巻き込むのは──」

　夏月が何か言いかけるのを、三千人さんは手を上げて制する。

「結局のところ、我々はよそ者だ。平磐市のことをよく知る人間の手助けがほしいと考えていた。なに、君は危険なことはしなくていい。平磐市のあれやこれやについて、然しかるべき時然るべき質問に答えてほしいというだけだ」

　両手を僕の肩かたに置き、三千人さんは僕を説得する。

「もちろん、君が関かかわりたくないと考えるのなら、それはそれで仕方がない。ことによっては、命に関わる危険を伴ともなうからな。他の連中と同じく、ここ数時間分の記憶を消して、魂裸醒の力を奪うばい取り、君の家へ送り届けよう」

　三千人さんは胸ポケットからマッチ箱を取り出した。今時そんなものを携けい帯たいしているとは珍めずらしい、と思ったが、その箱の中から出てきたのは黒い丸薬だった。

「村に伝わる特とく殊しゆな製法の丸薬でね。これを飲めば簡単に魂裸醒を封ふうじることができる。記憶を消すと数日間昏こん睡すいすることになるが、それ以降は君と夏月とは以前のままのクラスメート同士だ。どうかね」

　言いたいことを言って、三千人さんはすっと離れた。

　なんと答えればいいのだろう。いや、突とつ然ぜんこんな話を聞かされて一体何が考えられると言うのか。

　ちらりと横目で夏月をうかがう。が、夏月は無表情を貫つらぬき通していた。仮面を被かぶっているかのようだ。

　夏月は僕になんと言ってほしいのだろう。

　…………

　わからない。

「少し考えさせてくれませんか。極力前向きに善処したいとは思うのですが」

　今は、政治家的灰色答弁でお茶を濁にごすしかなかった。

　僕の微び妙みような心理を汲くんでか、三千人さんは納なつ得とくしたようにうなずいた。

「ま、たしかに時間が必要だろうな。ただし、他言無用でよろしく頼たのむ。こんな話をしたところで誰だれも信じてくれないとは思うが」

　まったくだ。僕だって信じないだろう。

「とりあえず写真は持って行きたまえ。この顔にピンと来たら一一○番だ。あ、あともう一つ」

　僕が台所を出て行こうとしたところに、三千人さんが背中から声を投げかけた。

「ご近所さんには、私の職業はしがない勤め人で通している。そこんとこもよろしく頼むよ」

「別に、私立探たん偵ていを名乗ってもいいんじゃないですか。一応、探偵会社に所属していることになっているんでしょ」

「こんな田舎いなかで私立探偵だと名乗ってみろ、三日後には町ですれ違ちがう通行人のうち九十八パーセントが私を指さすようになる。ここはサラリーマンのふりをするのが一番だ。四六時中スーツ姿でいれば、みんな私のことをサラリーマンだと思ってくれる」

「そういうもんですかね」

「そういうもんさ。都会に潜せん伏ぷくする場合は、何を名乗っても問題ないんだが。以前は宝石泥どろ棒ぼうを名乗っていたこともあったが、誰からも見向きもされなかった」

　三千人さんは最後に付け加えた。




　自転車は、八阪井家の門のわきに置いてあった。

「大助君のだと思ったから、私が公園から乗ってきました。大助君て足長いですねー。ちょっとお尻しりが痛いですよ」

　僕は、夏月が押す自転車のハンドルを黙だまって受け取った。何を答えたものか、思いつかなかった。今日はじめて、僕は夏月の裏の一面を知った。今はただ戸と惑まどうしかない。どんな判断を下すにせよ、時間がほしい。

「──今日は本当にごめんなさい。逃にげられたらまずいと思って、本能的に殴なぐってしまって。本当は、もっと穏おん当とうな形でお話ししたかったんですけど」

　愁うれいを帯びた夏月の顔が、すぐそこにある。心中、夏月もまた戸惑っているのだろう。予定外の事態から、自分の秘密を僕に晒さらけ出してしまったことに。

「気にするなって。君には君の事情があるんだろ」

　努めて明るく返事をする。すると、夏月も努力して微ほほ笑えみを浮うかべてみせた。

「ほっとしましたよ。父さんが、大助君のことを受け入れてくれたみたいで。どうなることか、どきどきしてたんですけど」

「どうなることか、というと？」

「父さんは、一度敵と認にん識しきした相手には容よう赦しやしないですからね」

「ふ～ん」

　にわかには納得しがたい言葉だった。三千人さんが誰かを叩たたきのめすなどという図なんて、想像もつかない。そもそも、あの愛すべき愉ゆ快かいなオッサンに敵がいるのだろうか。

「それじゃ、また明日」

　軽く手を振ふって、僕は八阪井家を辞した。




　　三助君の家庭の事情




　三十秒後には、僕は自宅に戻もどっていた。なにしろ隣の家なので。

　さて、自宅と言ったが、正確にはこの家は僕の生まれた家ではない。母の実家である。現在僕はこの家に半居い候そうろう状態なのだ。これには少々複雑な事情がある。

　平磐市の東側には、沼渡田という市が隣りん接せつしている。三さん陸りく海岸に面した、過か疎そに悩なやむ旧沼渡田郡の三つの市と一つの町が合がつ併ぺいした市だ。

　僕の生家は平磐市と沼渡田市のほとんど境界線上にあった。沼渡田の中心から二十キロ以上離はなれている、田舎にさらに輪をかけたド田舎だ。一応沼渡田市内ではあるが、住人の高校進学、就職先は沼渡田と平磐、双そう方ほうが半々ずつという地域である。実際のところ、平磐中心街のほうが距きよ離り的には近い。とはいえ学区に従って沼渡田側の学校に行く人間が多く、おそらくは僕も沼渡田側に進学していたのだろう──十一年前、あの事件が起こらなければ。

　沼渡田の中心街は、リアス式海岸が形作る無数の湾わんのうちの一つ、沼渡田湾に面していた。十一年前の八月、湾内に隕いん石せきが落下激げき突とつして、直径三キロメートルほどのクレーターを作った。

　夕刻に空を赤く染め上げた閃せん光こうは、日本中どこからでも目もく撃げきできたという。衝しよう突とつ時の衝撃波が半径二十キロメートル内の建築物と山林をあらかたなぎ倒たおし、直後に大おお津つ波なみがその跡あとをなめつくした。まさしく天変地異というやつだ。犠ぎ牲せい者しやは約五万人に上り、人口約六万人だった沼渡田市は文字通り壊かい滅めつした。現在では一般的に「沼渡田隕石災害」と呼ばれている。

　隕石落下地点から二十キロ以上離れていた三鶴城家は、奇き跡せき的になんの被ひ害がいも出なかった。父は沼渡田市職員だったが、土曜日だったので自宅で園芸に励はげんでおり、運良く命を拾った。

　とはいえ、生き残った人間にとっても、これはその後の人生を大おお幅はばに変える出来事だった。クレーターによる陥かん没ぼつを免まぬかれた土地に仮庁舎が建てられ、そこで父は数少ない生き残りの市職員として連夜の激務をこなすことになった。沼渡田復興を自分の宿命と信じ、今日に至るまで父は働き続けているが、巨きよ大だいに過ぎる爪つめ痕あとは、今となっても完全に癒いえたとは言えない。

　隕石災害の後、生き残った生徒達は周辺地域の学校に吸収されることになった。高校も中学校も小学校も、だ。僕はこの頃幼よう稚ち園えん児じだったが、森林倒とう壊かいのため通っていた幼稚園はもののみごとにぺちゃんこになっていた。半年以上の混乱の後、僕は母の実家の花はな谷や家に預けられ、平磐の小学校に通うようになった。

　僕にとっては、住む家が二つあるようなものだった。基本的には平磐市内の花谷家に住んで学校に通い、長期の休みの時には実家のほうに帰る。どっちの家の住人も、僕にとっては家族だった。以降僕はそのまま平磐の中学校に行き、去年の春には平磐二高に合格、入学した。この頃ころには復興にも一定のめどがつき、沼渡田に高校が復活してはいたのだが、僕はあまりにも長いこと平磐に住み続けていた。それに、二十キロ先の高校か自転車で行ける高校か、いずれかを選べと言われれば、後者を選ぶに決まっている。

　僕が部屋に戻ると、恵めぐ美み姉さんが本ほん棚だなの前に座り込み、漫まん画がを読みふけっていた。

「お帰り。遅おそかったな」

　花谷家の娘むすめなので、本当は従姉いとこなのだが、昔から姉さんと呼んでいる。大学二年の姉さんは、カレンダー上の平日休日を問わずしょっちゅうこの家に戻ってくる。大学生というのは、よほどヒマらしい。家にいる時は、昼飯晩飯を作ってくれるので助かるといえば助かるのだが、代わりに勝手に人の部屋に侵しん入にゆうしてくるので困ったものである。

　はあ、と僕はこれ見よがしにため息をついた。

「また人の部屋に勝手に入って」

「もともとはあたしの部屋だ。細かいことは気にすんなよ」

　たしかにこの部屋は、下宿生活を始める前までは恵美姉さんの部屋だった。その点を主張して、悪ガキみたいににかーと笑う。立派な成人女性だというのに、見た目にも性格的にも男の子っぽいのだ。僕が物心ついたときから、この人がショートカット以外の髪かみ形がたにしたのを見たためしがない。もっとも今はタンクトップにスパッツという体の線が露ろ骨こつに出る服装をしているので、男に見み間ま違ちがえる恐おそれはこれっぽっちもないが。

「着き替がえるから出てってくれ」

「着替えなよ。あたしは気にしないよ」

「姉さんが気にしなくても僕が気にする！」

　必死の訴うつたえがやっと通じたのか、恵美姉さんは重い腰こしをやっとのことで上げた。本棚から漫画本を数冊見み繕つくろって取り出し、部屋から出て行った。

　机の上のパソコン端たん末まつを立ち上げ、起動処理を行っている間に着替えを済ませる。

　メールチェックをすると、兄からの新着メールが届いていた。兄──従兄いとこではなく、血を分けた実の兄弟だ──は、特にこれと言った用事がなくても、メールを投げてよこす。定期的な生存報告のつもりらしい。今回のメールも、たわいのない内容だった。




　関西人というのはボケツッコミを本能のレベルですり込まれているらしい。

　通常の会話中にごく当たり前にやっさんツッコミ（人差し指で空を指差すようなアレだ）をしやがんのな。というわけでオレもやっさんツッコミの特訓をすることにした。毎晩百本、「どないやねん」「なんでやねん」とか叫さけびながら素す振ぶりをしている。

　人には絶対見せられない光景だ。だが、真の関西人になるためには恥はずかしいなどとは言っておられんのだ。

　あと親によろしく。


鶴つる矢や哲てつ三ぞう






　最後の署名は、実に紛まぎらわしいが、兄のハンドルネームだ。

　兄は関西の大学を卒業して関西の企き業ぎように就職している。親類縁えん者じやも誰だれ一人いない、はるか彼方かなたの関西地方になぜ一人で乗り込んでいったかというと、「受験のとき、一番最初に受かった大学を選んだだけ」らしい。なんだかんだ言って水が合ったらしく、今でも関西に住み続け、「真の関西人」たるべく日夜努力しているとのことである。

　今日の件、兄に相談してみようか。

　ふと思いついた。兄は、どんな奇き抜ばつな質問にもなんら動じることなく答えてくれ、妙みような詮せん索さくをしたがらない数少ない人間の一人だ。三千人さんには他言無用と言われたが、固有名詞を伏ふせて極力一いつ般ぱん的な話題に徹てつすれば問題はないはずだ。

　慎しん重ちように言葉を選びつつ、僕はキーボードを叩たたいた。

　しかし、これはなかなかに困難を極きわめる作業だった。具体的な単語は省略し、具体的な経けい緯いも省略しなければならない。いくら兄とはいえ「クラスメートの女の子に殴なぐり倒たおされ気絶しました」とは恥ずかしくて書けない。

　推すい敲こうに推敲を重ねた結果、質問は以下の文章に要約された。




　クラスメートの女の子が独力で困難な仕事に立ち向かっている。手を差し伸のべてあげるべきだろうか？




　推敲しすぎた。

　こんな質問を送れば、兄は「ぜひとも手助けしてやれ。ここで好感度を稼かせいでおけばあとでウッハウハやがな」という返事を送り返すに違いない。

　…………

　いや、「好感度を稼いでウッハウハ」なこと考えているのは、僕だ。

　僕は、兄が「助けろ」と返事するであろう質問を書いた。これはつまり、兄にそう言ってほしいということなのだ。僕は夏月のことを助けたい。でもちょっとだけ不安なので、誰かに背中を後押ししてほしい。

　そういうことなのだ。

　決心がついた。悩なやんだ割に、拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと結論が出た。

　でもとりあえずメールは送信しておこう。これで「絶対手助けすんな」とかいうメールが戻もどってきたらオモロイなあ、とか思いつつ送信ボタンを押した。今までの経験則から行くと、二、三日後には返事が返ってくるだろう。

　少し肩かたの荷が下りたような気分を感じながら、僕は端末をシャットダウンし、部屋を出た。恵美姉さんが作った晩飯が待っている。恵美姉さんはあまり料理がうまいほうではないが、作ってくれるだけありがたいというものだ。
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　　罵ば倒とうと刺し繡しゆうと幼児虐ぎやく待たい




　翌日、僕はいつもどおりに登校した。

　そりゃまあ、自分が超ちよう能のう力りよく者しやになったからといって、なにかが変わるわけでもない。今まで生きてきた日常が激変する、だなんてあり得るはずがない。

　ちょっとだけ期待はしてたけど。悪の超能力者が突とつ然ぜん現れて宣戦布告してくるとか。

　まあたしかに、噂うわさの撲ぼく殺さつ魔まの正体が夏月だったとは衝しよう撃げき的、の一言だったが。あんなかわいい顔して野や郎ろうどもを片かたっ端ぱしから殴り倒していたとは驚おどろきだ。

　世界史の退たい屈くつな授業、まるで念仏のような老教師の声を聞きながら、思い出す。そもそも昨日のことは本当に現実のことだったんだろうか。

　確かめるのは簡単だ。昨日教えられたように、幽ゆう体たい離り脱だつをやってみればいいのだ。夏か月づきに幽体を引っ張り出されたあの感覚を思い出し、念じる。

　不意に目線が高くなり、視界が開けた。

　誰も彼もが無表情なツラで黒板と向き合っていた。いや、全員ではない。二、三人が机の上に突つっ伏ぷして寝ね息いきを立てている。ごく日常の光景だが、視界が高くなっただけでなかなか新しん鮮せんだ。

　ふと気がつくと、目線が立っている時より高い位置に来ていた。三み千ち人とさんの言葉を思い出し、慌あわてて幽体を引っ込める。

　もう一回幽体を出してみる。「出る」と念じてから実際に視界が開けるまでに、微び妙みようなタイムラグがある。これを小さくすることはできないだろうか。訓練すれば少々は反応が良くなると思うのだが。

　出す。

　引っ込める。

　出す。

　引っ込める。

　…………

　だんだん楽しくなってきた。よーし幽体出し入れ百本いっちゃうぞー、と昨日の兄のメールのようなことを考えたとき、右斜ななめ前の席の夏月が、不ふ審しんそうな視線を投げているのに気がついた。

　退屈な授業をただ黙って聞くことにした。




「あの力を使ってカンニングなんかしちゃだめですよ」

　休み時間、夏月に注意された。よく考えてみれば、カンニングするのに非常に便利な能力ではある。

「了りよう解かい。心する」

「よろしい」

　夏月は真しん剣けんな顔でうなずいた。

「実は、父さんから伝言があるんですよ。大助君、今日の放課後空いてます？」

　一応僕は部活に所属している。ミステリ研究会と言い、推理小説を好んで読む人間の集まりである。その活動実態はというと、放課後に部室に三々五々集まってはひたすらだべる、というものだ。年一の部誌発行の時期にならない限り、部に顔を出す義務はない。

「ミステリ研のほうはどうとでもできる。三千人さんが何か用でも？」

「見せたいものがあるので今日うちに来てくれないか、ということなんですけど」

　別段、断る理由はない。

「うん。オッケーだって言っておいて」

「わかりました。伝えておきます」

　そう言うと、夏月は教室から出て行った。

　入れ替かわりに一志が擦すり寄ってきた。顔面いっぱいに奇き妙みようなニヤニヤ笑いをたたえながら。

「昨日、どうだったんだ」

「──昨日？」

「おうよ。昨日、平磐城公園で八阪井と会ったんだろ？　なに言われたんだよ」

　…………

　そうだ。

　よく考えてみれば、昨日僕は公園で夏月と会ったのだ。髭ひげとサングラスで変装した夏月と。

「ああ、実は夏月のほうが都合悪くて会えなかったんだ」と噓うそをつくのは簡単だ。しかし一志は仲の良い友人だ。そんな奴やつにどうして噓がつける。さりとて真実を語るのも問題だ。

　僕はあらぬ方向に視線をさまよわせつつ、慎しん重ちように言葉を選んで言った。

「あー、えっと──いきなりあんなすごいことをされるとは思わなかった。まさしく突然だった。完全にやられたよ」

　僕は夏月の鉄てつ拳けんに完全にやられた。疑いようのない事実だ。

　だが、一志は「おお」と驚きと喜びが入り混じった声を上げた。

「本当に、あんな場所であんな真ま似ねをしてくるとは思わなかった。あんな格好、人に見られたらどうするつもりだったんだろう」

「おおお」

「正直、昇しよう天てんしかけた」

「おおおお！」

　一志の叫さけびは周辺の人間の耳じ目もくを集めることとなった。妙に興奮した一志は、さらに質問を重ねる。

「もう少し具体的に言えよ」

　僕はわけあり顔をしながら、声を潜ひそめた。

「いやいや、これ以上は言うべきじゃあない。彼女の名めい誉よのためにも」

　夏月が同級生を殴なぐり倒たおすようなマネをした、などということは、彼女のことを考えれば決して言うべきではないだろう。加えて、僕自身の名誉のためにも。

　だが、僕の席の周りに集まった野や郎ろうどもは、不気味なまでの盛り上がりを見せていた。僕の言葉を一体いかように解かい釈しやくしたのだろうか──

　いや、本当は僕もわかってるけどね。少なくとも噓は言っていない。

　盛り上がっている連中を尻しり目めに僕はトイレに向かうべく席を立った。途と上じよう、幽ゆう体たいを出したり引っ込めたりする練習を続けた。




　昼休み。

　いつもなら夏月の弁当を食いに屋上へ向かうところだが、それより早く一志が割り込んできた。

「八阪井さん、三助を借りていいか」

「うん。じゃ、待ってましょうか」

　夏月は僕に聞いてきた。

「いや、勝手に食べててよ。いつ戻もどれるかわからないし」

　そう答えると、夏月はつまらなそうな顔をしながらも、頷うなずいた。多分、夏月はいつもどおり屋上に行き、一人で弁当を食べるだろう。残念ながら、夏月には一いつ緒しよに弁当を食べるような友達はいないようだった。かわいいんだから、ちょちょいと愛想笑いでも振ふりまけば男女問わず仲良くなれるだろうに、そういうことには不慣れらしい。

　夏月が教室を出て行くのを見送ってから、僕は一志に言った。

「昨日の話をしろって言うのか。あれ以上具体的な話はできないよ」

「いや違ちがう」一志の顔は真しん剣けんだった。「実は、おまえに会いたいという人がいてな」

「へえ。男？」

「いや。女だ」

　その言葉を口にした途と端たん、一志は顔をゆがめて僕の両りよう肩かたをがっちりとつかんだ。

　つい僕は身構えた。「また女から呼び出しかよ！　うらやましいよなあモテモテさんはよォーッ」とか言って僕の首を絞しめにかかるかと思ったからだ。ところが、一志はむしろ同情的なまなざしを向けてきた。

「男らしく散ってこい。骨は拾ってやるからな──どんなことがあっても、俺たちは固い友情で結ばれた友達同士だ」

「……はあ……？」

　何か、まずいことが起きつつあると本能が告げている。

「えーと、どういうことなのかよくわからないけれど、ひょっとして今すぐこの場から逃にげたほうがいいのかな」

「逃げるんじゃない！」

　一志は僕の肩をより強く握にぎった。絶対逃がさん、という怨おん念ねんのようなものが手にこもっていた。

「連れてくるって約束したんだ──俺は、骨を拾われるほうにはなりたくない」

「えーと、事情が今ひとつつかめないんだけど、ひょっとして一志、友人である僕を売ろうとしているのかな」

「そんなバカな。俺たちは心の友同士じゃあないか」

　一志は猛もう烈れつにウソくさい笑いを見せた。

　友情をことさら言い立てる奴は信用ならない。しかしここは、言うとおりにしないと埒らちが明かないようだった。

「じゃあ、とにかく連れてってよ。どこにいるの」

「ああ」少し気分を落ち着けてから、一志は言った。「体育館の裏側で待っているそうだ。来い」

　十分後、僕と一志は校舎裏にいた。

　なるほど、体育館の裏側に、二高の制服を着た一人の少女が体育館の壁かべに背をもたれて立っていた。

　僕の知り合いではない。長い髪かみをツインテールにまとめ、幅はばの細い眼め鏡がねをかけている。視線は妙みように鋭するどく、腕うで組ぐみをしたまま微び動どうだにしないというポーズも、なにやら冷たい印象を受ける。とげとげしい空気が、この距きよ離りを置いても伝わってくるかのようだった。

「一つだけはっきりしていることがある」僕は言った。「あれはなにをどう間違っても、今から告白しようという乙おと女めの顔じゃないね」

「なあに、大事な告白を前に緊きん張ちようしているだけだろ」

「イヤもうマジであの手の女の子苦手なんやって」動どう揺ようのあまり、何な故ぜか僕の口調は関西弁になっていた。「『趣しゆ味みは罵ば倒とうと刺し繡しゆうと幼児虐ぎやく待たいです』とか平気な顔でさらっと言いそうやんけ」

「罵倒と幼児虐待はなんとなくわかるが、刺繡ってのはなんだ」

「細かいところをチクチクつつくのが好き」

「一つだけいいことを教えてやる。おまえのその第一印象はあながち間違っていない」

「あー、一志は彼女のこと知っているのかな。知っているのならもう少し詳くわしく教えてくれるとうれしいんだけど」

「変な先入観を与あたえるわけにはいかないだろ。なあに、当たって砕くだけろ、だ」

　一志は僕の背をぽんと叩たたいた。勢い余って僕は二、三歩よろめいたが、足はすぐに止まった。後ろを振り向く。

　無責任にも、一志は親指を立てて僕の健けん闘とうを祈いのっていた。

「俺は帰る。できれば生きて帰ってこい」

「見守ってくれないの……？」

　全力でこの場から逃げたくなってきた。

　とはいえ、ここまで来てしまった以上、踵きびすを返すのはあまりにも印象が悪い。相手は視線こそこっちに向けていないものの、僕が来ているのを察知しているのは間違いのないところだ。

　覚かく悟ごを決めて、僕は足を踏ふみ出した。本当に当たって砕けるのではなかろうか、というイヤな予感に心を苛さいなまれながら。




　　自じ称しよう天才美少女探たん偵てい




「そこで止まってッ」

　突とつ然ぜん女の子が声を張り上げた。

　僕は言われた通りにした。女の子との距離は約十メートル。

　ますます、告白ではないように思えてきた。

　女の子はゆっくりと体を起こし、十分な距離をとって僕と真正面から相対した。

「あたしは二年四組の九く里り浜はま純じゆん」女の子は自己紹しよう介かいした。「趣味は罵倒と刺繡と幼児虐待です」

　聞いてたのかよ！

　ますます空気が重苦しいものになってきた。

　この状じよう況きようを打破するにはジョークしかない。笑いの力で彼女の鋼鉄のような表情に潤うるおいをもたらすのだ。

「あー、えっと──奇き遇ぐうだね。僕も幼児虐待が大好きなんだ」

　にこりともしなかった。むしろ九里浜は顔つきをますます厳しくする。

　大敗北。

　九里浜は腕を組んで、足を広げて仁に王おう立ちし、僕を親の仇かたきかなにかのように睨にらみ付けていた。なんで初対面の人間にここまで敵てき愾がい心しんをむき出しにされなければならないのだろう。これはさっさと用向きを済ませてしまうべきだ。

「で、僕に何の用？」

「あんたの名前は三み鶴つる城ぎ大助、通称三助……でよかったよね」

「ああ」

　少し驚おどろいた。初対面の人間が僕の苗みよう字じをミツルギと正しく発音するのは、珍めずらしいことだ。誰だれからも「さんつるじろ」「さんかくじょう」などと呼ばれ続けたため、今では自己紹介する際「三助と呼んでくれ」と言うようにしている。名前の最初の文字と最後の文字を合わせて三助。こっちのほうがわかりやすく、親しみやすく、誰にも覚えられやすい。

「少し聞きたいことがあるんだけど、構わない？」

「……ものにもよるけど」

　不意に九里浜の姿が二重にぶれた。

「あんた、能力持ちなんでしょ？」

　おおっと。いきなり直球勝負の質問だ。

「能力って、なんのことかな」

「とぼけないでッ。こっちは、あんたが休み時間、幽ゆう体たい離り脱だつを繰くり返してるのを見てんのよぅ」

　どうやら、人の目のあるところで幽体の出し入れ練習をすべきではないらしい。

「壁にミザリーってやつだな」

「……なんのこと」

「いやなんでもない。たしかに僕も、──君の言うところの『能力持ち』だ」

　魂たま裸ら醒せ、という単語が口をついて出るのを慌あわてて押しとどめる。ここは、なんら知識を持たない人間として振ふる舞まったほうがいいような気がする。

「もっとも、こんなことができるようになったのはつい最近だけど。君も最近、こうなったのか？」

「……まあね」

「なにか、きっかけになったこととか心当たりはある？」

「質問してるのはこっちよ」

　九里浜は冷たく切り返した。

　さてさて。いきなりこのような事態がやってくるとは思ってもみなかった。夏月に判断を仰あおぎたいところだが、そうもいかない。自力でなんとかごまかしきらなければ。

　僕は彼女の次の言葉を待った。

「あたし、撲ぼく殺さつ魔まの正体を探さぐるために、いろいろ調べてんの。最近出回ってる、撲殺魔の話は知ってるでしょ」

「それなりに」

　実際は、つい昨日襲おそわれたばかりなのだが。

「大事な質問なんだけど。あなたが撲殺魔ってことはないでしょね？」

　もう一球、ど真ん中ストレートの質問だ。

　そう思われるのも不思議ではない。僕は身長一八五センチの長身だ。「撲殺魔は大男」という噂うわさを信じるなら、十分適格者である。普ふ通つう、撲殺魔の正体が女性であるとは誰も思うまい。

「昨日平磐城公園で、梅うめ中なかっていう学生が撲殺魔にやられたって話、聞いてるでしょ」

　夏月に叩たたきのめされていた、木刀持ちの彼のことだろうか。

「当然知ってるでしょ？　あんた、昨日公園にいたんだから」

「……どうして、そう断言できるの」

「調べたの。人から話を聞いたら、その時間帯にあなたらしい人がいたって言うじゃない。その上能力持ちと来ている。これって偶ぐう然ぜんで片付られる？」

　偶然だ！

　どうも、本気で僕のことを疑っているらしい。僕はできるだけ友好的な雰ふん囲い気きを振りまきながら答えた。

「僕が撲殺魔だなんて、そんなことあるはずないじゃないか」

「なら、あんたの能力を見せなさいよぅ」

　九里浜は鋭するどく言った。

「能力？」

「そう。どうも、撲殺魔は能力持ちの人間ばかりを狙ねらっているみたいなの。だったら、撲殺魔自身も能力持ちと考えるのが自然よ。──能力持ちなら、あんたにも能力があるはずでしょ？」

　ひょいと左手を空に伸のばす。その手のひらの上に光が発生、凝ぎよう縮しゆくされたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには一メートルサイズの棒のような形状を取っていた。九里浜は棒の真ん中あたりを持ち直し、一振りする。途と端たん、棒がばっと広がった。

　扇おうぎだった。色は限りなく黒に近い灰色。鉄てつ扇せんというやつだろうか。

「これがあたしの能力。あたしはこれに『エア・キル』という名前を付けている」

　九里浜は扇を閉じると、先せん端たんを僕に突つきつけた。

「あんたにも、こういうの、あるんでしょ？」

　…………

　まずいぞ。

　僕は魂裸醒の力をつい昨晩に自覚したばかりだ。能力を使いこなすまでには至っていない。だが、それを正直に言ったらどうなるか。

「ふ～ん。あたしには見せられないっての？　ひょっとしてあなたの能力、両りよう腕うでに青いゴム手て袋ぶくろを着けるようなやつじゃないの？」

　僕は撲殺魔として認にん識しきされ、この場で叩きのめされる。

　極きわめてよろしくない。

　逃にげるか、と一歩後退したが、踏ふみとどまった。この場を逃げ出すことは、抜ばつ本ぽん的解決にはならない。

　鉄扇で自分の腿ももをぺちんぺちんと叩きながら、九里浜は歩いて迫せまってくる。どうやら、より直接的手段をもって僕の魂裸醒を引きずり出すつもりらしい。

　僕は円えん弧こを描えがくような具合に、横へ横へとすり足で動いた。が、当然じわじわと距きよ離りは縮まる。

　一定距離に達したところで、九里浜は大きく踏み込んだ。閉じた鉄扇を一直線に突き込む。僕は大きく飛んで攻こう撃げきをかわした。そこへ、追いかけるように横よこ薙なぎの一いつ閃せん。体を大きくねじったが、何かが軽く顔をかすめる感覚があった。

　転がるように逃げて距離を取り、体勢を立て直す。咄とつ嗟さに九里浜の姿を探すが、どこにも見あたらない。

　はっと背後を振り向いて見上げる。九里浜は校舎の壁かべに張り付いていた。左手で二階の窓まど枠わくをつかみ、足を壁につけてこちらをうかがっている。

「いつの間に……!?」

　どうやってあんな高いところまで飛んだんだ、と思った瞬間には、九里浜は壁を蹴けり、高角度から流星のような跳とび蹴りを放った。はるか頭上からの攻撃を、僕はよろけつつすんでのところで避よけた。蹴りは僕の背後のイチョウに命中し、大木を大きく揺ゆらした。

　魂裸醒を発現している最中は、本人の身体能力が向上すると三千人さんは言っていた。今の九里浜の異常な跳ちよう躍やく力も、その現象の恩おん恵けいなのだろう。超ちよう絶ぜつにまずい。今の僕が、どうやって対たい抗こうすればいいんだ。
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　頰ほおを指で撫なでると、赤い液体が付着した。見る限り、さほど深い傷ではない。

　つまらなそうに舌を打ち鳴らすと、九里浜は僕を睨にらみつけた。

「あなたの能力を出さないの？　出さないと痛い目に遭あうよッ」

　蹴りを食らった衝しよう撃げきで落ちてきたイチョウの葉のシャワーの中に、九里浜はいた。目の前をよぎる葉っぱがウザいのだろう、エア・キルを振り回す。鉄扇が弧こを描くたび、宙を舞まう葉は両断され、細切れにされていった。

　まるでこれからの僕の運命を暗示しているかのようだ。突とつ然ぜん慈じ悲ひの心を起こし、僕を見み逃のがしてくれるような気配は微み塵じんもない。

　……こうなったら、やるしかない。

　両手を打ち鳴らし、僕は正面から九里浜と向き合う格好で直立した。

　ム、と九里浜が口を閉じる。

　合がつ掌しようのポーズを保ったまま、ゆっくりと、僕はごくゆっくりと両手を上げた。同じ高さを保ちつつ、胸の高さ、肩かたの高さへと上げていき、最後に頭の高さで固定する。

「えーと、実は僕、つい最近能力に目覚めたばっかりで、どんなに頑がん張ばっても出てこないんだ」

　降参のポーズだった。

「ウソねッ」

　九里浜は一瞬で判断を下した。

「あんたが撲ぼく殺さつ魔まね……とうとう見つけたよッ」

　どうやら、正直な告白は事態の悪化を招いたようだ。

　僕は背後を見、九里浜を見、そしてもう一度背後を見た。都合良く夏月が姿を現す気配もない。これから起こるであろう災さい厄やくから逃のがれるには、僕が撲殺魔でないことを証明するよりなさそうだ。

　つまり、魂たま裸ら醒せを出せということだ。今度こそやるしかない。「命の危険に晒さらされると魂裸醒は出やすい」と夏月は言った。今こそその時に他ほかならない。

　僕は両手に視線を落とし、気合を入れた。

　警けい戒かいしてか、九里浜が足を止める。

　お構いなしに、僕は集中し続けた。

　やがて、両手の上に光が集まり始めた。昨日の夏月が、ついさっきの九里浜が魂裸醒を出す寸前に放ったような、不思議な光だ。

　これならいける。

　僕はそのまま念じ続けた。光はやがて集束し、手のひらの上で一つの形を取る。

「…………」

　そこにあったのは、三十センチほどの紫むらさき色いろの棒だった。

　片手で持ち、じっくりと観察してみる。だが、どこからどう見てもただの棒だ。中からナイフの刃はが出てくる様子もなければ、殺人光線を発射する穴もない。

　ただの棒だった。

　不意に九里浜は魂裸醒を解除した。光を放ちながら鉄てつ扇せんが宙に消えていく。彼女はズカズカと僕に歩み寄ると、ぽんと肩を叩たたいてしたり顔で言った。

「疑ってごめんなさいね。あんたが撲殺魔であるわけがない。そんな短い棒じゃ猫ねこも殴なぐれないものね」

　反論のしようもなかった。どうやら最悪の事態は免まぬかれ得たようだが、この胸に去来するむなしい思いはなんなのだろう。

　九里浜は一つ舌打ちをした。

「でも、これで振ふり出しね。あんたが撲殺魔だと思ってたのに」

「最初からそうじゃないって言ってるだろ」

「ま、しゃーないかな……」僕の抗こう議ぎを無視し、九里浜は独り言を呟つぶやき始めた。「推理小説でも、最初に怪あやしまれた奴やつはたいてい真犯人じゃないものね。第二の犠ぎ牲せい者しやになることで身の潔白を証明する、ってパターンが多いってことは……」

　九里浜は僕をじっと睨みつけた。睨んでビビらせれば、僕が撲殺魔であることを白状する、と信じているかのように。

　邪じや眼がんで睨み殺されるんじゃなかろうか、と思い始めた頃ころ、九里浜は再度僕の肩をぽんと叩いた。

「これから、あんたを監かん視しさせてもらうからね」

「……はあ？」

「次に狙ねらわれるのはあんただってあたしの勘かんが告げている」

「えーと、勘を頼たよりに捜そう査さするのは推理小説的ではないような気がするな」

「あんたも撲殺魔事件が早く解決してほしいと思ってるんでしょ？」

「それは、そう思う」

「ならば、あたしに協力するのが義務だとは思わないの？」

「それは、そうは思わない」

「何が不満なのよぅ！」九里浜はキレた。「あんたも捜査に参加したいの？　でも、探たん偵てい枠わくは一つだけであるべきよ。助手になってあたしに協力するってんならわかるけど、──」

　九里浜は一いつ旦たん言葉を切った。自分の思いつきが気に入ったらしく、ニヤリと笑う。

「あんたを助手にするってのはいい考えね。可愛かわいらしくて、賢かしこくて、腕うでっ節ぷしも強いと三さん拍びよう子し揃そろっているあたしにも、優すぐれた探偵になるためにどうしても埋うめられないものがあるの。それがなんだかわかる？」

　それなりに推理小説には通つう暁ぎようしているつもりだったが、九里浜の質問に対する答えは思いつかなかった。

「……なんなんでしょう」

「助手よ。バカでアホでマヌケな言動を繰くり返すことによって、相対的に探偵の賢さを高めるワトソン役よ。こればっかりはさしものあたしでも、一人じゃどうにもならないもの」

「えーと、それはもしかして、ワトソンのことをバカでアホでマヌケだと非難しているのかな」

「違ちがう。そんなこと言ったら、世界各国のシャーロキアンに、よってたかってタコ殴りにされるじゃないのよぅ。バカでアホでマヌケなのは、ア・ン・タ」

「…………」

　九里浜は、僕の肩に置いた手にありったけの力を込めた。

「……助手になりたくないのッ」

「……謹つつしんで大任を務めさせて頂きます」

　そう答えると、肩かたの骨に食い込む指が離はなれた。

「オーケー。じゃあ、明日五時に『ブラック・コーヒー』って喫きつ茶さ店てんに来なさい。時間空いてるでしょね」

「今日は空いてないけれど、明日なら空いている。一体何をするの」

「あたしの業務報告の手伝いをしなさい」

「報告？　誰だれに報告するの」

　いちいち説明しなきゃならないのか、とでも言いたそうに九里浜はため息をついた。

「撲ぼく殺さつ魔まがあたしたちみたいな能力の持ち主ばっかりを狙って襲おそっている、というのはさっき言ったでしょ。だから、打だ倒とう撲殺魔の目的の下もと、能力持ちの人たちが何人か集まっている団体があるのよ。彼らは『互ご助じよ会』って自じ称しようしてるの」

「……へえ」

「あたしはつい最近互助会のことを知った。それで、定期的に接せつ触しよくするようにしてるのよぅ。お互たがい情報を交こう換かんして、撲殺魔を探し出すために」

「……互助会。互助会ね……」

　しどろもどろな口調で場をつなぎながら、脳みそをフル回転させる。なかなか面おも白しろい情報だ。これは、より多くの魂たま裸ら醒せと接触を持ついい機会だ。船子の居場所を突つき止める手がかりを得ることもできるかもしれない。

　唯ゆい一いつ気にすべきは、僕が既すでに撲殺魔の正体を知っているという点だ。そこを悟さとられないよう注意を重ねる必要こそあるだろうが、そこは口先でどうとでもできる話だ。むしろ、この話を断ったら無用の疑いを向けられる。撲殺魔の脅きよう威いをはね除のけるため、一いつ致ち団結して協力する。それがごく自然な考え方だろう。

「わかったよ。明日五時に『ブラック・コーヒー』に行けばいいんだね」

「……いや、四時半には店に入っておきなさい。助手は探偵が気持ちよく仕事できるよう、色々根回しを行っておくものでしょ。あらかじめ草ぞう履りを懐ふところで暖めておくとか」

　そりゃ木きの下した藤とう吉きち郎ろうだ、と僕に突っ込ませる間も置かず、九里浜は背を向け、体育館の陰かげへと姿を消していった。

　ふと、棒を握にぎりっぱなしなことに気がついた。改めて観察してみたが、それはやはりなんの変へん哲てつもない棒に過ぎなかった。消えろ、と念じると、光を放ちながら消えていった。あとには何も残らない。この棒が僕の魂裸醒であるという事実に、何ら疑問を差し挟はさむ余地はないようだ。

　泣きたくなった。




　　人間枯かれ葉は剤ざい




　教室に戻もどる途と中ちゆう、一志が廊ろう下かをぶらついているところに出くわした。どうやら、僕を見送ったあと、本当にその場を立ち去っていたらしい。友達甲が斐いのない奴やつ。

　一志は僕の姿を認めると、すぐさま駆かけ寄ってきた。僕の全身をざっと眺ながめ、特に異常がないことを見て取ると、安心したように胸をなで下ろす。

「頰ほおの傷だけで済んだんだな。本当に良かった。……で、一体何をされた？」

「……告白された」

「噓うそだろ！」

　オーバーアクションで一志は驚おどろいた。

「噓です」

「おー、そうだろそうだろ。あの女がいきなり恋こいに目覚めるだなんて、天地がひっくり返ってもありえないことだ」

　どうも、一志の挙動は尋じん常じようではない。ここいらで事情を聞いておかねばなるまい。

「そろそろ、彼女について君が知っていることを洗いざらい吐はいてほしいんだけど。どうも、彼女のことをよく知っているみたいだし」

「ああ。幼よう稚ち園えん児じの頃ころから一いつ緒しよだったからな。高校にあがって、やっとあの女を見ずにすむと思ってたんだが、なんで二高に来やがったんだか」

　平磐市のみならず、田舎いなかには私立の小・中学校が存在しない。子供が就学する学校は、学区に百パーセント従うことになる。つまり、幼稚園で一緒になった奴はたいてい中学までツラをつきあわせることになる──進む予定の学校が隕いん石せきで潰つぶれました、というアクシデントにでも見み舞まわれない限り。

「一体どんな奴なんだ。気が短いの」

「気が短いというか、癇かん癪しやく持もちというか、──悪あく霊りように取り憑つかれているというか」

「悪霊……？」

「性格が荒あらいうえに、喧けん嘩かがめっぽう強くてな。気にいらない奴は、男だろうが上級生だろうが教師だろうが叩たたきのめしてきた。付いたあだ名が『ツインテールの悪あく魔ま』、『ルール無用の残ざん虐ぎやくファイター』、『南中の暴れ馬』、『人間枯葉剤』、──」

「そのへんでもういい。というか、最後の人間枯葉剤ってなんですか」

「俺らの小学校では毎年、全校生徒が朝顔を育ててたんだ。ところがあいつは、六年連続で朝顔を枯からすという記録を樹立してみせた。毎年一人や二人は朝顔を枯らすもんだが、六連チャンってのは前代未み聞もんだ。それで付いたあだ名が人間枯葉剤」

「貴重な参考意見をありがとう。どうしてそのような情報を先に教えてくれないのかな」

「先入観を持つのは良くないだろう」

「会ったことのない人間に先入観を持つのと、猛もう獣じゆうの危険性をあらかじめ認にん識しきしておくのとは別問題だ」

　とにかく、あの九里浜という女の子が人間として常じよう軌きを逸いつした存在であることはよくわかった。たしかに、あのような奴ならば、朝顔にそっぽを向かれても不思議ではない。それとも逆に、六年間朝顔にそっぽを向かれ続けたから、あんなすさんだ人間になってしまったのか。

　これは卵が先か鶏にわとりが先か並みの難問だな。

　なんにせよ、次に会う時は一定の距きよ離りを保ってつきあうべきだろう。心理的にも物理的にも。

　そんなことを考えつつ教室に戻ると、珍めずらしく夏月が怒おこっていた。

「大助君！」

　思わず身構える僕の腕うでを取り、廊下へと引きずり出す。

「水原君になに言ったんですか！」

　あのアホンダラ、さっそく言いふらして歩いているのか。ま、気持ちはわかる。

「あー、えっと──昨日のことで、言ってはまずいことは何一つ言ってないつもりだけど」

「そのかわりあることないこと言ったでしょ！　『いきなりすごいことをされた』とか──」

「顔を見た途と端たんいきなり殴なぐられるってのは十分すごいことだと思うよ」

「──、人に見せられないすごい格好をしてたとか──」

「あの付け髭ひげはとてもじゃないけど人に見せられたものではないと思う」

「──、昇しよう天てんしかけたとか──」

「二発目の側頭部へのパンチ、ちょっとでも当たり所が悪かったら、今頃僕は天国でハープを奏かなでていたと思うよ」

「──、──ムググ」

　とうとう夏月は反論に詰つまった。

「それより、僕には君の言ってることがわからない。君が言うところの『すごい格好で、昇天するほどすごいこと』ってのはなんなんだ。具体的に言ってもらおうか。さあ」

「うっ」

　夏月の顔が急激に赤く染まった。

「さあさあ」

　両目をしばたたかせ、口をパクパクと開く。

「さあさあさあさあ」

「…………おプ」

　妙みような吐と息いきを吐いたかと思うと、夏月は鼻から赤い液体を垂れ流した。

　鼻血だった。

　どうやら夏月を追いつめすぎたらしい。僕は慌あわててポケットティッシュを取り出した。

　夏月の鼻血を拭ぬぐい取り、完全に落ち着かせてから、僕は体育館裏での一幕を話した。その間に夏月は絆ばん創そう膏こうを取り出して僕の頰ほおに貼はってくれた。常に指に巻いているだけに、予備も持ち歩いているらしい。

「ちなみに、これがその際に発現した僕の魂たま裸ら醒せ……らしい」

　僕は何もないところから、棒を取り出してみせた。

「短いですね」

　夏月は簡潔に感想を述べた。

　またもや泣きたくなってきた。

「あ！　いや、きっと大だい丈じよう夫ぶですよ」

　僕の気持ちを察してか、夏月は慌ててフォローを入れた。

「まだ転てん換かん率が低いだけですよ」

「転換率？」

「ええ。幽ゆう体たいを魂裸醒に転換する力が、まだ未発達なだけです。基本的に魂裸醒は形が変わることはないですけど、はじめて力に目覚めた人は、効率的に幽体を魂裸醒に転換できないんです。でも、慣れれば転換率が上がって、自然とものも大きくなりますよ」

「つまり、こいつが成長するってことかな」

「そういうことです。成長することが、必ずしもいいことじゃないですけどね」

「そうかな。僕としては、こんな形態じゃ不安で仕方がないんだけど」

「考え方ですね」ほんの少し顔つきを陰かげらせ、夏月は言った。「人を傷つける力を手に入れるよりは、いいと思いますよ」

　僕は何も言い返さなかった。たしかに、それは考え方の問題だ。銃じゆうの流通を規制するか、自衛のために銃の所持を許可するか、というような。この場で議論して白黒つけられるような簡単な問題ではない。とは言え、つっかえ棒にしか使えない超ちよう能のう力りよくなんて、持っていてなんの意味があるのだろうか。

「それはともかく、互ご助じよ会の話はちょっと厄やつ介かいですね」

　あごに手を当て、夏月は深刻に考え込んだ。九里浜たちは撲ぼく殺さつ魔まを敵と認識して、炙あぶり出そうとしているのだ。撲殺魔当人としては、心穏おだやかではいられまい。

「そういう動きが出てくるのも、当然なんでしょうね。撲殺魔として活動するのも、そろそろ潮時なのかもしれません。少々派手にやれば、船子がなんらかの動きを見せると踏ふんでいたんですけど」

「でも、これ以上禍か根こんを生むのは危険だと思うよ」

「とにかく、大助君はその九里浜さんの手伝いをする、って口約束してしまったんですね」

「うん。なし崩くずし的に、だけど。ごめん」

　撲殺魔の正体を暴あばく活動に与くみしたことを責められるかとも思ったが、逆に夏月は微ほほ笑えんだ。

「いいですよ。人に頼たのまれていいえと言えないのは、大助君のいいところだと思いますよ」

　……そうだろうか。特に今回は、暴力に屈くつしてしまったのだ。だが、夏月の誤解を解くために詳しよう細さいを語る気は起きなかった。恥はずかしすぎる。

　首をひねって、しばし夏月は何かを考え込んでいるようだったが、やがて決意あふれる目を僕に向けた。

「決めた。明日、私も行きます。どんな人たちがいるのかこの目で見ておきたいです。もしかしたら、そこから船子に繫つながる手がかりが見つかるかもしれないし」

「そう言ってくれるのはうれしいけど、連中、君が撲殺魔と知ったらただじゃおかないと思うよ」

「なら、私が魂裸醒であることは伏ふせて、一いつ般ぱん人のふりをして付いていきます。カイゼル髭ひげで変装して──」

「あー、えっと──君にカイゼル髭は似合わないんじゃないかな」

「じゃあ、大助君の彼女という設定で我が慢まんすることにします」

　夏月はひょいと僕の腕うでをとり、

「ね」

　にっこりと笑ってみせた。

　カメラで撮とって現像して引き伸のばして額がく縁ぶちに飾かざっておきたくなるような笑顔だった。いや、実際にそんなことをすれば変態呼ばわりされそうな気がするが。とにかく、こんな顔を向けられて、どうして拒きよ絶ぜつできる。

「それじゃ、お昼食べましょうか」

　夏月はカバンから二人分の弁当を取り出した。

「結局、僕のこと待ってたの？」

「当たり前じゃないですか」

　夏月はにかーと笑い、僕の袖そでを引っ張った。




　　八阪井三千人の勤務実態




　授業が終わった後、夏月とまっすぐに家に帰ると、三千人さんはＹシャツにスラックスという格好で待っていた。仕事から帰ってきたサラリーマンがネクタイをほどいて一休みしている、という風ふ情ぜいである。

「待っていた、三鶴城君」それから夏月に目をやり、「夏月はうちで待っていてくれ」

「え？　いいんですか？」

「三鶴城君とサシで、男同士の話がしたいのさ」

　バチーン、と僕にウィンクを投げてよこす。言っちゃ何だが、まったく似合っていない。

「晩飯は勝手に食べていてくれ。少々遅おそくなると思う」

「はあ。わかりました」

　言葉とは裏腹に、夏月の表情にはかげりがあった。なにかもの言いたげな視線を、僕のほうに投げてくる。だが何を言ったらいいのか、夏月自身迷っているようでもある。結局のところ何も言わず、黙だまって家の中に入っていった。

「着き替がえてきたまえ」三千人さんは言った。「私は車を回してくる」

　言われるままに僕は自宅に戻もどり、ラフな格好に着替えて再度外に出た。三千人さんは、既すでに僕の家の前に車を回していた。

「…………軽トラ？」

　僕は目をぱちくりさせた。

　三千人さんが乗っていたのは軽トラックだった。車体の色は白く、後部荷台には幌ほろがかぶせられている。農家でごく一般的に使われている、なんの変へん哲てつもない軽トラである。軽トラ自体にはなんらおかしいところはない。おかしいのは、三千人さんは別に農業を営んでいるわけではないという点だ。

「なんでまた軽トラなんか乗ってるんですか」

　僕はとりあえず乗り込み、シートベルトを装着しつつ疑問をぶつけてみた。

「軽トラだったら、町中でも田んぼのあぜ道でも河原でも、どこに停とめても不ふ審しんがられない。辺り一面水田というところにミニバンなんかを停めたら目を引くだろう」

　言いつつ、三千人さんはサイドブレーキを解除した。軽トラックは静かに動き始める。

「それはまあ、そうですけど」

「目立たないほうが、仕事をするには好都合なのさ」

「仕事？　今から仕事に行くんですか？」

「その通り。君に、我々の仕事の実態を見てもらおうと思ってね。本当に我々の仕事を手伝うかどうか、判断の一助としてもらいたい」

「ああ、なるほど」

　それはありがたい話である。三千人さんが毎日毎日何をやっているのか、個人的に気になるところでもあるし。

「仕事といっても色々あると思いますけど、具体的に今からなにをするんですか」

「具体的に？」

「ええ、具体的に」

　三千人さんはしばらく考え込んだ。十分な間を置いてから、ぽつりと答えた。

「人を一人殺す」

「…………非常に具体的ですね」

　タチの悪い冗じよう談だんかとも思ったが、助手席から見る三千人さんの横顔は真しん剣けんそのものだった。

「魂たま裸ら醒せの血を取り込んだ場合、誰だれもが一様な反応を示すわけではない。まったくなんの反応を示さない場合もあれば、強力な反応を示す場合もある。あまりに反応が強力な場合、魂裸醒の強さに精神が耐たえられなくなる。これを過か醒せいと呼び、過醒状態になった奴やつは、殺すより他ほかに処置がない」

「えーと、僕の場合はどうなんでしょう」

　おそるおそる聞いてみた。

「君は大だい丈じよう夫ぶだ。首筋を見ればすぐにわかる」

「首筋？」

　僕は車のサイドミラーを利用して、自分の首筋を観察した。見る限り、なんら変わっている様子はない。

「過醒の人間には、胸むな元もとから首筋、顎あごにかけて過か醒せい紋もんと呼ばれる奇き妙みような紋様が浮うかぶ。こいつも魂裸醒にのみ見えるもので、紋様の形状や色は個人によってさまざまだが、ものすごく目立つから容易に見み抜ぬける。過醒になった人間は、一いつ般ぱん的な生活は送れるものの、筋肉の炎えん症しようによる全身の疼とう痛つう、意識の混こん濁だく、精神的な変調による凶きよう暴ぼう化、記き憶おく力の低下、幻げん覚かく妄もう想そうといった症状が見られるようになる」

「少なくとも、茶の湯を楽しむことはできなくなりそうですね」

「魂裸醒を発現させると症状はますます悪化する。これを放置すれば世間様に迷めい惑わくをかけるのはもちろん、悪くすれば戸有の存在が表に出ることになる。始末しなければならない」

「三千人さんが毎日どこかに出かけていたのは、そんなことを調べるためだったんですか」

　三千人さんはニヤリと笑った。

「夏月に撲ぼく殺さつ魔まをやらせておいて、私一人が遊びほうけていたわけじゃないさ」

　車は西へ向かい、山のほうに入っていった。この地域の小学校の前を通り抜ぬけ、細い道に入り、森にさしかかったところで車を停止させる。三千人さんはエンジンを切り、車の窓を開けた。シートをわずかに倒たおし、楽な体勢を取った。

「どうするんですか？」

「待つ」三千人さんは答えた。「ここで待っていれば、ターゲットが向こうから歩いてくるはずだ。人によっては、徘はい徊かい癖へきを現すこともある。名前は、──伏ふせておこうか。仮にＡ氏としておこう。Ａ氏は二十五歳男性、工業団地にある小企き業ぎようの事務員だ。現在は一ヶ月の休職中ということで自宅療りよう養ようしている」

「なんでわかったんですか」

「この辺で最近、金かな網あみが破は壊かいされているとか何者かに傷つけられた野の良ら犬が見つかったとか、妙みような破壊活動が頻ひん発ぱつしていると聞いたんでね。この地域を重点的にパトロールしていたら、つい最近、首筋や顎のあたりが妙な光を放っている人物を見つけたというわけだ」

「その場ですぐに処置しなかったんですか？」

「そりゃま、真っ昼間からいきなりやるわけにはいかんのでね。それに、念のため身元を調査しておく必要もある。過醒に陥おちいった人間は皆みな等しく処置しなければならないが、それを妨さまたげる何らかの理由がないとも限らないからな」

　既に日は暮れ、唯ゆい一いつの光源といえば車の前方、道がカーブしているところに立っている一本の街灯のみである。と、ほどなくしてその街灯の明かりの下に、一人の人物が姿を現した。年の頃ころは二十代半ば、Ｇパンポロシャツという出いで立ちである。特におかしな点は見受けられない──首筋のあたりに、刺いれ青ずみともアザとも違ちがう、奇妙な青黒い模様が浮かんでいることを除けば。

「ターゲットロックオン」言いながら、三千人さんは車を降りた。「君はここでじっとしているんだ。なに、五分もかからんよ。我々の仕事の実態をとくと目に焼き付けておくように」

　バタン、と音高く扉とびらを閉める。それから何かを思い出したかのように、開いた窓越ごしに僕を見た。

「ま、万に一つもないと思うが、私の身に何かあったら、君がこの軽トラを運転して逃にげるんだ」

「無理ですよ！」

　僕は即そく座ざに叫さけんだ。

　三千人さんはさも愉ゆ快かいそうに肩かたを揺ゆらした。からかっているつもりらしい。

　Ａ氏はすぐに三千人さんに気がついた。少し首を傾かしげた格好で、暗がりの中の軽トラにガンを飛ばしてくる。にへら、とややだらしない笑いを見せた途と端たん、Ａ氏の体が二重にぶれ、両手に光が集まった。その光は二本の長剣の形を取った。

　中東系の剣なのか、大きく刀身が湾わん曲きよくしている。シミターというやつだろうか。刀剣類にはあまり詳くわしくないが、見てはっきりわかるのは、切られたらかなり痛そうだということだ。

　剣が出現すると同時に、Ａ氏の顔も変化を見せた。紋様の範はん囲いが大きくなり、頰ほお骨ぼねのあたりまでに広がった。アフリカか南洋の国にいる、原始的な異教のシャーマンか何かを思わせる。

　三千人さんは説明する。

「過醒の末期症状だ。ああなってしまうと、もはや手のつけようがない」

　そして、ブラブラと男のほうに歩いていった。

　シミターを持った手を大きく振ふりながら、Ａ氏も少しずつ三千人さんとの距きよ離りを詰つめていく。その表情といい場ば所しよ柄がらといい、──今からジャグリングを見せてくれるわけではなさそうだ。

　三千人さんは、男と適度な距離を置いて立ち止まった。体が二重にぶれ、三千人さんの隣となりに光が集まる。光の輪りん郭かくは、三千人さんの身長の二倍くらいの高さがあった。細くはあったが、天を突つくような長さである。やがて光が収まり、三千人さんの魂たま裸ら醒せが姿を現す。それは緑色で、二十センチおきに節を持ち、先せん端たんは斜ななめ一直線に切られたかのようにとがっていた。

　つまり、竹たけ槍やりだった。

「…………」

　僕は黙だまってシートベルトを外し、トラックの助手席から運転席に乗り移ろうと試みた。

　Ａ氏も僕と同意見だったらしい。竹槍を見た途端、殺人衝しよう動どうをぶつける絶好の相手だと思ったのだろう。三千人さんめがけて走り込み、右、左とシミターを振り下ろしてきた。

　三日月のような剣の軌き道どうが、三千人さんを襲おそう。しかし三千人さんの対応は落ち着いたものだった。一いち撃げき目を竹の表面を滑すべらせるようにして受け流し、二撃目は受け止めた。刃はが竹に食い込んだが、太い竹はびくともしない。逆に嚙かんだことを利用して、三千人さんは竹をひねる。剣を取られまいとＡ氏はたたらを踏ふんだ。

　それは致ち命めい的てきなミスだった。

　竹槍を逆方向に捻ひねり、嚙んだ剣を放す。三千人さんは竹槍を手元に戻もどし、大地を揺るがすかのような勢いで、大きく一歩踏み込んだ。

「えいやっ」

　体勢を崩くずして背面を晒さらしたＡ氏に、腰こしの入った槍の一突きをねじ込む。槍の切っ先は一いつ瞬しゆんでＡ氏の胸を貫かん通つうし、背中から鳩みぞ尾おちへと突き抜ぬけた。

　なんの容よう赦しやもない、見事な串くし刺ざしだった。

　Ａ氏はもがいた。後ろ手にシミターを振り、せめてもの抵てい抗こうを試みる。だが三千人さんは竹槍を容赦なくどんどん押し込んで、Ａ氏との距離を相対的に離はなしていった。Ａ氏の体はより深く貫つらぬかれていく。必死のあがきもむなしく男はやがて膝ひざをつき、アスファルトに肩から落ちた。

　力の差は一いち目もく瞭りよう然ぜん、あっという間の決着だった。

　Ａ氏のシミターがまたも光を放ち始めた。光の中でシミターの輪郭が曖あい昧まいになっていき、やがて形を失った。光はやがて粒つぶ状じようになり、集束して消えていく。光の消え去った後には、何も残っていなかった。

　同じ光を放ちながら、三千人さんの竹槍も消えていく。すっかり消えてから、三千人さんは僕を手招きした。僕は運転席側から出て、三千人さんの元に駆かけ寄った。

「……うああ」

　思わず声を漏もらした。Ａ氏の命の灯ひは、今消えゆこうとしていた。人が死ぬのだ──ディスプレイやスクリーン越しではない。目の前で、だ。

　そして、殺したのは三千人さんだ。

　Ａ氏から目を離さない僕に、三千人さんが言葉をかけた。

「これが、私の仕事だよ」

　三千人さんは顔色一つ変えていなかった。汗あせをかいている様子もない。

「君にこんなことをやってもらう必要はない。ただ、黙もく認にんさえしてもらえばそれでいいんだ」

　話を黙って聞いているうちに、今度はＡ氏の全身が光を放ちだした。Ａ氏の体そのものもシミター同様光に飲まれていき、ついには雲うん散さん霧む消しようする。後に残ったのは、彼が生前まとっていた衣服のみだ。

「これが過か醒せいした者の末路さ。ただの光となって、この世には肉の一いつ片ぺんすら残らない」

「…………」

　三千人さんは腰を折って残された衣服と靴くつとを拾い上げ、軽トラックの後部荷台に放ほうり込んだ。

「それは、どうするんですか」

「ウチの庭の焼しよう却きやく炉ろで焼く。携けい帯たい電話とか、焼くと有害ガスがもくもく出そうなやつは川に捨てる。現金はもったいないのでどこかに寄付する」少し間を置いてから、「私がここで行ったことを、人に知られるわけにはいかんのでね」
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　言って三千人さんは軽トラックに乗り込んだ。

　僕は再度、男が寝ね転ころがっていた場所に目をやった。そこにはもう、何もない。Ａ氏がついさっきまでそこにいたことを示す証しよう拠こは、何もなかった。アスファルトに落ちた血けつ痕こんすら、光となって消え失うせてしまっている。

　と、アスファルトが軽トラのヘッドライトで照らし出される。僕は車に戻り、助手席に乗り込んだ。

「ご感想は？」

　三千人さんが質問する。だが、僕は返事をするどころではなかった。

　自らを暗殺者集団と称しようした三千人さんの言葉は、なんの誇こ張ちようでもなかったのだ。この人が日常的に人を殺しているであろうことは、所作からわかる。Ａ氏を殺す際、三千人さんにはなんのためらいもなかった。農夫が害虫を駆く除じよする時くらいに無感動に、平然とやってのけた。今も、罪悪感に苛さいなまれている様子は微み塵じんもない。

　今いま更さらながら、全身の血が沈しずんで冷えていくような気がした。

　僕の様子を慮おもんぱかってか、三千人さんはそれ以上何も問わず、黙だまって運転に没ぼつ頭とうした。

　やがて車は家に戻り、僕は花谷家の玄げん関かん前で下ろされた。偶ぐう然ぜん、恵美姉さんが玄関先の植物にじょうろで水をやっており、僕の姿に気がつくと「お帰り～」と手を振ふってきた。

「ま、即そく断だんしてくれとは言わないが」車窓を開いて、三千人さんが言う。「二、三日で返事をくれたまえ。ズルズルいくのはお互たがいのためにならないだろう」

「一つだけ」僕は聞いた。「その、船子という人物をほっといたら、さっきみたいな人がもっと増えるということなんですね」

「そうさな」三千人さんは頷うなずいた。「これ以上の増加を防ぐためには、船子を止めなければならない。それが私の仕事さ」

　Ａ氏の姿、光になって消えていった男のことを思い出す。あれは他人ひと事ごとではないのだ。誰だれもがあのような最さい期ごを迎むかえる可能性がある。例えば、恵美姉さんだって、父さんだって。

　その点を踏まえれば、口にすべき答えはたった一つしかあり得ない。

「……僕にも、手伝わせてください。どれだけのことができるかわかりませんが」

　言って、真しん剣けんな視線を三千人さんにぶつける。

　三千人さんはしばらく黙って僕の視線を受け止めていたが、やがてニヤリと笑って見せた。

「そう言ってもらえるとありがたい。さぞかし夏月も喜ぶだろう。ではまた明日」

　車窓を閉め、三千人さんは自宅に戻もどっていった。

　決定的な一歩を踏ふみ込んだ。

　そういう実感が、胸の内にあった。だが、後に引けなくなったからといって後こう悔かいはしない。自分で考えて自分で決めたことだ。後悔だけは、絶対にするまい。

「晩飯食べてきた？」

　恵美姉さんが聞いてきた。

「いいや。まだなんか食べられるかな」

「大だい丈じよう夫ぶだ」姉さんは請うけ合った。「今日は母さんが焼き鳥とか串焼きを買ってきたんだけど、買いすぎで余ってるんだ。イヤというほど食えるよ」

「…………」

　Ａ氏が竹たけ槍やりで串くし刺ざしにされた光景がフラッシュバックし、僕は早さつ速そく後悔した。




　　熊くま殺しと呼ばれた少年




　喫きつ茶さ店てんブラック・コーヒー。つい昨日、水原兄きよう妹だいが舌ぜつ戦せんを繰くり広げていた場所でもある。

　数年前、辺境のド田舎いなか平磐市に初めて大手ハンバーガーショップチェーン店がやってきた。次にはコーヒーショップのチェーン店がくるだろう、というのが大方の市民の見方だった。実際にとある大手チェーン店が駅前に店を出す計画を立てているらしいという噂うわさも流れた。

　噂に戦々恐きよう々きようとしたのは、平磐市既き存そんの喫茶店である。この大だい不ふ況きよう時代、生き残りをかけて喫茶店はさまざまな振しん興こう策を繰り出した。味の向上を目指す店あり、店内改装を行う店あり、メニューの増加を図はかる店あり。競争による淘とう汰たの結果、いくつもの店が閉店の憂うき目めにあった。

　喫茶店の一つ、ブラック・コーヒーは学生割引という方針を打ち出した。学生証を出せば、一番安いコーヒーが一いつ杯ぱい百円で飲める。とりたてて味がうまいというわけでもないが、安さのおかげで学生客が途と切ぎれることがなくなり、かくしてブラック・コーヒーは勝ち組として生き残った。そもそも高校生程度にコーヒーの良し悪あしがわかろうはずも無いのだ。少なくとも、僕にはわからない。今では、平磐の高校生に欠かせない溜たまり場の一つとしての名声を確立している。

　ちなみに五年をけみした今、コーヒーショップチェーン店はいまだに平磐には来ていない。

　僕たちは二十分ほど早くブラック・コーヒーにやってきた。

　内装を白一色で統一した、明るい清潔な感じの店だった。一点、ほとんど正方形なフロアの四よ隅すみに、マネキンが配置されているのが目を引いた。スーツを着せられた真っ白い肌はだのマネキンが、観葉植物の陰かげから客をうかがうようにして立っている。

　中ちゆう華か料理店は客の食欲をかき立てるために壁かべを赤く塗ぬる、と言うが、このマネキンはいかなる意図をもって配置されているのだろう。むしろ視線に晒さらされているような気がして、食欲が減退すると思うのだが。高校生が長時間居座り続けるので、少しでも早く出てもらおうとわざと居い心ごこ地ち悪くしているのだろうか。まあ、逆さぼうきを立てるよりは効果はあるだろう。

「いらっしゃいませー」

　ウェイトレスが元気よく挨あい拶さつする。

　話によると、新年度に入ってからこの店は新しいウェイトレスを雇やとったという。きれいな人らしい、という噂はあっという間に学生の間を駆かけめぐった。この目で新入りの人を見ようという学生連中がえらい勢いで集まり、美人ウェイトレスに魂たましいを奪うばわれた手合いはそのまま店のリピーターとなった。店はますます盛せい況きようとなった。

　僕は、ブラック・コーヒーに来たためしはなかった──つい昨日、志し都づ佳かに袖そでを引っ張られて強ごう引いんに連れてこられるまで。学生割引のおかげで、この店には常に学生が詰つめている。客層の八割は学生だ。毎日毎日学生の群れの中で生活しているというのに、何を好きこのんで放課後まで学生の姿を見なければならないのか。そういう気持ちが僕をこの店から遠ざけていた。そもそも、人がいっぱいいるところは苦手だ。

　とはいえ、高校生がこの店に好んでくるのはよくわかる、と僕はウェイトレスの人を見て思った。

　くいっと腕うでを引っ張り、夏月が注意を促うながした。

「例えばですね。不特定多数の人間に無差別に血を飲ませるんだったら、この店のコーヒーに混ぜて出す、という手もあると思うんです。別に、何かに混ぜると血が力を失うというわけでもないですから」

　僕は相あい槌づちを打った。

「ただ、少なくともこの店が元げん凶きようということはありえないと思うよ。実のところ僕がこの店に入ったのは昨日が初めてだし、人が二重に見えるようになったのは昨日より遥はるか以前からだ」

「それは……」

「それは？」

「…………」

　夏月は何か言いたそうな顔をしたが、結局何も言わなかった。

　二人がけのテーブルに着席する。夏月はアイスコーヒーを注文した。僕はチョコパフェを注文する。

「大助君、甘いもの好きなんですか」

「パフェは違ちがいのわかる男の食べ物だ」

　とはいえ、最近違いはわからなくなりつつある。どの店のパフェを食べても、どれもこれも似たような味に思える。

　ふと見ると、知った顔が奥のテーブルに座っていた。

「あれれ。三鶴城先せん輩ぱいじゃないですか」

　志都佳だった。いつもならテーブルの上で開かれているノートが、畳たたまれて積んである。

「帰るところですか？」

　夏月が尋たずねた。二人は、僕を介かいして出会った顔見知りだ。

「ええ。ちょっと気分転てん換かんしようかと思ってたんですけど」

　志都佳も笑いながら答える。この二人、つきあいは短いが、友好的な関係を築いているようである。

「えーと、その、──君のシナリオを見てあげたいのは山々だけど、僕たちはこれから大事な用があるんで──」

「わかってますよ」

　僕が言うと、志都佳はまたもニヤニヤ笑いを浮うかべた。

「二人のお邪じや魔まはしませんよ。それじゃまた」

　荷物を手早くまとめると、志都佳は支し払はらいを済ませて出て行った。

「素す直なおないい子ですよねー」

　背中を見送りながら、夏月が言った。

　志都佳と入れ替かわりに、九里浜が店に入ってきた。彼女は僕の姿を認め、近づいてくる。テーブルのそばまで来た時、ちょうどウェイトレスがやってきて、パフェを僕の目の前に置いていった。

「あんた、パフェ食うの？」

　九里浜の問いに、僕は胸を張った。

「何か問題でも？」

「いや別に。似合わないなあって思っただけ」

　僕はさりげなく九里浜の首筋に目をやった。きれいなものだ──筋張っておらず、肌は年ねん齢れい相応に若々しく、妙みような模様は見あたらない。

「……ところで、こちらは？」

　九里浜は夏月を見つめて言った。

「実は今日、買い物につきあうという約束をしていたんだ」

　いかにも長いことつきあっている彼氏彼女同士ですよ、ということを暗示すべく、僕はできるだけ自然に聞こえるように発音した。

「用事はないって言ってたじゃないの」

　九里浜は聞き返しては来たものの、特に疑っているようではなかった。

「あとで思い出した。ま、ついでにってことで連れてきただけさ。例の件とはなんの関係もない」

「例の件って何？」

　何も知らなさそうな無む邪じや気きな顔で、夏月が興味示すふりをする。ナイス演技だ。

「一応紹しよう介かいしておくと、同じクラスの八阪井夏月だ。それからこちらは」手で九里浜を指し示す。「二年四組の九里浜純さん。趣しゆ味みは罵ば倒とうと刺し繡しゆうと幼児虐ぎやく待たいだそうだよ」

「何適当なこと言ってんのよぅッ」

　九里浜はひょいとエア・キルを発現させると、目にもとまらぬ早はや業わざで振ふり下ろした。ビュン！　という風の音のうなりに、僕は本能的な危険を感じて上体を引いた。

　と、目の前を舞まう何かがあった。空中でつかんでみると、それはなにか鋭するどい刃は物もので切られた僕の髪かみの毛だった。

「ちょっと待て！」僕は血相を変えて怒ど鳴なった。「今の食らったら死ぬだろ!?」

「あんたが避よけるから悪いのよぅッ」しかし九里浜は非を認めない。「扇おうぎの腹で食らいなさいよッ。そしたら切れないから」

「そもそも趣味のことは君、自分で言ってただろ」

「アホか！　あんたが言い出したんでしょ」

　僕は肩かたをすくめた。どうやら、九里浜に理を説くのは無益な行こう為いらしい。それにしても、あんな殺人ツッコミが来るとは想像もしていなかった。惨さん事じを未然に防いだ自分の反射神経を褒ほめるしかない。この娘むすめの前では、ボケ一つ一つが命がけということか。

　ボケずにはいられない僕は、どうすればいいんだ。ドードー鳥のような不ふ可か避ひ的滅ほろびのさだめが待っているような気がする。

「あー、──八阪井夏月です。別にお話の邪魔はしませんから」

　曖あい昧まいな笑えみで夏月が名乗る。すると、九里浜もにっこりと笑い返した。

「あたしは九里浜純。ちょっと彼氏を借りるからね」

「それで、互ご助じよ会の方々はもう来ているのか？」

　普ふ通つうに笑ったら可愛かわいいじゃないか、と思いつつ聞いてみる。

　僕のほうに向いた途と端たん、九里浜の顔は元の険しい表情に戻もどった。

「まだよ。もうすぐ来ると思うけど」

　九里浜はコーヒーを注文し、隣となりから椅い子すを引っ張ってきて、同じテーブルに着いた。

　どうにも、九里浜に憎にくまれているような気がしてならない。僕が一体何をしたというんだ。とげとげしい雰ふん囲い気きに潤うるおいを与あたえるべく、努めて笑顔を保ちつつ話しかけてみる。

「で、君のお仲間の互助会ってのは、何人いるのかな」

「あの連中とあたしを一いつ緒しよにしないでくれる？」

　九里浜は僕を視線で刺さした。睨にらみ殺すような勢いだった。

「あたしは孤こ高こうの一いつ匹ぴき狼おおかみ、ハードボイルド探たん偵ていよ。群れるような奴やつとはわけが違ちがうのよぅ」

「えーと、僕はワトソン役で君はホームズ役じゃなかったのかな」

「うっさいなあ。……あいつらは、全部で四人よ。今日は全員来てくれるみたいだけど」

　四人のメンバーとやらが来るまで、イガグリを全力で握にぎりつぶすような思いをし続けなければならないのだろうかとも思ったが、それは杞き憂ゆうに終わった。

「……来た」

　九里浜が店の入り口に目をやるとそう言い、席を離はなれた。

　四人の男が店に入ってきた。僕は何食わぬ顔で九里浜の後に付いていった。




　四人。

　確かに四人連れだった。恐おそろしいまでに異い彩さいを放つ四人組だった。

　一人目。

　小男だった。図書館の上から三段目の棚たなの本を手に取るのに、脚きや立たつを必要とするような奴だ。髪かみ形がたはきっちり測ったかのような七三分け、そして黒くろ縁ぶちの眼め鏡がねをかけている。二十年前のコントに出てくる優等生のような出いで立ちである。変装でもしているのではないかとすら思える。

　二人目。

　さらさらと風になびく、ウェーブのかかった黒く長い髪を後頭部でひとくくりにした、野や郎ろうだった。一いつ瞬しゆん女の子と見間違えた。内うち股また、腕うでの振り方等々、一挙手一投足が明らかにオカマ風味だった。

　三人目。

　笠かさをかぶっていた。茶ちや摘つみ女がかぶる笠とは大きさが違う。時代劇に出てくるおさむらい様がかぶっているような、浪ろう人にん笠がさだ。視界を取るため、前面に穴が開いている奴である。笠のおかげで、男の顔の下あご以外はすべて覆おおい隠かくされている。

　四人目。

　雲を突つくような大男だった。身長三メートルくらいあるのではないだろうか。黒い巨きよ木ぼくに足と腕が生えたような感じである。アフロヘアーがさながら枝葉のように見える。加えて肌はだが黒い。平均的な日本人とは、顔つきが明らかに違う。かけ離れている。ものすごく肌の色が濃こいわけでもないが、黒人の血を引いているであろうことは間違いのないところだ。

　個人個人の容姿はあまりにばらばらだったが、一点だけ共通するところがあった。

　四人とも学生服を着ていた。

　四人とも学生であるらしい。学生以外の人間が好きこのんで学生服を着るはずがないからだ。

　到とう底てい信じがたい光景だった。僕は何度も目をぬぐい、こすってみたが、四人の姿は変わることも消えることもなかった。ただ一点、誰だれも首筋に紋もん様ようが見えないことを喜ぶべきか。もっとも、詰つめ襟えりの下、あるいは胸むな元もとで過か醒せい紋もんが輝かがやいている可能性は否定できないが。とは言え、野郎どもに今すぐ脱ぬいでくれと言うわけにもいかない。衣ころも替がえの時期は過ぎたというのに、誰も上着を手放そうとしない最近の天候不順が恨うらめしい。

「あなたが三鶴城君カシラ？」

　二人目の学生が言う。わかりやすいほどのオカマ口調だった。未成年の分際でここまでオカマ言葉を自然に操あやつるとは、尋じん常じようではない。天てん与よのオカマの才能があるのかもしれない。

「……三鶴城大助です。よろしく」

　普ふ段だんなら、初対面の相手にはさらに「三助と呼んでください」と続けるところなのだが、黙だまっておいた。かような面々から通つう称しようで呼ばれるのは、気が引ける。

「アタシは佐さ倉くら真ま澄すみ。平磐一高二年よ」

　平磐一高は市内では平磐高専と一、二を争う高偏へん差さ値ちの、進学校だ。外見の印象に反し、かなり頭がいいらしい。いや、それよりこんな奴が僕と同い年という事実のほうが衝しよう撃げき的なのだが。

　佐倉は親指で、優等生、サムライコスプレ野郎、大黒柱を順番に指差し──

「彼も平磐一高の鈴すず木き二じ郎ろう、こっちは三本桜高校の門かど野の平へい太た郎ろう。一番奥は二高のレナード岩いわ山やま。よろしくね」

「鈴木二郎です」

　唇くちびるの動きを最小限に抑おさえるよう努力しているのか、鈴木は不ふ明めい瞭りような発音で名乗った。

　門野とやらは、軽く頭を下げただけだった。学生服の上着は羽織るだけで、胸の前で腕を組んでいる。

　特に会話がないのもさびしいので、こちらから声をかけてみる。

「部活は剣けん道どう部ですか」

「否いな。天文部でござる」

「…………それはまた」

「拙せつ者しや、いつか八十九番目の星座としてサムライ座の名を夜空にとどろかせるのが夢でござる故ゆえ」

　どう答えたものか、僕は言葉を失った。……まあ、誰にだって夢を見る権利はある。
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「レニーと呼んでくれ。ちなみにバスケ部所属だ」

　最後に、大黒柱が日本語を喋しやべった。見た目を裏切り、流りゆう暢ちようである。そう言えば聞いたことがある。ウチの学校に黒人がいるとかいう話を。てっきり都市伝説だと信じ込んでいたが、こいつのことだったのか。

「ま、とりあえず座りましょっか。ブリーフィングといきましょ」

　僕たちはぞろぞろと奥のテーブルに向かった。途と中ちゆう、夏月のテーブルの横を通り抜ぬける際、コーヒーカップを回収する。夏月はつまらなそうな顔をしてはいたが、しかし油断なく四人組に注意を向けているのが感じ取れた。

　店の奥の大きなテーブルに陣じん取どり、佐倉はコーヒーを注文した。

「ナオミちゃ～ん、コーヒー四つ」

「はいは～い」

　佐倉が気安くウェイトレスの名を呼ぶと、ウェイトレスのほうも気安く応じた。

「ここはキャバレーかなんかか」

「アナタ、この店は初めて？」

　実質的にはそんなところだ、と答えると佐倉はフフフと笑った。

「店員のフレンドリーさもこの店の売りよ。単にコーヒーが安いから、というだけが人気の秘密じゃないわ。ま、ちょっとしたアイドルね」

「……ふ～ん」

　適当に相あい槌づちを打った。名前を覚える気も起きなかったが。

　僕は四人と向かい合わせで席に着いた。まるで、四人の面接官と向き合うような形である。隣となりの席に九里浜が座り、間断なく目を光らせているというのも実に具合が悪い。つい昨晩、三千人さんと向かい合ったのとかなり似ている。こんな面接はさっさと終わらせて帰りたい。

　コーヒーが来るのを待ってから、佐倉は九里浜に尋たずねた。

「ところで、こちらの方は誰カシラ」

　僕のことを指さす。

「新しく発見した能力者よ。彼が撲ぼく殺さつ魔までないことは確かく認にんしているから安心して。今はあたしの助手をやってもらってんの。ほれ、挨あい拶さつなさいッ」

　九里浜は鉄てつ扇せんで僕のあばらのあたりをつついた。痛さににらみ返そうかとも思ったが、挨拶が遅おくれれば、より強きよう烈れつな突つきが飛んでくるのが目に見えている。どうもよろしく、と適当に前置きし、質問を投げかける。

「撲殺魔に対たい抗こうするために人を集めていると聞いたけど、具体的にはどういうことをしているんだろう」

「一言で言うなら、調査活動カシラね？　九里浜ちゃんの調査によると、撲殺魔って、能力持ちの人間ばかり襲おそっては、記き憶おくと一いつ緒しよに、身に付いた能力も奪うばうって話でしょ？　アタシ達としては、せっかく手に入れた能力を無くしたくはないのよ。だから、団結して撲殺魔を倒たおそうとしているわけ。ま、今のところは、定期的に集まってはここでだべってるだけだけどね」

　オホホ、と佐倉は口元を手で隠かくすようにして笑った。

「とはいえ、情報交こう換かんはすごく大事だと思うのよね。平磐はどう言い繕つくろっても大都市じゃないし、慎しん重ちように網あみを張っていれば絶対どこかで撲殺魔の尻しつ尾ぽをつかめると思うんだけど。純ちゃん、なにか成果はあったカシラ」

　問われて、九里浜は僕のことを指さした。

「こいつを見つけたことくらい、ってとこね。そっちは？」

「残念なことに、こっちも特に気になる情報は持ってないのよね」

　佐倉は僕に視線を転じた。

「アナタも何か知らないカシラ？　どんな些さ細さいなことでもいいわ」

　はい、実はあっちの席でパフェを食べてる女の子が撲殺魔です。

　一いつ瞬しゆん言いかけたのを、すんでのところで止める。

「あー、えっと──特に思いつかないね。別段知り合いが襲われたわけでもなし、今まであまり気にしてなかったというのもあるけど。まあ、これからは気をつけてみるよ……こんなことになった以上は」

　そう言って、幽ゆう体たいの腕うでだけ出してみせる。

「あくまでも興味で聞くんだけど、君らはなにがきっかけでこんな能力を手に入れたんだ？　僕の場合、何がきっかけだったのかわからないんだ」

　問うと、四人が四人とも怪け訝げんそうな顔をした。

「きっかけねえ。実のところ、アタシもよくわかんないの。ある日昼ひる寝ねから覚めたら、幽体が半分はみでていたのが最初の体験だわね。二郎、アナタはどう？」

「私は徹てつ夜やで勉強中、うたた寝をしてふと気がついたら、自分の体が机に突っ伏ぷしているのが見えました」

　鈴木は変な声を出して体をゆすった。表情から察するに、どうも笑っているらしい。気の利きいたジョークを喋しやべったつもりでいるようだ。

「授業中、机の上からシャーペンを落とした折、咄とつ嗟さに手を伸のばそうとしたら幽体離り脱だつが起きたでござる」

　門野はぼそりと言った。

「オレは喧けん嘩かの最中に突とつ然ぜん出てきたぜ。そんときゃびっくりしたが、すぐに使いこなして相手をひき肉にしてやったぜ」

　レニーは巨きよ体たいをゆすった。

　ことごとく、地味な初体験だ。しかし「誰だれかに血を飲まされたことはある？」と聞くのは露ろ骨こつにすぎる。煙えん幕まくを張りつつ、僕は聞いてみた。

「なんか、こう……ある日雷かみなりに打たれたとか、車にはねられて頭を強く打ったとか、そういうのはまったくナシ？」

　全員が一様に首を振ふった。

　僕はさらに質問を重ねる。

「犬に嚙かまれたとか、血を吸われたとか、逆に血を飲まされたとか、えっと、新種のウィルスに感かん染せんして二週間寝込んだとか──」

　血を飲まされた、というフレーズに誰も反応しなかった。本当に何も知らないのか、それともポーカーフェイスを貫つらぬいているだけなのか。

　レニーが口を開いた。

「おめー、なんで能力を使えるようになったのか、そんなに気になるのか？」

「君こそ、気にならないの？」

「俺はそんなことは気にしねえ。気にするのは、この力の使い方よ。せっかく人とは違ちがう力を手に入れたんだ、うまいこと使わなきゃ損だぜ」

　う～ん。若者らしい即そく物ぶつ的な考え方だ。

「君は、新しいオモチャは徹てつ底てい的に遊び倒すクチか」

「オモチャ？」言われて、レニーは笑った。「そうだな。おまえはどうなんだ」

「僕は、『新しいオモチャを与あたえられたら、遊び方をよく考えろ』と祖父からいまわの際きわに遺ゆい言ごんされてるんでね」

「……あなたのおじいさん、ずいぶん変わったことをおっしゃったものね」佐倉は言った。

「まあね。でも、この遺言は耳を傾かたむけるべき含がん蓄ちくがある。これは僕の小学生の時の友達の話なんだけど、日曜大工の好きな父親からトンカチを買い与えられた奴やつがいてねえ。こいつ、あまりのうれしさにトンカチを肌はだ身み離はなさず持ち歩くようになったんだ。それで、友達の家に遊びに行っては貯金箱を叩たたき割るという悪あく魔まの所行を繰くり返したんだ。熊くまの形をした貯金箱ってあるだろ？　あれを探し出してはガツン、たとえ友達の家族の熊でもガツン。それでついたあだ名が『熊殺し』」

　ぶべら、と突然わきでものすごい音がした。見ると、九里浜がコーヒーを思い切り吐はき出し、むせていた。僕は心の中でガッツポーズをとったが、次の瞬間九里浜にエア・キルで思い切り頭を叩かれていた。

「……このアホンダラ！」

「叩くなよ」

「人がコーヒー飲んでるときに笑わせないでよ！　小学生が熊殺し──ぶふふふゲハハハハハ」

　ウケてしまったのがよほど悔くやしいのか、もう一度、二度ガツンガツンと僕を叩く。さすがにこれ以上頭を叩かれると記き憶おくが飛びそうなので、僕は九里浜の腕を取って止めた。

「あーもう！　すっかり汚よごれちゃったじゃないの！」

　自分の吐いたコーヒーで汚れた上着を見て、九里浜はさらに怒おこった。

「今日は先に帰るッ。さっさと洗わないとシミになりそうね、まったくもう。ほれ、コーヒー代」

　立ち上がった九里浜は財さい布ふから百円玉を取り出すと、あたかも僕の額にコイン投入口があるかのように力ちから一いつ杯ぱい押しつけてきた。

「痛い痛い痛い！」

　僕は悲鳴を上げた。九里浜は硬こう貨かをテーブルに叩きつけ、今度こそ立ち去っていった。

　探たん偵てい助手の任務は罷ひ免めんだろうか。それはそれでありがたい。

「さてさて、どうしたものかしらね。彼女、情報交こう換かんがすんだ途と端たん、あっという間に帰っていったわね」

「実はな」レニーが重い口を開いた。「人に会う用事があるんで、今日はさっさと帰りてえんだが」

　すると鈴木も和する。

「僕も、近くに模試を控ひかえているのでさっさと帰りたいんですがね」

「しょうがないわね。今日のところは解散と行きましょうか」

　会計をすませ、用事持ちの二人が早々に帰途につく。残りの面々も、適当に店を出た──夏月も含ふくめて。帰る方向が一いつ緒しよの奴は適当に話しながら帰ろうか、という雰ふん囲い気きになりつつあったその時、携けい帯たいの着信音が鳴った。

「リーダーからだわ。ちょっと失礼」

　佐倉の携帯だった。一同に背を向け、なにやら話し込む。通話時間は一分も無かった。携帯を折りたたみ、僕のほうに向き直る。

「リーダー？　君らにはリーダーがいるの？」

　佐倉は質問には答えず、逆に問いかけを放った。

「どうしてアナタの彼女、能力持ちであることを隠かくしているのカシラ？」




　　深しん紅くの薔薇ばらの男




「……なんのことかな」

　極力平静を装よそおいつつ、僕はとぼけてみせた。

　この場にいるのは、佐倉と門野、そして夏月。実質的には、二対一でこちらが不利だ。三十センチの棒で戦えると考えるほど、僕はバカではない。実に情けない話だが。

　佐倉は、僕の内心を見み透すかすかのごとく、じっくりと挙動を観察していた。

「いやー、なんでこんな場所にあの子を連れてきたのカシラ、と疑問に思ったのよね。で、ふと思いついたわけ」

「……なんか、私のこと話してるんですか？」

　夏月が、状じよう況きようをまったく理解していない惚ほうけたような調子で笑ってみせた。見事な演技だ──しかし、佐倉はその程度では納なつ得とくできないようだった。

「ちょっと試ためさせてもらってもいいカシラ？　安心して、痛いことはしないわよ」

「……いいだろ。ご自由に」

　否定するわけにはいかない。承しよう諾だくせざるを得なかった。

「門野」

　佐倉が、編み笠がさを被かぶった男の名を呼ぶ。

　門野は腰こしに自分の手をやった。と、そこに光が発生し、魂たま裸ら醒せが発現する。

　門野の手の中に、鞘さやに収まった日本刀が生まれていた。左手で鯉こい口ぐちを切り、右手で抜ばつ刀とうする。

　次の瞬しゆん間かん、日本刀の切っ先が夏月の鼻先に突つきつけられていた。

　夏月は、惚けた笑え顔がおのまま、立ちつくしていた。

　剣けんを抜ぬいた格好のまま、門野は静止する。

　僕は、ただ黙だまって成り行きを見つめるばかりだった。

　夏月は、剣先をまったく見ていない。妙みようなポーズを取ったまま固まっている門野の姿勢に、戸と惑まどいを覚えている──という役やく柄がらを演じている。

　門野は一個の彫ちよう像ぞうとなって、ひたすらに静止し続けていた。笠の奥から、どんな小さなゆらぎも見み逃のがすまいと目を光らせているのは間ま違ちがいない。

　にらみ合いは永遠に続くかと思われた。が──

「もういいでしょ」

　佐倉がポンポンと二度手を打つ。すると門野は得心いったように頷うなずき、ひょいと刀を戻もどして鞘に収めた。直後、光を放ちつつ日本刀は消えていく。

「どうやら、あらぬ疑いをかけてしまったみたいね。ごめんなさいね」

「……？　よくわかりませんけど、どうも」

　佐倉が頭を下げるのに合わせ、夏月も当とう惑わくしながら頭を下げた。

「お詫わびにお花でも受け取って頂けるカシラ？」

　言いながら、何な故ぜか佐倉は胸ポケットからハンカチを取り出した。表と裏を見せ、なんの種も仕し掛かけもないことを証明してから、左手を握にぎり、その中へハンカチを押し込んでいく。

　ハンカチをすべて手の中に収めると、右手で二度三度、左手に種でも振ふりかけるような仕草を見せてから、左手をぱっと開いた。

　手の中には一輪の薔薇が咲さいていた。そこにあったはずのハンカチは、影かげも形もない。

「…………わあ」

　僕も夏月も、思わず声を上げた。ごく基本的とはいえ、見事な手品だ。

　佐倉は薔薇を夏月に差し出した。手を伸のばし、夏月は薔薇を受け取ろうとする。

　だが、夏月の指が触ふれる寸前、薔薇は再度消え去った──光を放ちながら。

「アタシの能力は『ローズ・イン・ザ・ダークネス』っていうの。ステキな名前でしょ」

　しまった、と夏月が言うが早いか、門野が居合い斬ぎりを放った。

「……シャアッ！」

　横一文字の薙なぎ払はらいを、夏月は身を逸そらして回かい避ひした。そのまま大きく後方にジャンプして、距きよ離りを取る。

　夏月の反応は敏びん捷しようだった──敏捷でなかったのは僕だ。事態を理解できなかった一瞬の隙すきに、門野の腕うでが僕の肩かたをつかんで引き寄せた。気がついた時には、刃は先さきが喉のど元もと数ミリの所にあった。

「フフ……ひっかかったわね？」

　佐倉は口元を隠しながら笑った。

「こういう風にするとたいていの人がひっかかるワケ。さ──アナタの能力も見せてもらいましょうか」

「ちょっとちょっと」僕はおそるおそる声を出した。「人ひと質じちを取るだなんて、武士道にあるまじき行こう為いじゃないの」

「そんなことないでござるよ」門野は即そく答とうした。「武士にフェアプレイの精神や潔いさぎよさを求めるのは、サムライに幻げん想そうを持つアホのやることでござる。どんな姑こ息そくな手段を使ってでも生き延びるのが武士の真の姿でござるとも。おぬしこそ、時代劇の見過ぎでござろう」

「…………」

　離はなしてくれるつもりはないようだった。

　観念したかのように、夏月は表情を消した。

「……仕方ないですね」

　途と端たん、場の空気が変わった。

　す、と夏月の目が細くなる。普ふ段だんの明るい雰ふん囲い気きが引っ込み、冷たく張りつめた気を放つ。

「…………!?」

　突とつ然ぜんの変化に、誰だれもが戸惑いを覚えた。佐倉も門野も、そしてこの僕も。普段の夏月を知る人間としては、信じられない変へん貌ぼうぶりだった。

「どうやら、私も修しゆ行ぎようが足りないようですね。でもこうなった以上は、あなた方二人とも──」

　右腕を肩の高さにまっすぐ伸ばし、拳こぶしを門野にピタリと向ける。

「──撲ぼく滅めつします」

　言って、夏月はブルー・ハンマーを発現させた。

「……撲ぼく殺さつ魔ま……!?」

　その青い手てつ甲こうを見た瞬しゆん間かん、佐倉は色をなした。まさか、夏月が撲殺魔だとは想像していなかったのだろう。門野も、表情こそうかがえないものの、その立ち振ぶる舞まいは予想外の事態に驚おどろいていることを物語っている。

　拳を門野に向けたまま、夏月は横に歩いて移動した。

「フフフ……ハハハ」

　唐とう突とつに、門野が笑い出した。

「おぬしが撲殺魔であったとは、まことに都合がよいでござる。人質の身が惜おしくば、お縄なわについて──」

　夏月は右拳を振りかぶり、アスファルトの地面に振り下ろした。

　粉ふん砕さい音と共に、蜘く蛛もの巣状の亀き裂れつが走る。そこから三角形の破は片へんを拾い上げると、手首をきかせてサイドスローでぶん投げた。

　飛来物を視し認にんできなかったのだろう、門野はなんの反応もできなかった。低い位置から放たれたアスファルトの破片は笠かさの中に潜もぐり、顔面に激突した。ひるんだ隙に僕は門野の手を引きはがし、転げるように退たい避ひする。

　アスファルトの飛び筋を追いかけるように、夏月は一瞬で間合いを詰つめていた。肩から突つっ込み、振り払はらうような裏うら拳けんを放つ。

　門野は剣けんを自分の眼前に構え、青い手甲を受け止めた。直ちよく撃げきは防いだものの、勢いまでを殺すことはできなかった。大きく斜ななめ後方に飛んで、夏月のリーチから逃のがれる。無理にその場で踏ふみとどまろうとすれば、二撃目を食らっているところだったが。

　夏月も深追いはしなかった。素す早ばやく真横にステップして、僕と門野達の間に挟はさまるように立ち、再度構えて拳をかざす。

　傍ぼう観かんを決め込んでいた佐倉が動いた。軽く走って、門野のすぐ背後につく。

「こんなところに撲殺魔がいたとはねえ。ならば、アタシ達にできることはたった一つね……門野！」

　叫さけんで、佐倉はちゃぶ台をひっくり返すように両手を勢いよく振ふり上げた。

　突然、地面から無数の薔薇ばらの花びらが舞い上がった。

「!?」

　凄すさまじい量の花びらに、視界が塞ふさがれた。赤い雨が地面から天に向かって降っているかのようだった。

「…………」

　赤い花びらが無数に舞う中、夏月は構えを取ったまま、微び動どうだにせずまわりの様子をうかがっていた。目くらましごときには惑まどわされない、という強い意志をもって。

　どこから門野が、あるいは佐倉が飛び込んでくるのか──夏月は待った。待ちに待った。

　だが、花びらの勢いが衰おとろえ、やがてすっかりやんでしまっても、攻こう撃げきはやってこない。

　それどころか、佐倉と門野の姿はなくなっていた。

　夏月は構えを崩くずさずに待ち続ける。

「……あれ」

　僕は道の遥はるか向こう側を指さした。

　そこには、門野を後ご詰づめに全力で逃にげていく佐倉の姿が見えた。

「アタシらごときが撲殺魔に勝てるわけないじゃないのーッ！　アホーッ！」

　佐倉は一いつ旦たん立ち止まって、僕らのほうに叫び、それから改めて一目散に退たい却きやくしていった。

「……あらら」

　さすがに、ここに至って夏月は構えを解いた。冷たい雰囲気が一気に霧む消しようし、いつもの調子に戻もどっていく。

「これはまた……意外でしたね」

「アタシ達にできること」とは、逃とう走そうすることだったらしい。まあ、納なつ得とくできる。

　拍ひよう子し抜ぬけしたのだろう、夏月は両りよう腕うでをだらりと垂らしたまま、いつまでも佐倉の逃げていった方向を眺ながめ続けていた。
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　　八はつ艘そう跳とびの秘密




「……困りましたねえ」

「困ったなあ」

　翌日の昼休み。

　僕と夏か月づきはいつも通り、屋上で弁当をつついていた。今後の行動方針について議論をかわしながら。

　とは言っても、実際のところは二人でうんうん唸うなっているだけだった。

「痛つう恨こんのミスでした。まさかあんな場所で自分の正体を晒さらしてしまうとは」

　夏月はしょんぼりしていた。

　連中が警察に訴うつたえ出るという可能性は完全に無視していいだろう。撲ぼく殺さつ魔まの噂うわさとその行状に関しては警察もそれなりに押さえているだろうが、それはあくまで常識的な範はん囲いの中での話だ。連中が「八阪井という女の子が超ちよう能のう力りよくを使って被ひ害がい者しやを片かたっ端ぱしから殴なぐり倒たおしていました」と訴え出たところで、警察はまともに取り合わないだろう。それを知っているからこそ、連中は自衛のために互ご助じよ会を組織したのだ。

　では、連中はどのような手に出てくるだろうか。

「夏月を狙ねらって、直接攻撃を仕し掛かけてくるかな」

「どうでしょう。昨日はあの人達、不利だと悟さとるといきなり逃げ出しましたよね。直接アタックしてくるよりは、搦からめ手てから攻撃して私の動きを封ふうじにかかる可能性が高いと思います」

「搦め手？」

「ええ」夏月は、不安そうな目を僕に向けた。「大助君をさらうとか」

　それは十分に考えられる話だ。昨日の一件で、僕は撲殺魔に与くみする者としてマークされた。僕の平安な生活は、チップとなり賭かけ金として場に出てしまっている。そう考えざるを得ない。

　……困った。夏月の力になろうと決心したはいいが、いざ自分の身が危険に晒されてみると、困る。覚かく悟ごを決めたつもりではあったが、やはり想像と現実の間には大きな隔へだたりがある。

　さしあたり、ビビって漏もらさないように心せねばなるまい。一ひと度たび夏月の力になると誓ちかったのだ。誓った時点では想定し得なかった困難に直面したからといって、それを理由に誓いを破ることはできない。

「こんなことしている場合じゃないんですけどねー。船子を探し出すという任務を抱かかえてるっていうのに」

　前ぜん途とを憂うれいてか、弁当をつつく夏月の箸はしの動きも遅おそい。

「一つ気になるんだけど」僕は尋たずねた。「本当に、船子って平磐にいるのかな」

「と言いますと」

「えーと、赤池さんとやらの命がけの情報が間ま違ちがっていた、なんて言うつもりはないけれど、撲殺魔の噂を聞いているうちに、追っ手が来たと思って逃げ出したとか、そういう可能性はあるんじゃないの」

「可能性としては否定できないですね」

「関東方面とか、もっと西に逃げてしまっていてもおかしくないと思うよ」

「あ」夏月は小さく声を上げた。「関東より西に逃げた、という可能性は考えなくてもいいですよ」

「それはまた何なに故ゆえに」

「魂たま裸ら醒せの力というのは、白しら河かわの関が南限なんです。それ以上南に行くと、使えなくなるんですよ」

「……、東北地方の中でないと魂裸醒は使えないってこと？」

「北限は津つ軽がる海かい峡きようだから、そういうことになりますね」

　それは初耳だ。

「一体、なんで？」

「魂裸醒の仕組みから説明しなくちゃならないんですけど……魂裸醒というのは、適性を持つ人間が、裸ら光こうという光を吸収することによって使用できる力なんです。裸光というのは目に見えない、ある種の光です。一種の放射線とでも言ったらいいのかな」

「……放射線……？」

「人体には無害ですから安心してください。裸光は、魂裸醒にしか感知できない光なんだと思ってくれれば結構です」

「そんな光なんて、僕は別に感じないけど」

「ごく微び量りようなものですからね。かなり慣れないと、意識的に感じることはできないと思います。で、その裸光が何から発せられるのかと言いますと──」

　夏月は無造作に胸むな元もとに手をつっこむと、ペンダントを取り出した。そこには、水すい晶しようのような透とう明めいな球体がはめ込まれていた。非常に小さい。単なる安っぽいアクセサリのように見える。

「これが裸光石、裸光を放つ石です。この、戸有で裸光石と呼ばれる鉱物が、東北地方の地層に薄うすく広く分布しているんです。私たちは、地面から発せられる裸光を受け止めることによって、魂裸醒を発現できるんです」

「つまり、裸光石が埋うまっていない地域では魂裸醒は出せない、ということか」

「基本的には、そうです。こんな風に裸光石を携けい帯たいしておけば、その限りではありませんけどね」

「で、船子はその裸光石とやらを持っていない、と」

「はい。これは村から特別な任務を申しつけられない限り、渡わたされません。だから、船子だけでなく、たいていの脱だつ走そう者は東北地方から出られずにいるはずなんです。東北地方を出れば、魂裸醒を使えず一方的にやられるだけですから」

「その石は貴重品なんだね」

「そうなんです。脱走者はこれを欲しがっているから、絶対に渡さないよう気をつけなきゃならないんです」

　夏月は胸元を大きく開け、石を放ほうり込んだ。が、胸元を見つめる僕の視線に気づいて、もう一度取り出そうとする。

「……？　もうちょっと見たいですか？」

「いや、もういい」僕は必要以上に大きく視線を逸そらした。「三み千ち人とさんも、それを持っているの？」

「正確には、ちょっと違います。父さんが持っているのは銀ぎん剣けんです」

「銀剣？」

「はい。銀の短剣の柄つかに、裸光石を埋め込んだものを持っています。これは全部で十二本あって、特に村の中でも最強とされる十二人に一本ずつ、半恒こう久きゆう的てきに渡されるんですよ。私が持っているのとは違って」

　なにやら少年漫まん画がめいてきた。

「十二本というのにはいわれがあるんです。タマラセビトの一族は、かつて奥州藤原氏に仕えていた時期があるんですけど──藤原氏が、源義よし経つねを匿かくまっていたというのは知ってますよね」

「えーと、もしかして、源義経も魂裸醒だった、とでも言うのかな」

「その通りです」こともなげに夏月は頷うなずいた。「頼より朝とも挙兵の報に従って、義経が兄の元にはせ参じようとした時、タマラセビトは十二人の魂裸醒を義経に付けてやりました。その時、奥州を出ても能力を使えるように、と渡したのが十二本の銀の短剣なのです」

「ホンマかいな」

「本当ですよー。だって、ひよどり越ごえとか八はつ艘そう跳とびとか、普ふ通つうの人間にできるはずないじゃないですか」

「……納なつ得とくできる」

　熱弁をふるうあまり、夏月の箸はしはすっかり止まっていた。弁当は全然減っていない。突とつ然ぜん思い出したかのように、夏月は芋いもを一口放り込んだ。

「すっかり話が脱だつ線せんしちゃいましたね。とにかく、船子が関東方面に向かったという可能性は考えなくていいです。東北地方の別の都市に逃にげた、という可能性は否定できませんけど、この平磐市で発生している魂裸醒の数を見ると、それも考えにくいですね」

「えーと、今のところ十人くらいかな。発はつ症しよう者は」

「確かく認にんした発症者はそんなところですけど、予備軍はもっといるはずですよ。撲ぼく殺さつ魔まの噂うわさは覚えているでしょ──青い手て袋ぶくろと青い長なが靴ぐつを着けていた、ってやつ」

「覚えている。それがどうかしたの」

「本来、魂裸醒は常人には見えないんです。ところが、特とく徴ちようとして手袋と長靴が噂になった、ということは──」

「なるほど」

　幽ゆう体たいと魂裸醒が見えるようになった人間がたくさんいる、ということだ。自覚しているかどうかはさておき。

「これだけの数を発生させるには、じっくり腰こしを据すえての活動が必要になります。そんな人が、追っ手が来たくらいで逃げ出すか、といえば──」

「逃げないだろうね。むしろ、新たに生んだ魂裸醒たちを使って返り討うちにしてやる、くらいのことは考えるってことか。──しかし、なんでよりによって平磐を選んだんだか。東北地方にも、もっとでかい都市はいくらでもあるだろうに。十一年前のクレーター跡あとでも見物に来たのかね」

「それは──あながち間ま違ちがってないと思います」

　夏月は意外なことを言い出した。

「というと」

　聞き返すと、夏月は声を潜ひそめた。

「ここだけの話にして欲しいんですが、十一年前の沼渡田隕いん石せきは、おそらく裸ら光こう石です」

「……なんだって」

「隕石が落ちた後で、戸有でも調査隊を派は遣けんしたんです。間違いありません」

「地中に埋まっているものが、なんで空から飛んでくるんだ」

「戸有には、神体と呼ばれる巨きよ大だいな裸光石があります。村の伝承によると、これは遠い昔に宇宙から飛来した石らしいんです。その際、上空で炸さく裂れつしてばらまかれた破は片へんが、奥羽地方一帯に広く埋うまっている裸光石だと言われています」

「じゃあ、平磐市で魂たま裸ら醒せがたくさん生まれているのは──」

「おそらく、隕石が放つ裸光のせいでしょう」夏月は首を縦に振ふった。「裸光を強く浴びる人間は、より魂裸醒に目覚めやすくなります。船子が平磐を潜せん伏ぷく場所に選んだのは、そのためでしょう」

　現在も、沼渡田市の人口は激減したままである。隣りん接せつする自治体の中で、もっとも人口が多いのは平磐市だ。幹線道路が通じていること、古くから線路が敷しかれていることもあり、人の行き来も結構多い。

「まあ、土ど壌じようのことは今言ってもどうしようもありません。問題は、船子です」

「加えて、船子が生み出した魂裸醒たちも」

「こんなところでくすぶっている場合じゃないんですけどねー……」

　夏月は大きく首をひねった。長いこと何か考え込んでいる様子だったが、そのうち首を元の位置に戻もどすと、言った。

「説得できないでしょうか」

「誰だれを？」

「互ご助じよ会の人たちを。事情を正しく説明すれば、わかってくれるんじゃないんでしょうか。昨晩父さんとも相談したんですけど、なにより大切なのは船子の居場所を探さぐり当てることです。もう一回彼らと接せつ触しよくして、船子のことについて何か知らないか、聞き出す必要があります」

「うまくいくかなあ。望みは薄うすいような気がするけど」

　つい昨日、衝しよう突とつしたばかりだ。そんな相手をもう一度お茶の時間に迎むかえることを、連中がよしとするだろうか。

「彼らの魂裸醒をどうするかは二の次です。私の目的は彼らを害することではない、ということを理解してもらう必要があるでしょうね。いざとなったら、買収してでも」

　ポケットから、夏月はあるものを取り出した。

　付け髭ひげだった。撲殺魔変装用の。

「あー、その、──その付け髭が無価値だなんて言うつもりはないけれど、それで連中を抱だき込むのは難しいような気がするな」

「そうですか」

　不承不承といった調子で、夏月は髭をしまった。

「説得するって言っても、あいつらが、夏月の話をわかってくれるかどうか」

「でも、大助君はわかってくれたじゃないですか」

「…………」

　たしかに。

　夏月の笑え顔がおで籠ろう絡らくすれば、野や郎ろう連中はほいほいと言うことを聞いてくれそうな気がする。問題は、人に気を持たせるという器用な真ま似ねが、夏月にはできそうもないという点だが。

　そしてもう一点──

　と、その時階下へ通じる階段室の扉とびらが開いて大きな音を立てた。

「……最大の難関のお出ましだ」

　そこに、九里浜純が姿を現していた。




　　夏月バーサス九里浜




「昨日あたしが帰ったあと、何が起きたか佐倉から聞かせてもらったよ」

　九里浜の声は冷たかった。言いながら、歩いて近寄ってくる。

「あなたが撲ぼく殺さつ魔まなんだって？」

　そして、一定距きよ離りで立ち止まる。

　夏月は食べかけの弁当の蓋ふたを閉じ、箸はしを箸箱に収め、脇わきに置いた。その場で立ち上がり、友好的な表情を保ったまま、答える。

「……そうです」

「あっさりと認めるのね」

「もう、ばれちゃってますからね」

「事情を説明してもらえない？」

　言って、九里浜は手を差し伸のべた。その手の上に光が生まれ、鉄てつ扇せんエア・キルが出現する。

　魂裸醒が現れた瞬しゆん間かん、夏月の目が細まった。

「……それが人にものを聞く態度ですか」

　まただ、と僕は縮み上がった。キレているのとは違う。夏月は別人に成り代わっているかのようだった。敵を打ち倒たおすためにただ最善最短の行動だけを行う、感情をいっさい切り捨てた人間に。

「撲殺魔を相手にするのよ……礼れい儀ぎより自分の身を守るのが先でしょッ」

　怒ど鳴なる九里浜。だがその声には、わずかながら恐おそれの色が含ふくまれている。夏月の突とつ然ぜんの変へん貌ぼうに本能的な脅きよう威いを感じたのだろう。

　夏月がブルー・ハンマーを発現させる。

「ちょ、ちょっと──」

　間に割って入ろう、と僕は一歩前に出た。

　それを合図に、二人は同時に動いた。夏月は右手を、九里浜は鉄扇を突つき出し、大きく踏ふみ込んで正面から激突する。

「…………！」

　勝負は一瞬で付いていた。

　九里浜の鉄扇は、夏月の脇わき腹ばらの横数ミリの中空を突いていた。

　夏月の右手は九里浜の顔面を真っ向から握にぎり止めていた。

　夏月がわずかに身をよじり、鉄扇の突きをすれすれでかわしたのだ。

　恐きよう怖ふに九里浜の目が見開かれる。

　だが、夏月はいつまで経たっても手に力を込めようとしなかった。それどころか魂たま裸ら醒せを消し去り、ゆっくり手を離はなす。

　途と端たんに九里浜は飛びすさった。

「……どういうつもり!?」

　夏月は両手を広げた。

「撲殺魔の撲殺活動はもうおしまいです。今日から融ゆう和わ路線に方針転てん換かんします」

　いつもの陽気な雰ふん囲い気きを取り戻もどし、にっこり笑う。

「もっとも、撲殺活動といっても、誰だれ一人ひとり殺してはいないつもりですけどね」

　その言葉の真意を探さぐるべく、九里浜は夏月を睨にらみつけていた。内心色々思うところはあったろうが、最終的には、簡単に顔をつかまれてしまったという事実が勝まさったのだろう。九里浜はエア・キルを消しよう滅めつさせ、降参のポーズを取った。

「……負けを認めましょ。でも、やっぱり事情は聞かせて欲しいんだけど」

「よろこんで」

　夏月は一通りの事情を説明した。自分たちの来歴、船子という男を捜さがしていること、そのために新たに覚かく醒せいした魂裸醒を見つけては片かたっ端ぱしから事情を聞いていたこと、それが結果として撲殺魔の噂うわさになってしまったこと、などなど。

　話を聞き終えると、九里浜は僕のほうを向いた。

「こんなところに真犯人がいるとは全然思わなかったね。この裏切り者ッ」

「裏切り者、って──」

「アンタはあたしの助手でしょ!?　助手が探たん偵ていに情報を隠かくしてどうすんのよ、このアホ三助ッ」

　どうやら僕は、助手という任務を罷ひ免めんされてはいなかったらしい。いい迷めい惑わくだ。

「そりゃまあ、僕はバカでアホでマヌケな助手だからね」

「アホさ加減にも度ってものがあるでしょ!?　この超ちようド級のアホぅッ」

　ひどい言われようである。まあ、この娘むすめに理を諭さとすことは無意味なようなので、言わせておくしかない。

「あのー、あまり大助君のこと無茶苦茶言うと怒おこりますよ？」

　笑えみを浮うかべたまま、夏月が割り込んできた。

　賢けん明めいにも九里浜は、それ以上僕について評論するのはやめた。

「まー、言いたいことはわかった。つまり、その船子という奴やつが、能力者──魂裸醒って奴を続々と生み出しているから、捕つかまえたいってことね」

　九里浜が要約してみせると、夏月は頷うなずいて応じた。

「はい。というわけで、広く協力者を募つのりたいのです」

　夏月はポケットに手を突っ込んだ。いざとなったら付け髭ひげを差し出そうという構えである。

　九里浜はちょっと考え込んでから、意外な答えを口にした。

「協力しましょ」

「……あっさりしてるね。『撲ぼく殺さつ魔まなんかと手が組めるか』とかごねると思ったけど」

「別にあたしは殴なぐられてないもの。それよっか、能力者が次々生まれているってほうが問題でしょ。人じん智ちを超こえる力を万ばん人にんに与あたえるべきではないでしょ──誰もがあたしみたいに、賢明で自制心にあふれているってわけじゃないもの」

「…………」

「ありがとうございます」

　夏月は、さしあたり九里浜の賛意のみを受け取ったようだった。

「それで、具体的にどうするつもりなのよぅ」

「手始めに、互ご助じよ会の方々と渡わたりをつけようかと考えていたんですけれど」

「あいつらねえ。あいつらが理解してくれるかどうか」

「意を尽つくして説明すれば、きっと協力してくれる……そう思います。なんなら、私が撲殺魔として活動していたことを土下座して謝ってもいいですし。あるいはみなさんのために付け髭を作って差し上げても──」

「……？　とにかく、わかった。今日の放課後、空いてる？」

　突とつ然ぜん九里浜が聞いた。

「空いてますけど？」

「僕も空いてるよ」

「あんたには聞いてないッ」

　僕に嚙かみついてから、九里浜は携けい帯たい電話を取り出し、通話を開始した。漏もれ出る会話内容から察するに、通話相手は佐倉らしい。三分ほど話し込んで、何らかの合意に達したらしい。比ひ較かく的てき穏おだやかに通話を切る。

「今日六時にブラック・コーヒーに集合ってことで伝えといた。それでいいでしょ」

「構いません。ありがとうございます」

　夏月は再度礼を言った。九里浜はえっへんと胸を張る。口は悪いが、手て際ぎわの良さは認めねばなるまい。

「じゃあどうしよう。放課後に校内で一いつ旦たん合流してから──」

　僕が提案すると、夏月が遮さえぎった。

「大助君。これは私一人で行きます」

「……なんでまた」

「必ずしも、平へい穏おんな話し合いで済むとは限りませんから。いたずらに大助君を危険に晒さらすわけにはいきません」

「そりゃまあ、そうだけど、でも──」

　急に、夏月の目が細くなった。

「では、あの棒で自分の身を守れるっていうんですか」

「…………」

　僕は黙るしかなかった。

「厳しい言い方をして、すいません」夏月は懇こん願がんするように、僕の腕うでを取った。「最悪の場合、あの四人を向こうに回すことになるかもしれません。その時大助君を守ろうとしても、私の腕は二本しかありませんから」

　僕の腕をつかむ手に、異常な力がこもる。真しん摯しな訴うつたえというよりは、半ば脅きよう迫はくにも近かった。

「……あ、ごめんなさい」

　握にぎられた痛みが僕の顔に出ていたのだろう、夏月はふと気づくとぱっと手を離はなした。

　僕は「……わかったよ」と答えるより他ほかになかった。

「校内で一旦合流するのはいいアイデアね。じゃ、放課後会いましょ」

　そう言って、九里浜はさっさと屋上から去っていった。

　僕と夏月は、昼食を再開した。しかしこれ以降会話は弾はずまず、最後まで二人の間にはイヤな雰ふん囲い気きが漂ただよったままだった。




　　嵐あらしを呼ぶドラマー




　放課後、夏月と九里浜が一いつ緒しよに学校を出て行くのを、僕は黙って見送った。

　それにしても夏月、あんな冷たい言い方をすることはないんじゃないのか──と内心思う。たしかに、今の僕は単なるお荷物だ。情けない話だが。だが、その事実を直接的に突きつけられて、いい気分になれるはずがない。夏月の言い分が全面的に正しいだけに、なおさら気分が悪い。

　昼間に、夏月につかまれた腕を見る。食い込んだ指の跡あとが、ものの見事にアザとなっていた。あと十秒ほどほっといたら、リンゴのように握りつぶされていたに違ちがいない。この間は屋上の金かな網あみを握って湾わん曲きよくさせていたし、悩なやむと衝しよう動どう的に何かを握りつぶしたくなる癖くせでもあるんだろうか。

　いつかハンドグリップでもプレゼントしてみようか。

　それはさておき。僕は、夏月の手を振ふりほどくことができなかった。夏月と僕の腕わん力りよく差の問題ではなく、精神的に。というのも、あの時夏月は、不安のあまり僕にすがりついているように見えたからだ。その手を離すのは、夏月を見捨てることのように思えたのだ。

　そう。

　夏月は僕にすがりつこうとしている。

　昼間の時もそうだ。互ご助じよ会を説得する話を持ち出した時、夏月は僕のお墨すみ付つきをもらいたがっていた。説得なんて独断でもできるのに、夏月は、僕が背中を押してくれることを望んだのだ。

　何な故ぜなのだろう。夏月は強い子だ。一人で戦うことのできる人間のはずだ。何故僕にすがろうとするのか。

　僕は、夏月にすがられるに足る人間なのだろうか。

「くそッ」

　僕は棒を発現させた。相変わらず三十センチという短さを誇ほこっている。ヤケになって振り回してみたが、壁かべに穴一つ開けることすらできない。ますます情けない気分になる。

　ド田舎いなかから出てきて右も左もわからない夏月と、そんな彼女を引っ張る僕。これまでの僕たちの関係は、そんなものだった。僕が主で、夏月が従。だが、魂たま裸ら醒せというものが入ってきたおかげで、主従関係は逆になってしまった。

　なのに、夏月の僕に向けられるまなざしは変わらない。

　それは重荷だ。

　いずれ魂裸醒は成長する、と夏月は言った。せめて僕の魂裸醒が戦せん闘とうに耐たえうるものになれば、夏月の期待に応こたえられると自分に言い聞かせることができるのだが。

　本当に成長するんだろうか。成長するとしても、思ったように成長するとは限らない。このまま大きくなって棍こん棒ぼうや剣けんになるなら、いいだろう。だが可能性は無限だ──いい方向にも悪い方向にも。例えば、「この棒が二本になる」という方向性で成長したら、どうなる。

　能力──ゲーセンの太たい鼓こ叩たたきゲームを、バチが無くてもプレイできる。あるいはドラム叩たたきゲームも。

「う、うああ──ッ！　そんな力、僕は要いらない！」

　思わず絶ぜつ叫きようした。考えれば考えるほど、想像は悪い方向へと向かっていく。

　ここでうじうじしていても、仕方がない。とはいえ特にやることもない。

　ミステリ研に顔を出して、一時間ちょっと無む駄だ話をしたあと、僕は部室を辞し、自転車に乗って帰き途とについた。

　まっすぐ帰るつもりだったが、途上、偶ぐう然ぜんにファミレス前を通りかかると、窓まど際ぎわの席に水原志し都づ佳かが一人で座っていた。

　向こうも僕の姿に気がついて、手を振ってきた。

　なんとなく僕は自転車を止め、店のドアをくぐった。

「先せん輩ぱい！」

　元気のいい声が飛び込んでくる。見れば、テーブルには干されたコーヒーカップと、ノートが一冊。ノートは広げられ、これでもかと言わんばかりにシャープペンの字で埋うめ尽つくされていた。

「勉強でもしてるの」

　対面の席に座りつつ、聞く。すると志都佳は胸を張った。

「いやですねえ三み鶴つる城ぎさん。私が学校以外の場所で勉強なんてするはずないじゃないですか」

「そりゃもっともだ」

「……否定してくださいよ」

「ということは、今日も演劇のシナリオ書きかな」

「ええ。山之辺先輩の無念を晴らすためにも、頑がん張ばらなくちゃ。今日もなかなかいい案が浮うかんでですねー、ちょっと聞いてほしいんですけど──」

　思わず苦笑いが浮かんだ。どうやら志都佳のシナリオ談義の相手をしてやらねばならないようだ。たまには一志の負担の肩かた代がわりをしてやるのも悪くはあるまい。腰こしを据すえるつもりで、僕はウェイターにチョコパフェを注文した。

　はじめのうちはごく適当な返事ばかりを返していたのだが、いつの間にやら熱が入り出し、気がついたら僕らは三時間近くにわたり激論を交かわしていた。窓の外は既すでに真っ暗だ。

「ありゃー、ちょっと遅おそくなっちゃいましたね。……こりゃ母さんに怒おこられるかも」

　窓の外のあまりの暗さに、志都佳もびっくりしたらしい。腕うで時ど計けいで時間をチェックする。

「悪かった。僕が気を配っておけばよかったね。家まで送っていくよ」

　席を立ち、会計を済ませる。

「…………？」

　志都佳の会計を待っている間、ふと店内を見み渡わたすと、奥のほうに大黒柱のようなものが立っているのが見えた。喫きつ茶さ店てんにどうして大黒柱が要いるんだ、と思ってよく見れば、それは柱ではなく人だった。

　レナード岩山が、数人の学生とテーブルを囲み、コーヒーを飲んでいた。多分、同じ平磐二高の学友なのだろう。黒い指につままれたコーヒーカップは、ピンポン玉のように小さく見えた。

　はてな？　あいつも九里浜と夏月に呼び出されたんじゃないのか？　と一いつ瞬しゆん思ったが、携けい帯たいのディスプレイを見て納なつ得とくする。既に午後九時に達しようという時間である。向こうの話し合いはとっくの昔にすんでいることだろう。

「先輩、行きましょう」

「ん？……ああ」

　支し払はらいを済ませた志都佳に、生返事を返す。まあ、わざわざ声をかけてやるほどの仲でもない。僕はレニーのことはほっといて、店を出た。

　帰り道の途と中ちゆうの水原家に向かうのは、大した寄り道ではない。家の方向がほぼ一いつ緒しよなので、たびたび一志と連れ立って帰っているくらいだ。むしろ、人気の無い夜道を女の子一人で行かせるほうが問題だ。

　帰るルートは複数あるが、どのルートも等しく人気が無い。これが田舎いなかの悲しさだ。結局、平磐城公園の外周をまわるルートを取ることにした。公園の林が風に吹ふかれてざわざわ音を立てる中、僕たち二人は歩いた。ただひたすらに歩いた。残念ながら、僕の自転車は二人乗りができない。

「先輩、なんか心配事でもあるんですか」

　歩きながら、志都佳が声をかけてきた。

「……なんでまた？」

「いや、今日の先輩、時々別なことを考えているようでしたから。悩なやみ事でもあるのかなあ、と思って」

「その、えー、……シナリオ改かい稿こう案に脳をフル回転させてたつもりなんだけどね」

　このまま僕の魂たま裸ら醒せが一本の短い棒から二本の短い棒へと成長したらどうしよう、などと悩んでいたのだが、そんなことはとても口にできない。

「ウソですね」

　見み透すかすように、志都佳は言った。

「……夏月さんとの仲がうまく進んでくれなくて、悩んでるんでしょ」

「…………」

「そうそう、この間公園に呼び出された時とか、どうだったんですか」

　少々考え込んでから、僕は慎しん重ちように言葉を選んで言った。

「あー、えっと──いきなりあんなすごいことをされるとは思わなかった。まさしく突とつ然ぜんだった。完全にやられたよ」

　志都佳は「おお」と驚おどろきと喜びが入り混じった声を上げた。

「本当に、あんな場所であんな真ま似ねをしてくるとは思わなかった。あんな格好、人に見られたらどうするつもりだったんだろう」

「おおお」

「正直、昇しよう天てんしかけた」

「おおおお！」

　妙みように興奮した志都佳は、さらに質問を重ねる。

「もう少し具体的に言ってくださいよ」

　僕はわけあり顔をしながら、声を潜ひそめた。

「いやいや、これ以上は言うべきじゃあない。彼女の名めい誉よのためにも」

　志都佳の反応は驚くほど兄そっくりだった。普段はいがみあってばかりいるが、結局のところ血は争えないらしい。

　そんなことを考えているうち、不意に後方から誰だれかが走って寄ってくる足音が聞こえたような気がした。ジョガーかな、と背後を振ふり向こうとしたとき、突然の衝しよう撃げきが僕を襲おそった。




　　棍こんバット




　自転車ごと僕は吹き飛ばされた。二メートルか三メートルくらい、アスファルトを転がる。

　無灯火の車にはねられたのか、と最初は思った。だが直後、そうではないことがわかった。

　ごろり、と仰あお向むけに転がると、向こう側に黒く巨きよ大だいな柱が屹きつ立りつしていた。

「……レニーかよ」

　レナード岩山が、学友三人を引き連れて、アスファルトの上に立っていた。

「……どういうつもりだ……」

　ニヤリ、とレニーは口元をゆがめた。

「おめーが連れてたあの女、例の撲ぼく殺さつ魔まだったそうじゃあねえか」

　それだけ言えば十分、とばかりやる気満々の体で少しずつ距きよ離りを詰つめてくる。

　なんとか四つんばいにまで身を起こしたが、立ち上がることができない。殴なぐられたのか蹴けられたのか、背中が痺しびれている。さらにわき腹が猛もう烈れつに痛む。自転車の上に倒たおれて、ひどく打ちつけたようだ。

「三鶴城先せん輩ぱい！」

　志都佳が僕のもとに慌あわてて駆かけ寄る。

　まずい。

　僕もまずいが、志都佳を巻き込むのは猛烈にまずい。奴やつらの目的は僕なのだろうが、こんな人気のない場所だ。女子一人に対し、野や郎ろうが四人。ことが婦女暴行に及およぶのは時間の問題だ。それだけは避さけなければならない。

　だが、今の僕の魂裸醒では対たい抗こうのしようもない。なんか、代わりになる武器を探さなければ。と、伸のばした手先が、長い棒切れらしいものを探さぐり当てた。それを杖つえ代わりになんとか立ち上がり、志都佳をかばうようにして矢や面おもてに立つ。

「彼女に手を出すなよ。手を出したらブン殴る」

　僕はたんかを切った。

　途と端たん、レニーの連れの三人が素す手でで襲いかかってきた。

「ちょっと待ってーッ！」

　この僕の姿が、よほど弱々しく見えたのだろうか。一対一でさえ殴り合って勝てるかどうか定かでないのに、三人を一度に相手するなんて不可能だ。

　恐きよう怖ふにかられ、半ばヤケクソになって、僕は棒をブン回した。

　すると、先頭を突つっ切って来た男の顔面に棒がクリーンヒットした。男はもんどりうって倒れる。後続がひるんだところに、僕は踏ふみ込んだ。二人目の鳩みぞ尾おちにつきこみ、三人目には一いつ本ぽん釣づりの要領で脳天に振り下ろす。

　気がつくと、三人の男は僕の足元にくずおれていた。

　……あれれ。

　手元の棒を、僕は改めて観察する。

　長さ二メートルほどの棒は、弱い紫むらさき色いろの光を放っていた。これはあきらかに、そこらの道みち端ばたに落ちているような自然の産物ではない。そう、まるで例の三十センチの棒が太く長くなったかのような──

　これが僕の魂裸醒の成長形なのだ。

「僕の魂裸醒は太たい鼓このバチじゃなかったんだなッ！」

　思わず僕は快かい哉さいを叫さけんでいた。これなら、棍こんと言い張ることができる。

　レニーは、連れがあっさりと倒される様子を黙だまって見ていた。その姿が、二重にぶれた。次の瞬しゆん間かん、レニーの右手に金属バットが現れる。

　レニーの魂裸醒だ。

「手を出すなっつっといたのに。見えない武器で殴られたら、勝てるわけねえだろうが」

　なるほど、道理で三人とも無防備に棒に殴られたわけだ。見えなければ、避けようがない。

「だが、おめーの力はよくわかった。そんじゃあ、オレの『テッド・ウィリアムス』で相手すっか」

　往年の大リーグの強打者の名を冠かんした魂裸醒を振り上げ、レニーが襲い掛かかってきた。唸うなりを上げるバットは、しかし見切れないほどでもなかった。僕はかがんで回かい避ひした。バットは僕の頭上を通り抜ぬけ、──

　志都佳の側頭部を捉とらえた。

　志都佳は、悲鳴を上げる余よ裕ゆうすら与あたえられなかった。軽く道路わきに飛ばされる。コンクリートの壁かべに叩たたきつけられると、がくりと頭を垂れ、動かなくなった。

　レニーは第二撃を大上段から振ふり下ろしてきた。僕は棍でバットを受け止めた。

「志都佳は無関係だろ……！」

　棒越ごしに見えるレニーの顔には、厭いやらしい笑いが張り付いている。

「悲鳴を上げて、人を呼ばれたら困るだろ。ちょっと黙っていてもらわなきゃな。なあに、人間の体は意外と頑がん丈じようだ」

　バットを両手で握にぎり、打席に立つ打者のように振ってきた。

「あのくらいじゃ死なねえよッ！」

　グリップを短く持った素早いスイングは、僕の脇わき腹ばらを捉えた。さっき転んだときに傷めた場所だ。思わず、棍を持つ腕うでが下がった。

　そこに肩かた口ぐちへの更さらなる一いち撃げき。僕の体も吹ふき飛ばされ、ガードレール側に叩きつけられた。志都佳とは反対方向だ。

　一いつ瞬しゆん、呼吸ができなかった。立ち上がろうとして、脇腹に、遅おくれて鎖さ骨こつの辺りに激痛が走る。思わず悲鳴が漏もれた。

　バットを肩かたに担かつぎ、レニーは僕の目の前に立った。少し汗あせをかいたのだろう、こもる熱気を逃のがすためレニーはシャツのボタンを上から三つ外した。襟えり元もとがはだけ、胸むな元もとが露あらわになる。そこには、唐から草くさ模様のような地中に広がる根のような形をした奇き妙みような輝かがやきが張り付いていた。

　過か醒せい紋もんだ。

　さきのＡ氏に比べれば、過醒紋の範はん囲いは小さい。彼ほど症しよう状じようは深刻ではないのだろう。が、危険性に変わりはない。女の子をバットで殴なぐって顔色一つ変えないというのは、理性ある人間の態度ではないだろう。

「さ、これでやっと質問ができるってもんだぜ。殴り殺す前に聞くが、おめーら、他ほかにも仲間がいんのか？　聞いておけって命令されてるんでなあ」

　呼吸を整えてから、僕は聞き返した。

「命令？　誰だれに？」

　がつん、とレニーはアスファルトをバットで叩いた。

「聞いてんのはこっちだぜ？　なあ、オレがその気になれば、おめーの膝ひざとか簡単に叩き割れる、ってのはわかってるよな？」

「…………」

　くそッ。

　普ふ通つう……こう……はじめて超ちよう能のう力りよくに目覚めた主人公は、デビュー戦で、初めて使う力をまるで手足のように扱あつかって大勝利を収めるもんじゃないのか。ズバッバシュッと雑魚ざこを倒たおして、敵から恐おそれられるもんじゃないのか。

　だが、今の自分が、手元の棒切れでレニーをコテンパンに叩きのめせるとは到とう底てい思えない。漫まん画がと現実は違ちがうということか。

「ちッ」レニーはまたも舌打ちした。「実際に膝を砕くだいてやってもいいが、野や郎ろうをいじめてもつまんねーしなー」

　レニーはくるりと背を向け、道路の反対側へ歩いていった。その先にいるのは、ぐったりしたままの志都佳。

「……やめろ。やめろ！」

　絶ぜつ叫きようしたつもりだったが、痛みにさしこまれ、声は尻しりすぼみになる。

　レニーは志都佳のシャツを剝はぎ、ボタンを乱暴にむしりとった。胸元に白い肌はだと下着が垣かい間ま見える。

　今からヌードデッサンを行おうというのでは、決してない。

「……！　この野郎、──」

　僕は力の限り絶叫した。

　もはや痛いだのなんだのと言っている場合ではなかった。棍こんを立て、もう一度身を起こそうと試みる。しかし、立てなかった。立つどころか、片かた膝ひざを立てることすら一苦労だ。

「ごぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　叫さけびつつ、痛みをこらえながら、這はって進む。こんな調子では車にはねられるところだが、どっちを見てもヘッドライトの光は見えない。

　レニーはそんな僕の様子を楽しそうに見つめていた。

「殴って欲しいのか？　しゃーねえなあーっ」

　余裕の面おも持もちで、レニーは僕に近寄ってきた。僕をガードレールの下に落っことすつもりだ、と直感した。ガードレールの向こう側には田んぼが広がっている。段差は約一メートル、今の僕に這い上がれるかどうか。それどころか泥どろを食って溺でき死ししてしまいそうだ。そんな死に方だけはイヤすぎる。
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　僕は最後の力を振り絞しぼった。だが、片膝を立てるのがやっとである。そうこうしている間にレニーは僕のすぐそばまで近づいて、金属バットを振り上げた。

　覚かく悟ごを決めたその時、突とつ然ぜんレニーは小さなうめき声を上げた。




　　巨木の伐採




　レニーの背中に巨きよ大だいな刃は物もののようなものが突つき立てられていた。

　その時、何が起きているのか最初に理解したのは僕だったのだろう。レニーは呆ほうけたような顔を見せていた。

　刃物の持ち主は、志都佳だった。刃先をレニーの厚い肉にめり込ませている。ただし、志都佳本人はぐったりとしたままだ。

「幽ゆう体たいが……！」

　志都佳の肉体は力なく倒れたままだった。だが、幽体が大きく身を起こし、大きな刃物を両手で握にぎっていた。

　志都佳もまた、魂たま裸ら醒せを発現させていた。

　いや、握っているのは刃物ではない。握り方が微び妙みようにおかしい。刃の部分と握りの部分、大きさがほとんど同じだ。むしろ握りのほうが大きいか？　握りの部分からは一本紐ひものようなものが垂れている。志都佳の幽体はその紐の先せん端たんに嚙かみつくと、グイと力ちから一いつ杯ぱい引っ張った。

　途と端たん、夜の闇やみをかき乱す、猛もう烈れつなエンジン音がうなりを上げた。

「チェーンソー!?」

　身体からだをねじると、怒いかりに任せて志都佳はレニーの背中に回転する刃やいばを叩たたきつけた。レニーは身をよじって致ち命めい的てきな一いち撃げきを回かい避ひしたが、刃は学生服の背中を一文字に引き裂さいた。薄うすくながら皮ひ膚ふまで届いたらしく、小さく飛沫しぶきが飛び散る。

　ここにきて、はじめてレニーは悲鳴を上げた。巨きよ体たいを震ふるわせ、転がるように飛びのく。傷口に手を当て、血が出ているのを見て、また悲鳴。

　志都佳の顔は見えなかったが、幽体のほうはしっかりと頭をもたげていた。その顔に表れているのは憎ぞう悪お、そして怒りだ。

　その視線に射すくめられ、レニーは二歩、三歩と後じさりする。しかし少しして、相手が細ほそ腕うでの娘むすめであることを思い出したようだ。自分より小さい敵にたじろいだことに怒りを覚えてかギリリと歯を食いしばり、足を広げて対たい峙じする。

　あんな、メカメカした魂裸醒もアリだってのか。驚おどろきのあまり僕はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、志都佳に加勢しなければならないことを思い出した。根こん性じようで立ち上がり、棍を構え、駆かけ寄ってレニーと向かい合う。

　二対一ではあるが、向こうが有利であることに代わりはない。一番賢けん明めいな選せん択たく肢しは志都佳を見捨てて逃にげ出すことなのだろうが、それはできない相談だ。しかし、今いま更さら土下座して謝ったところで受け入れられるとは思えない。都合良く救いの主でも現れない限り、二度と日の光は拝めないような気がしてきた。

　ところが、救いの主は現れた。

　公園の森のほうから、何者かが茂しげみをかき分ける音が急速に迫せまり来る。斜しや面めんから、人ひと影かげが一つ飛び出した。

　夏月だった。

　体を丸め、顔の前で腕を交差させて宙を舞まっていた。その腕の奥には、獲え物ものを狙ねらう狩かり人うどの鋭するどい目が光を放っている。

　空中で体をくるりと回転させる。手足を広げ、高々度からのかかと落としを振ふり下ろした。反応してレニーはかわそうとしたが、かかとは肩かた口ぐちに深くめり込んだ。

　うめき声を上げながらも、レニーは腕で夏月の蹴けり足をはね返す。

　夏月は抵てい抗こうせず、押されるままに後方へ飛んだ。片足で着地して、僕の目の前で構え直す。

「……夏月!?」

　尋じん常じようならざる様子だった。着衣が乱れ、特に上着には二箇か所しよ大きな穴が空き、右肩が露ろ出しゆつしている。一部、血に染まっているようだ。単に茂みを突っ切っただけでは、ここまでひどいことにはなるまい。

　とは言え本人はこれっぽっちも気にしていないようだ。ぐったりしている志都佳のほうに目をやると、

「許せませんね」

　静かに怒りをたぎらせて、レニーに向けすっと右みぎ拳こぶしを掲かかげる。

「……撲ぼく滅めつします」

　痛みに顔をゆがませていたレニーだったが、夏月の姿を視し認にんすると、

「この野や郎ろうォォ──！」

　怒りにまかせてバットを振りかざす。

　大上段から叩きつける一撃を、夏月は体を半回転させて避よける。バットはガードレールに衝しよう突とつした。普ふ通つうならバットを持つ手に痺しびれが走るはずだが、魂裸醒を発現させているレニーの怪かい力りきは鉄の硬こう度どをものともしなかった。超ちよう能のう力りよく者しやの手の中のスプーンのように、レールはひん曲がってねじ切れた。

　地面を打ったバットを真横に滑すべらせ、レニーは夏月の足を狙った。けれども、夏月は片手でガードレールの支柱をつかんで飛び上がり、逆にレニーの胸へと蹴りを放つ。カウンター気味の攻こう撃げきをまともに受け止め、レニーはたたらを踏ふんだ。

　それを追いかけるように、夏月は右拳を大きく振りかぶって、渾こん身しんのストレートをレニーの顎あごに叩き込んだ。

　一いつ瞬しゆん、レニーの首が百八十度回転したように見えた。巨体が揺ゆらぎ、レニーは無様にアスファルトを舐なめさせられた。

「……ヒィィ！」

　すぐさま地面に手をついて立ち上がると、意外にもレニーは身を翻ひるがえして逃げ出した。

「待ちやがれ！　この、……」

　その背中を追おうとして僕は立ち上がり、駆け出したが、再び体に痛みが走り、数歩も行かないうちに膝ひざが折れた。追いかけるのはとても無理だ。おまけに、レニーは巨体に似合わず、足が速かった。黒い巨きよ塔とうは、あっという間に暗くら闇やみに飲まれ、見えなくなった。

　闇夜に黒牛というやつか。クソッ。だが、それより志都佳だ。

　大だい丈じよう夫ぶか、と振り返ってみると、既すでに夏月が志都佳の元にひざまずいていた。

　志都佳は微び動どうだにせず、アスファルトの上に伸のびていた。右半身を下に、横向きに寝ね転ころがるような体勢になっているため、志都佳の顔左半面がどす黒く染まっているのがよく見えた。

　それが目に入った瞬間、体内の血が引いていくような感覚に襲おそわれた。人間の体からこんなに出てくるのか、と思わず疑うような大量の血が、志都佳の顔を流れている。さながら、力士の手形が顔に張り付いているかのようだ。

　救急車を呼ばねばならない。僕は携けい帯たい電話を取り出した。が、よく見るといつの間にやら電池切れを起こしていたので、夏月から借りて連れん絡らくした。




　ついでに夏月も救急車に乗って病院へ行くものと思っていたのだが、夏月はそれを拒きよ否ひした。

「その……私たちは、一いつ般ぱんの医者に体を診みられると、まずいんですよ」

　夏月はそれだけ言うと、僕に質問もさせず、僕の自転車に乗って一人で帰ってしまった。

　僕は救急車に乗り、バットで殴なぐられたところを見てもらった。幸い、骨に異常はないとのことだった。自分で見て気持ちが悪いくらいのアザができてはいたが。

　今思い起こしてみれば、レニーのバット攻撃はクリーンヒットとは呼びがたいものだった。少々間合いが近すぎたような気がする。野球解説用語でいうところの「詰つまった当たり」というやつで、ジャストミートには程ほど遠とおかった。ジャストミートされていれば、今いま頃ごろ僕は単なる肉につ塊かいに成り果てているところだっただろう。

　単なる肉塊。英語で言うとジャスト・ミート。

　…………

　どうも、今日は自分で考えている以上に疲つかれているようだ。

　驚おどろいたのは、診しん察さつ室を出たところで警察の人に呼び止められたことだ。立派な傷害事件、強ごう姦かん未み遂すいなのだから当たり前といえば当たり前なのだが、対応がメチャ早い。日本の司法侮あなどりがたし。

　事情を話すに当たり、魂たま裸ら醒せのことは伏ふせざるを得なかった。言ったところで、信じてもらえるどころか話が混乱するだけだ。結果として、僕は素す手でで暴漢三人を叩たたきのめし、残り一人を追い返したという実に英えい雄ゆう的な行こう為いを為なした、ということになってしまった。

　仕方がない。仕方がないんだ。

　志都佳は入院することになったらしい。既に家族への連絡は行っているという。とすれば、さしあたりこれ以上僕にできることはない。警察の人の好意に甘え、僕は車に乗って帰宅した。

　車に乗っている間考えていたのは、実は志都佳も魂裸醒だったという驚きの事実についてだった。たしかに、可能性としては十分にありうる話だったのだ。この街に住んでいる人間ならば、誰だれでも魂裸醒として覚かく醒せいしている可能性がある。身近な人間だって例外ではない。

　なんにせよ、志都佳から話を聞いておく必要はあるだろう。最近変なものを飲まされたような記き憶おくはないか、幽ゆう体たい離り脱だつができるようになったのはいつか。ついさっき初めて能力を発揮した、という可能性が高そうだが。明日、もし面会可能であるならば、病院に様子を見に行こう。

　自宅に着くと、連絡を受けていた恵美姉さんが玄げん関かん口で待っていた。

「遅おそすぎだ。もう日をまたいでるだろうが」

　いかめしい顔をしていたが、直後表情を緩ゆるませた。

「だが、どうやら善行を為してきたようだから、許してやる」

　その言葉を、僕は喜べなかった。僕は志都佳を助けたんじゃない。志都佳を巻き込んだのだ。今いま更さらながら、体が震ふるえ、心がドス黒いものに覆おおわれるのを感じる。

「ことによっては命に関かかわる危険がある」

　三千人さんはそう言った。頭ではわかっているつもりだった。が、意識が足りなかったんじゃないか？

　しかも命に関わる危険は、僕ではなく志都佳に降りかかってしまった。

　彼女にどのツラ下げて会いに行けというのか。

　…………

　いや、とにかく謝りには行かなくちゃな。

　なんにせよ、明日は学校を休まねばなるまい。再び怪け我がを診てもらう予定だし。だが、とにかく今日は寝ねよう。もう遅い。

　ふと、隣りん家かに目をやる。リビングに電気がまだ点ついていた。

「隣となり、まだ起きてるのかな」

「そんなに夏月ちゃんが気になるのか？　アツいねこの野や郎ろう」

　恵美姉さんの言葉はあえて無視し、生いけ垣がきを回り込んで、大窓から中の様子をうかがう。

　すると、リビングのソファーに、浪ろう人にん笠がさをかぶった男が座り込んでいるのが目に入った。




　　ポキン式




　反射的に窓を押し開け、居間へと飛び込んだ。土足で踏ふみ込むと同時に、紫むらさきの棍こんを発現、両手で構える。

　笠をかぶった男は、肩かたを揺ゆらして静かな笑い声を立てた。

「深夜に他人の家に押し入るとは元気だな、三鶴城君」

　男は、笠のふちに手をかけ、もたげた。その下から現れたのは三千人さんの顔だった。

　僕は肩を落とした。

　僕の後ろから、恵美姉さんが窓口に姿を現した。隣家にいきなり飛び込んだ従弟いとこの姿に、不思議そうな顔をしている。

　先に三千人さんが手を振ふった。

「あー、気にしないでくれ。ちょっとだけ、彼を貸してくれないか？　男同士の秘密の話があるんだ」

　言って、バチーンとウィンクを投げた。すると急に恵美姉さんもにかーっと笑って、

「そういうことなら異存はないです。大助、玄関あけとくから、戻もどったら鍵かぎ閉めてよ」

　と言って物わかりよく姿を消した。

「……どうしたんですかその笠。てっきりここに佐倉の仲間が押し入ったのかと──」

「ああ。実は、押し入られた」

　こともなげに三千人さんは言った。

「笠をかぶった高校生がやってきて、『夏月さんの忘れ物を届けに来ました』と言ってきた。やれやれと思って玄関に出たら、私の姿を見るなりいきなり襲おそってきおった。もちろん、追い返したがね。この笠は記念品さ」

　言うまでもなく、門野だ。浪人笠をかぶった高校生がこの世に二人以上いてたまるものか。

「門野は──そいつは、どうなったんです」

「懇こん切せつ丁てい寧ねいに説得して、帰ってもらった」

「──は？」

「『魂裸醒を人に向けるということは、包丁の刃はを他人に向けるということだ。みだりに武器を振り回してはいけないよ』とかなんとか、そういうことを懸けん命めいに訴うつたえた。必死の説得が功を奏したのだろう、彼は納なつ得とくして帰っていったよ」

「……本当ですか？」

　なんだか、信じがたい話だ。とはいえ、目の前にいる瘦そう身しんで小こ柄がらな中年男性が、腕わん力りよくに物を言わせて高校生を家から叩たたき出すという図も想像しにくい。

　八阪井家の茶の間のテレビではローカルニュースが流れていた。会話が途と切ぎれたちょうどその時、アナウンサーがどこかで聞いたような単語を口にした。

「……次のニュースです。本日八時頃ころ、平磐市堀ほり立たての住宅街で、若い男性が顔から血を流して倒たおれているのを付近の住民が見つけ、通報しました。所持品などからこの青年は三本桜高の学生門野平太郎君十七歳と判明、即そく時じに病院に運び込まれましたが、意識不明の重体です。警察は、何らかの事件に巻き込まれ、複数の人間に暴行を受けたものとして捜そう査さを進めています。……では次のニュースです……」

　しばらく、アホみたいにテレビの画面を見つめてから、三千人さんに向き直った。

「えーと、その、──堀立って結構近所のような気がするんですが」

「いやあ、世の中には偶ぐう然ぜんってのがあるものだねえ。同どう姓せい同名の青年が、偶然ウチの近くで暴行を受けていたとは。はっはっはっはっ」

　中年男性は、朗ほがらかに笑った。

　僕は黙だまってじっと三千人さんを見続けた。

「だって仕方がないだろう」三千人さんは逆ギレした。「あいつはよりによって、人がカップアイスを食い始めようとした矢先に襲ってきたんだぞ。ついかっとなって半殺しにしてしまっても仕方がないだろう。情状酌しやく量りようの余地が認められて然しかるべきだ。誤って常温にアイスを放置して溶とかしてしまった時の、胸も張り裂さけんばかりの悲しみを知らないとは言わせないぞ」

「……だからといって、本当に人の胸を裂くような真ま似ねはいかがなものかと思いますが」

「いやいや、殺してはいないよ。私がアイス一個で人を殺すような心の狭せまい人間に見えるかね。ま、人に魂たま裸ら醒せを向けるという行こう為いの意味をわかっていない人間には、とっくりとわからせてやる必要がある。これで、彼もむやみやたらと魂裸醒を出すようなことは二度とすまいて」

　己おのれの間ま違ちがった思いこみを改めねばならないようだ。このオッサンは、少なくとも単なる変なオッサンではない。

「そういえば、とうとう君も魂裸醒を出せるようになったのかね。なにもしないから、見せてみたまえ」

「……本当ですか？」

「ほんとほんと」

　三千人さんの言葉を信じ、僕は魂裸醒を出した。二メートルの棍を発現させる。

「ほうほうほう。なかなか立派なもんだな。なにかきっかけでもあったのかね」

「それなんですが、話さなければならないことが──」

　僕はレニーに襲われた顚てん末まつを語った。志都佳が叩きのめされ入院したことも、包み隠かくさず。

　語り終えると、普ふ段だんは常に余よ裕ゆうを崩くずさない三千人さんも、沈ちん痛つうな表情を見せた。

「そうか。君はできるだけのことをやった。あまり気に病やむなよ」

「どうなんでしょう。自分の立場を考えれば、志都佳に付きあうようなマネはすべきではなかったのか、と思うのですが」

「結果としては、そうだがね。だが、時にはどうしようもないことだってある。友達付きあいは一いつ切さいやめろだなんて、誰だれが言える。自分を責めるなよ。問題は、これからどうするか、だ」

「……これから、ですか」言ってから、僕はもう一つ聞きたいことを思いだした。「そう言えば、志都佳の魂裸醒なんですが、ああいうメカメカしいのもアリなんですか？」

「別に、魂裸醒で機械内部の細かい機構までも再現しているわけじゃない。まあせいぜい、スターターの紐ひもを引っ張ればエンジンがうなりを上げて刃が回り出す、という程度の認にん識しきしかないはずだ。だが、その程度の認識でも魂裸醒は形を成し具現化する。魂裸醒というのは、人の想像力に依よる結構適当な力なのさ」

「適当なんですか」

「一つだけいいニュースがある」三千人さんは話題を転じた。「あの門野という青年が、船子とのつながりを吐はいた」

「お」僕は驚おどろきの声を上げた。「本当ですか」

「彼は、船子に電話で命令を受け、ここを襲しゆう撃げきしたと言っていた。残念ながら、現在船子がどこに隠れているのか、ということまでは知らなかったようだがね。今年三月くらいまで、ブラック・コーヒーという喫きつ茶さ店てんに勤めていたが、新年度に合わせて辞やめてどっかに行ってしまったらしい。それ以来、実際には会ってないんだとか」

「ブラック・コーヒーですか？」

　僕はオウム返しに言った。

「おそらく、その喫茶店を拠きよ点てんにして、コーヒーに血を混ぜていたのだろうな。うまい手だ。コーヒーの値段を下げれば、自然と貧びん乏ぼうな学生連中が飛びついてくる。その年代こそ、もっとも魂裸醒に覚かく醒せいしやすい年代だ」

「それは前に夏月とも相談しましたけど」僕は反論した。「僕がブラック・コーヒーに初めて行ったのはつい最近ですよ？　でも、人が二重に見えるというのはそれより以前から起きていたんですが──」

「ほう」

　三千人さんは考え込んだ。

「門野が適当なことを言ったんじゃないんですか？　その場ば逃のがれに」

「彼の言ったことは信しん頼らいできると思うがね。三ポキンほどぶっこんでやったんだから」

「……散歩菌きん？」

「英語で言うとスリー・ポキン。ポキンというのは、一種の単位だ」

「なんの単位です」

「痛みという感覚を定量化したものさ。私が考案した。ちなみに一ポキンというのは、指を一本ポキンとへし折った痛みに相当する」

「…………。で、門野に三ポキンをぶっこんだ、と」

「そう。ポキン式という算術を用いて、正確に三ポキンほど」

「その、えーと──それ以上恐おそろしいことを言ったら、僕はこの場で漏もらしますよ」

「とにかく、ブラック・コーヒーの線を追うのがまずは先決だな。君の感かん染せん源げんを探すのは、さしあたりおいておこう」

「ブラック・コーヒーが怪あやしいのは賛成ですけど、でもひょっとしたら、別口の感染源があるのかもしれませんよ。それをほっとくわけには──」

「ふうむ」

　三千人さんはうなった。少しの間沈ちん黙もくしてから、慎しん重ちように口を開く。

「できれば夏月の口から語らせたかったんだが、そうも言ってられんようだな。このままでは、三鶴城君は永遠に真実を知らされないままのような気がする」

「……何のことですか」

「君の感染源のことさ。君、毎日夏月に弁当を作ってもらってるんだろ」

　その言葉が示し唆さするところを、僕は一いつ瞬しゆんで理解した。

「……まさか」

「そのまさか、さ。指の絆ばん創そう膏こうを見ればわかるとおり、夏月は指先が絶望的に不器用なのでね。時々、ここでマグロでもさばいたのかと思えるほどまな板が血まみれになることがある。てっきり弁当は私のために作ってくれていると思っていたんだが、よもや二人分作っていたとはな」

「……夏月は今、どこですか」

「二階の部屋で寝ねている。できれば会いに行ってやってくれ」

　言われるまでもない。僕は礼を言って、階段を上がった。




　　火を噴ふけ人間枯かれ葉は剤ざい




　二階の部屋には二人の少女がいた。パジャマを着た夏月がベッドの上で上半身を起こしており、そのすぐそばに九里浜が付き添そっていた。

「お、三助。生きてたのね」

　言ったのは九里浜だ。夏月は僕の姿を認めたものの、笑えみとも痛みともつかない表情を浮うかべただけだった。

　歩み寄ると九里浜がひょいと場を退いたので、僕は交代するようにその場に膝ひざをついた。

「大だい丈じよう夫ぶなの、夏月」

「私は問題ありません。ちょっとしたかすり傷ですから、大丈夫です」

　あれれ、と思った。表情も口調も猛もう烈れつに暗い。普ふ段だんの陽気さがウソのように、打ちひしがれている。これは、怪け我がの痛みに苛さいなまれているせいだけではあるまい。

「……九里浜、ちょっと来て」

　僕は九里浜の襟えり首くびをつかんで、室外に引っ張り出した。

「ちょっとちょっとッ。何すんのよぅ」

　ドアを閉め、夏月に聞こえないように注意しながら問う。

「一つ聞かせて欲しいんだけど、九里浜、夏月に何を言ったのかな」

「何って、何よ」

「夏月、見るからにヘコんでるじゃないか。君が何か恐ろしいことを言ったに違ちがいない」

「アホなこと言いなさんな。あたしが、人を傷つけることを平気で言うような人間に見えるっての？」

「見える」

　僕は即そく答とうした。

　九里浜も即そく座ざに、エア・キルで僕の脳天を叩たたいた。

「あたしが来た時から、夏月はあんな調子よッ」

　痺しびれるような痛みに、僕は頭を抱かかえた。どうも手加減はしているようだが、痛いものは痛い。九里浜のツッコミに対しなんらかの対策を講じねばならないようだ。さもなくば、僕が辺り一帯に脳のう漿しようをぶちまける日もそう遠くない。

「それよか、あんたが夏月になんかしたんじゃないでしょーね。あんた、どっかで夏月と合流したんでしょッ」

　言いながら、九里浜は夏月の部屋に戻もどった。

　そう言えば、僕とレニーの戦いに乱入してくる前、夏月は何をしていたのだろう。

「……一体、そっちで何があったの」

　僕も部屋に戻り、九里浜と夏月に同時に問いかける。

「落ち合う時間に、佐倉から電話が入ったのよ」九里浜は言った。「都合が悪くなったので、八時に駅の南側の高こう架か下の駐ちゆう車しや場に来い、って言われたわけ。おとなしく従って行ってみたら、佐倉じゃなくて四人の男が待っていたのよ」

「四人の男？」

「そいつらが有う無むも言わせず襲おそってきたの。場所移動を指定された時点で気づくべきだったんだけどね──あの駐車場は日にち没ぼつ後には人気がなくなるもの。なんとか逃にげてきたけど、夏月はあたしをかばって怪我をした」

「怪我をしただなんて、そんな大げさな」

　夏月はそう言う。だが、強がりを言っているようにしか見えなかった。心なしか顔色も悪い。深刻な怪我というわけでもないだろうが、まだ痛みに苛まれているようである。

　結局のところ、僕を連れて行かなかった夏月の判断は正しかったのだ。十分に戦える九里浜がいながら、夏月はこんな怪我を負った。僕のような足手まといがくっついていたら、どうなっていたことか。

「その四人ってのも、魂たま裸ら醒せだったの」

「わかんない。魂裸醒は出してこなかったけど、妙みように強かった」

　九里浜が言うと、夏月も考え込む。

「私も知らない顔でした──別の脱だつ走そう者でもなし」

「船子の親衛隊かなんか、というところなのかな。どんな奴やつだった？」

　聞くと、九里浜は目もく撃げき証言を口にした。

「見ればすぐにわかるでしょ。顔をすっぽり隠かくす覆ふく面めんを被かぶってたけど、でも頭からアンテナ生やしてたから」

「えーと、──別に九里浜の言葉を疑うつもりじゃないけれど、頭からアンテナを生やした人間ってのはこの世にはいないと思うよ」

「ンなこたわかってんのよぅ！　本当に生えてたから仕方がないじゃないのッ」

「本当ですよ」

　夏月もその証言を肯こう定ていする。

「船子の魂裸醒は、外見ガスマスク状って言ってたよね」

「はい。互ご助じよ会にまだ別の魂裸醒がいる、ということかもしれません。全員が一様にアンテナを生やしていたことを考えると、誰だれか個人の魂裸醒が無関係の人間を操あやつっていた、という可能性が一番高いと思います」

　さらに、謎なぞの魂裸醒か。船子に繫つながる手がかりは増えてきているが、同時に船子へとたどり着くまでの障しよう壁へきも増えつつあるようである。厄やつ介かいだ。

「なんとか逃げることができたんですが、父さんに連れん絡らくしたら、父さんも襲われたっていうじゃないですか。続けて大助君に電話したら、繫がらなかったんです。これはなにかあったのか、と思って大助君の帰宅ルートを探してみたら、襲われているところに出くわしたというわけです」

「三助、なんで電話に出なかったのよぅ」

　九里浜が問いつめる。理由は明白、携けい帯たいが電池切れを起こしていたからだ。しかしそれを答えれば、間違いなく鉄てつ扇せんのツッコミが入る。

「悪かったよ。でも、夏月が来てくれたからこそ、僕も志都佳もあれ以上ひどい目に遭あわずに済んだと思えば──」

　その言葉を聞くと、夏月の表情がますます暗く沈しずんだ。

「私の責任です」

「いやいや、そんなことはないと思うけど。僕らは夏月に助けてもらったんだから」

「助けるのは当たり前です」夏月は語気を強めた。「大助君たちを巻き込んだのは、私たちなんですから」

　夏月は僕を見上げた。僕はドキリとして息を吞のんだ。

　夏月の目が潤うるんでいたのだ。

「大助君がいなくなるかと思ったら、いてもたってもいられなかったんですよ──またそんなことになったら、私はどうやって償つぐなったらいいのか──考えれば考えるほど頭の中がグチャグチャになるし──」

　発音も、グチャグチャだった。動どう揺ようと混乱と涙なみだ声ごえとで、言っていることがよく聞き取れない。たった一つわかるのは、夏月が強きよう烈れつな自責の念に苛さいなまれているということである。

　こんな夏月は見ていられない。

　僕は思わず、夏月の手を握にぎっていた。もう一方の手を肩かたに回し、顔を近づけて耳元で囁ささやく。

「あのね、夏月。僕が巻き込まれたのは事実かもしれないけど、そのことを迷めい惑わくには思ってないよ。迷惑だと思っていたら、さっさと三千人さんに処置をしてもらっている。今日も夏月のおかげで志都佳の命が救われたんだし、君はもう少し自分を誇ほこるべきだ。自分を必要以上に責めるのはいけないよ」

　夏月が示した反応は、小さかった。顔を伏ふせ、横目で僕をうかがう。

　言葉が届いたことを祈いのりつつ、僕は夏月から離はなれた。

「今日はもう遅おそいからとにかく、明日は佐倉に会いに行かなくちゃね」

　固い決意の表情で、九里浜は宣言した。

「三助、一高に殴なぐり込むからつきあいなさい。あいつから話を聞いて、場合によっては──」

「場合によっては？」

　九里浜は鉄扇を発現させた。

「あたしのエア・キルに火を噴ふかす」

　僕は体をよじって引き下がった。

「火が出るのか」

「もののたとえよ。明日、午前の授業が終わったら、まっさきにあたしのところに来なさい。わかった？」

「えーと、明日は病院に行くから学校を休むつもりなんだけど」

「病院？　なんのために」

「僕も、レニーに襲おそわれて怪け我がしてるので」

「わかった。じゃあ一高の校門前で合流するよ」

「殺せつ生しようなことを言いますね」

「怪我っつってもたいしたこと無いんでしょッ。夏月を見習いなさいよぅ」

　ともかく、佐倉に話をつけに行くというのは望むところである。夏月も怪我をおして頑がん張ばっているのだ、僕もこの程度で弱音を吐はくわけにはいかない。

「そろそろ出よう。夏月も疲つかれただろうし」

「そうね」

　僕の提案に九里浜が和し、二人で立ち上がる。

「夏月、とりあえず今日はゆっくり休むといいよ」

　声をかけたが、夏月は小さく頷うなずいただけだった。




「どうだったかね」

　居間に戻もどると、新聞を読んでいた三千人さんが声をかけてきた。

「重じゆう症しようですね」

「怪我のほうは大だい丈じよう夫ぶだ」

　三千人さんは言った。重症と重傷を取り違ちがえたらしい。

「魂たま裸ら醒せの力は治ち癒ゆ能力の向上ももたらす。特に我々のような先天性の人間ならば、なおさらだ。それゆえ、病院にかかるわけにはいかないんだが」

「えーとですね、志都佳が入院するような事態を招いたことをかなり悔くやんでいるみたいです。ものすごくヘコんでますよ」

「弁当の件は聞いたかね」

「いいえ」僕は首を振ふった。「あの状態に追い打ちをかけたら、ベッドの角に頭をぶつけて自殺しかねない勢いだったので」

　九里浜も、心配そうな顔で言った。

「明日は学校を休ませたほうがいいと思いますよ、オジサマ」

　……オジサマ……？

「そうか」僕は言った。「九里浜、君も頭が重症だったんだな。もう少し隠かくそうとしたほうがいいと思うよ」

　九里浜は僕の腕うでを取ると、背後に回して容よう赦しやなく絞しぼり上げた。

「痛い痛い痛い。オジサマ呼ばわりとはどういうことだ」

　すると九里浜は耳元に口を寄せ、小さい声で言う。

「話聞いたら、オジサマの職業って探たん偵ていらしいじゃないの。ここでコビ売っとけばあたしもコネで探偵になれるかもしれないわ」

　打算らしい。

　三千人さんはしみじみと言った。

「君たちは仲がいいらしいな」

「いや全然」

　僕たちは同時に言い、離れた。

「とにかく、わかった」三千人さんはため息をついた。「明日夏月が学校に行くなどと言いだしたら、ロープでベッドに縛しばり付けることにする。保護者としての沽こ券けんにかけて、一歩たりと外に出さないようにしてみせるから、安心したまえ」

「そこまでしていただかなくてもいいと思いますが。それにしても──」

　僕は気になることを質問してみた。

「夏月のヘコみ方が尋じん常じようじゃないんですけど、どうしちゃったんですかあれは」

「一いつ般ぱん的な言い方をさせてもらうと、戸有の人間で、まじめで責任感の強い者はああいう状態になりやすい。特に、若い人間は。なんの罪もない一般人を巻き込むことに、良心の呵か責しやくを覚えずにはいられないのさ」

「それにしても、過か敏びんな反応だと思いますけど」

「夏月は以前、君のような後天性魂裸醒の少年の監かん視しという仕事に就ついていたが、自分のミスで少年を見殺しにしてしまったということがある」

「……ほう」

「あの時も、夏月はあんな感じになった。四六時中あんな調子だった」

「四六時中あんな調子だったら、日常生活でかなり難なん儀ぎすると思うんですが」

「ああ。他人との交流を、ほとんど取ろうとしなかったな」

　言われてみれば、初めて会った頃ころは、今ほどはっきりと感情を表に出すことは無かったような気がする。

　三千人さんは、世間話でもするような軽い口調で続けた。

「これはまずかろうと思って、私の任務に夏月を連れてくることにした。私の目が届く元で新しい環かん境きように放ほうり込んだら、昔の夏月に戻るきっかけがつかめるんじゃないかと思って。ギャンブルだったが、今のところは、どうやら成功だった、と考えている」

　その見解には賛成だ。

「特に三鶴城君、夏月は君のことがかなり気に入ったみたいだな。君の話を死ぬほど聞かされたよ。それこそ昼夜問わず。暇ひまさえあれば君のことを私に語って聞かせようとしている。なにが悲しくて、私が君の読書趣しゆ味みから食べ物の好き嫌きらいまで知らなきゃならないんだ」

「そんなことを申されましても」

「ま、今の夏月のアレは、一過性に過ぎないだろう。結局のところ、君はここにいるんだからな。君には今後ともよろしく願いたい。今後、もし夏月を泣かせるようなことがあったら、どうなるかわかってるだろうね」

　聞くまでもない。

「どうなるんですか？」

　が、興味津しん々しんの体ていで、九里浜が聞いた。

　三千人さんはあっさりと言った。

「シチューの具になって、我が家の食しよく卓たくに並ぶことになる」

「…………」

「オジサマが料理を作っているんですか？　単身赴ふ任にんで、奥様がおられないのは大変でしょうに」

　九里浜が言う。大きく的を外した質問だ。

「いや、私は未み婚こんだよ」

「そうなんですか？　じゃあ、夏月は？」

「戸有の人間は仕事の性質上、若死にする可能性が高い。親を亡なくした子を養子として引き取るというのは日常茶さ飯はん事じだ。実は夏月は、私の弟の娘むすめなんだ。本当の親子でないことは、夏月も知っている。私自身は連れ合いを持ったためしはない。この年で、情けない話だがね」

「そんなことありませんよ。オジサマは十分にチャーミングですとも」

　目を輝かがやかせながら、九里浜は追つい従しようを述べた。こいつ、夏月の母親にでもなるつもりだろうか。




　自宅に戻もどると、自分の部屋の電気が点ついていた。

　部屋に入ると、ベッドで恵美姉さんが寝ねていた。

「自分の部屋に戻れよ」

　揺ゆり起こそうとしたが、恵美姉さんは頑がんとして動こうとしなかった。

「ここが私の部屋だってえの～……」

「今は僕の部屋だよ！」

「一いつ緒しよに寝ようよ～……」

　一緒に寝るわけにはいかない。ベッド代わりになりそうなのはリビングのソファーくらいしかないが、しかしそれでは明日の朝──正確にはもはや今日の朝だが──花谷家の両親を驚おどろかせることになるだろう。結果恵美姉さんが叱しかられ、恵美姉さんは憂うさ晴らしに僕にちょっかいを出す。人のｅメールを全部消すとか。因果応報という言葉があるが、僕と姉さんの関係はわかりやすいモデルケースといえる。

　床ゆかで寝るしかあるまい。クロゼットから冬用の布ふ団とんを出せばマットレス代わりになるだろう。

　端たん末まつを立ち上げメールチェックをすると、兄からの返信メールが来ていた。




　ぜひとも手助けしてやれ。ここで好感度を稼かせいでおけばあとでウッハウハやがな。


鶴矢哲三






　…………

　わかりやす過ぎです兄さん。

　しかし、あんな風に落ち込んでいる夏月を元気づけるには、どうしたらいいんだろう。少なくとも、ハンドグリップをプレゼントするだけでは解決できないような気がする。
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　　真の鬼が島




　翌日、打だ撲ぼく傷しようを見てもらいに病院へ行き、そのついでに志し都づ佳かの見み舞まいに行った。

　志都佳の病室は個室だった。ノックすると、一志が出てきた。

　僕は意外な顔をしていたのだろう、こちらから何も言わないうちに一志は説明した。

「うちは母親が一人で稼いでいるんでな。それで、今は俺が看病している。まあ入れ入れ」

　志都佳はベッドで寝息を立てていた。顔の左半分を覆おおいつくす包帯が痛々しい。そのうえ、露あらわになった右半分も穏おだやかな寝顔であるとは言い難がたかった。そりゃ、昨晩あんな目に遭あっていたら、いい夢を見るのは難しかろう。ベッドの下には、冷水をたたえた洗面器と濡ぬれタオルが準備されていた。

「二日かそこらで退院できるって話なんだが、左目が失明の恐おそれがあるそうだ。失明を免まぬかれても、視力低下は避さけられないらしい」

　苦りきった顔で、一志は言った。

　僕は頭を下げずにはいられなかった。

「本当にごめん。僕のせいだ」

「おまえだって被ひ害がい者しやだろ。しかも志都佳を守っての名めい誉よの負傷だ」

　一志は表情を変えないまま、ため息を吐はき出した。ベッド脇わきの椅い子すに着席し、立ち上げていたノートパソコンを畳たたむ。その傍かたわらには、つい昨日ファミレスで見かけたばかりのノートがあった。

「それは、志都佳の創作ノート？」

「ああ。字があまりに汚きたなくて解読するのが難しいんで、清書してやっている。志都佳が考えていることを押さえておけば、議論をスムーズに進められるだろ。実際のところ、他ほかにやることがないんで暇ひまなんだ。妹の寝顔を見つめて悦えつに入る趣しゆ味みはないんでな」

「そうなんだ。小説かマンガ本でも……」

　持ってこようか、と言おうとして僕は言葉を切った。

　ベッドの上で、志都佳の幽ゆう体たいだけが身を起こして、こっちを見つめていた。

　僕は驚いて思わず言葉を失った。

「……どうかしたか？」

　一志が疑問を口にしたとき、ベッドの中で志都佳がもそりと動き、何事かつぶやいた。耳を近づけて言葉を聞き取ると、一志は妙みような顔を僕に向けた。

「二人で話がしたいとさ。ちょっと散歩してくる。何かあったら看護師を呼べよ」

　そして、病室を出て行く。

　志都佳は小さな声でぶつぶつと何か言っていた。呪じゆ文もんでも唱えているのかと思ったが、ただ単に大きな声を出せないでいるだけらしい。

　と、自分が初めて幽体離り脱だつしたときのことを思い出した。あの、触ふれた夏か月づきの幽体から直接言葉が流れ込んでくるような感覚を。

　僕は、一志が座っていた席に座って幽体を出し、幽体の志都佳の手を取った。

「わかるかい」

　思って念じると、志都佳の幽体はびくりと体を震ふるわせた。

「三み鶴つる城ぎ先せん輩ぱいも、私の姿が見えてるんですね……？　兄さんは全然気づきませんでしたが」

　同じ要領で言葉を返してくる。これはなかなか便利だ。傍はた目めには、単に見つめ合っているだけにしか見えないだろうが、幽体を触れ合わせると意思疎そ通つうができるようだ。

「ああ。同じく幽体離脱できる人間だけが、この姿を見ることができる」

　僕も幽体を出した。途と端たん、志都佳の瞳ひとみに理解の色が広がる。

「魂たま裸ら醒せ、というらしい。ちょっとした超ちよう能のう力りよくだ。君は以前からこの力を使えたのかい」

　志都佳は首を振ふった。

「はい……幽体離脱は、しばらく前から。昨日みたいなことははじめてですけど……これは一体なんなんですか。なんで突とつ然ぜん、こんな力が……？」

　つまり、長いこと魂裸醒発生の第一段階で留とどまっていた、ということだろうか。

「僕もあまり大したことは言えないけど、最近とある人物が平磐市で魂裸醒を増やしているらしい。僕は、その男を追っている。この男に見覚えはないかな」

　船子の写真を差し出す。

　眉まゆ根ねをひそめ、志都佳は写真をにらみつけた。

「心当たりでも？」

「どっかで見たことがあるような、ないような……思い出せません」

　頭痛を感じたのか、志都佳の肉体と幽体の両方が同時に頭を抱かかえる。

　志都佳も、血を飲まされた相手の正体を知らないのか。予想していたことではあるが。

　長いことお互たがい黙だまりこくっていたが、やがて志都佳が言った。

「……じゃあ、昨日襲おそわれたのも……その人が関係してるんですか」

「その通りだ」僕は認めた。「本当にすまなかった。君を巻き込んでしまうだなんて考えもしなかったんだ」

「あの男が撲ぼく殺さつ魔まだったんですか」

「いや、そうじゃない。実は──」

　僕は事情を話した。撲殺魔の正体が夏月であることをはじめ、なにもかも。

　長いこと、志都佳は肉体幽体とも表情をぴくりとも変えなかった。沈ちん黙もくは永遠に続くかとも思われたが、ついに志都佳の口が開いた。

「そうですか。昨日、あいつの手から魔法みたいに金属バットが現れたのも、そういうことだったんですね。一体どこから出てきたのか、ちょっと不思議だったんですが」

　ちょっと言葉を切ってから、志都佳は一つの目で僕をまっすぐ見つめた。

「あいつをブチ殺してきてください」

「…………」

　衝撃的な告白に、思わず一歩退きかけた。

「動けるんなら、今すぐにでもあいつを探しにいくところなんですけれども。だから、先輩にお願いします」

　志都佳は、つとめて感情を押し隠かくしているつもりなのだろう。だが、その下で怒いかりを沸ふつ騰とうさせているのが手に取るようにわかった。レニーを刺さしたときのような、あの怒りだ。

「できるだけ、努力してみよう」

　内心の動どう揺ようを押し隠しつつ、そう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　ほどなくして、一志が戻もどってきた。

「ところで昨日、おまえは志都佳と劇作のことで話し合ってたのか」

「まあ、そうだけど」

　一志はノートを持ち上げた。

「こんな筋立てを聞かされてよく発はつ狂きようしなかったな」

　ヴァンパイアハンター老人は桃太郎と吸血犬、吸血猿ざる、吸血雉きじを連れて町に下り、桃太郎の九人の兄弟たち、桃次郎から桃十郎との戦いに勝利を収める。桃太郎とその部下は勢い込んで鬼が島に乗り込んでいく。が、老人だけは山に戻った。彼は推理したのだ──桃は山の上から流れてきた。ならば、鬼たちの本ほん拠きよは山の上に違ちがいない。おじいさんはただ一人山へ向かう。最後の決戦が待つ山頂へ──

「これは正気の人間が考えつく話じゃないぞ」

「あー、その、──その筋立てを考えたのは僕だよ」

「……そうなのか」

　一志の言葉には、なんともいえない複雑な感情がこもっていた。

　……そう言えば、一つ気になることがある。

　妹は魂裸醒になっている。じゃあ兄はどうなんだ？

　なんで今まで考えつかなかったんだろう。平磐の人間すべてが魂裸醒になっている可能性があるというのなら、一志もまた容疑者の一人だ。確かく認にんする必要がある。志都佳の言葉を信じるならば、魂裸醒ではないはずだが、石橋を叩たたいて悪い理由はない。

「どうした」

　黙り込んだ僕を不ふ審しんに思ってか、一志は言った。

　僕は幽ゆう体たいを現した。幽体の両手の人差し指を両目の目じりに当てて押し下げ、中指を鼻の穴に当てて押し上げ、親指を口の端はしにかけて引き上げる。

　父が提唱し、兄が完成させたにらめっこのための必殺ホールド、「愚ぐ者しやの舞まい」（命名兄）だった。この顔を見た者で爆ばく笑しようしなかった者は、いまだかつていない。以前にこのフェイバリットホールド完成のための実験台とされた恵美姉さんは、「あの時には一生で流すよだれのうち半分は流したね」と述じゆつ懐かいしている。

　幽体は魂裸醒にしか見えない。つまり、幽体の顔を見て一志が笑い出せば、一志は魂裸醒だということだ。

　愚者の舞を、僕は一志のほうに向けた。

　途と端たん、一志は飛び上がるような驚おどろきを見せた。

　ベッドの中で志都佳がいきなり大声を立てて笑い出したのだ。

「志都佳をそろそろ休ませてやらないと」

　咄とつ嗟さに一志は言った。

「……そうだね。邪じや魔まして悪かった」

　一志に押し出されるような格好で、病室を辞する。

　扉とびらの外でも、笑い声は聞こえていた。

　やや予想外の結果となったが、とにかく愚者の舞の力は証明された。そういうことにしておこう。

「すまん」一志は言った。「今ちょっと精神的に不安定なんだよ、志都佳の奴やつ」

「……仕方がないさ」

「時々ワケのわからないことを言い出すんだ。何かが見えるとか見えないとか。手当たり次し第だいに物を投げたり洗面器をひっくり返したり」

「…………」

　志都佳は決して錯さく乱らんしているわけではない。だが、一志の誤解は放置せざるをえないだろう。魂たま裸ら醒せの力を持たない人間に事情を話すのは、やめておいたほうがいい。

　僕は病院を去った。これから、やらねばならないことがある。真の鬼が島を探しだし、乗り込むのだ。




　　地じ獄ごく刑けい事じ




　旧平磐市内にある四つの公立高校は、密集して建っている。故ゆえに、例えば昼休みなんかにちょちょいと他の高校に行ってくる、なんてのはごくたやすいことである。二高から一高に行きたければ、十分も歩けば到とう着ちやくする。

　僕が、一高の昼休み開始時間ちょうどに校門に行くと、既すでに九里浜が待機していた。

「遅おそい遅い。ちゃっちゃとついて来なさいよぅ」

　手招きすると、さっさと校門の中に行ってしまった。慌あわててその後ろについて行く。

　九里浜、やたらやる気満々のようである。昨日、身代わりに夏月がやられたという事実に義ぎ憤ふんを感じているのだろうか。

「とにかく、どんな手を使っても佐倉の奴に喋しやべらせるからね。わかった助手？」

　小さく振ふり向いて、僕に言う。その顔には悪あく魔まのような微ほほ笑えみが張り付いていた。

　……義憤だけではないようである。昨日、三み千ち人とさんが門野に拷ごう問もんした詳しよう細さいを聞いたんだろうか？

「……とはいえ、実力行使は最後の手段ね。今日は二人いるんだから、テクニックを駆く使しして被ひ疑ぎ者しやを自白に追い込むのよ。三助、あんた警察小説とか読んでる？」

「『優やさしい刑事と恐こわい刑事』ってやつだね」

　刑事ドラマなどでよくある、二人組の尋じん問もん者が使う手である。一方が被疑者を厳しく責め立て、一方が被疑者に同情的に接する。被疑者は恐い刑事を恐おそれて優しい刑事に信しん頼らい感を抱いだき、自白するという寸法だ。もっとも、警察が実際にこの手法を使っているかどうかは知らないが。なにしろ、僕は警察に捕つかまって尋問を受けたためしがないので。

「それそれ。あんたは恐い刑事をやりなさい。あたしは優しい刑事をやるから」

　……これまでも何度か妙みような言辞が散見されたので、薄うす々うすわかってはきていたが──このお嬢じようさん、自分の性格というものが全然わかっていないようである。

「その、えー、──九里浜が優しい娘むすめじゃないなんて言う気はこれっぽっちもないけれど、その役まわりは反対にしたほうがいいんじゃないのかな」

　九里浜はひょいっと飛び上がって僕の首根っこにかじりつくと、思い切り締しめ上げた。

「テメェ今なんつったコラ」

「やめろこのバカ！」

　力ずくでヘッドロックを外し、思わず叫さけぶ。

「容疑者にヘッドロックをかける優しい刑事なんてのがこの世にいると思うの」

「だって、容疑者の頑かたくなな心を溶とかして証言を得るのは優しい刑事のほうじゃないのッ。あたしはそっちがやりたいのよぅ」

　僕は乱れた髪かみをかき上げた。

「僕が恐い刑事役を務めるのは、まあできないこともない。でも、僕が恐い刑事だったら、九里浜は『地獄から来た刑事』になると思うよ」

「テメェ今なんつったオラァァ──ッ」

「ヘッドロックはやめろォォ──ッ!!」

「あたしにその程度の演技もできないと思ってんの!?」

　絶対できないと思う。たとえ二言三言は甘かん言げんを口にできるとしても、いずれ地が出て「地獄から来た刑事」となるのは目に見えている。

　…………

　まあそれはそれでかまわないか。どうせ、なるようになる。

「とにかく、佐倉に会いに行くよ」

　やっと九里浜は人にちょっかいを出すのをやめた。

「事前に電話しなくてもいいのかい」

「とことんアホね、三助。こういうのは前まえ触ぶれも無しに行って相手の動どう揺ようを誘さそうのがセオリーでしょ。今から尋問しに行く、と連れん絡らくして心構えをさせてどうするのよぅ。あいつのクラスは知っているから、まずはそこに行けば──」

「お二人さん、どうしたの」

　ふと気がつくと、佐倉がそばに立っていた。

　ビックリして九里浜は飛びすさった。

「うわッ。……あんた、なんでここにいんのよぅ」

「いや、校庭で大おお騒さわぎしている見慣れない二人組がいる、って言われたのよね。見たらあなたたちじゃないの。だからわざわざ出てきたってわけ」

　ムググ、と九里浜は言葉に詰つまった。ここまでやることなすこと裏目に出る奴やつも珍めずらしい。探たん偵ていの素質など皆かい無むなのではなかろうか。
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「……で、なんの用？　こちらまでお越こし頂いて」

「人気のない場所とかある？　重要な話があるんだけど」

　気を取り直して、九里浜は言った。

　佐倉は、僕たちを校庭の隅すみのほうに案内した。部室や体育用具室などのプレハブ小屋が立ち並ぶ区画である。なるほど、人気はなく、密談をするにはもってこいだ。

「哀あわれなものね、佐倉も。これから待ち受けている運命も知らずに」

　九里浜は悪あく辣らつ極きわまりない笑みを浮うかべていた。

　たしかに、佐倉の振る舞まいはごく普ふ通つうのものだった。別段、僕たちを敵と認にん識しきしている風はない。後ろから殴なぐりかかれば、あっという間にコテンパンにできそうである。ここまで無防備なのは、不自然じゃないのか。

「九里浜、気を引き締めたほうがいいと思うよ」

　僕は小声で言い返し、九里浜のツインテールの一方を力ちから一いつ杯ぱい引っ張った。

「痛ァ！　なにすんのアホ三助ッ」

　振り向きざまに、九里浜はエア・キルを振り抜ぬいた。僕は棍こんを発現させてツッコミを防いだ。ガキン、と二つの魂たま裸ら醒せがかみ合う音がする。

「この先に、例のアンテナ四人組が待っていないとも限らない」

　言われて、九里浜は押し黙だまった。これが佐倉の罠わなであるという可能性に、初めて思い至ったようである。

　何をどう考えても、探偵の素質ゼロだ。

　佐倉は水飲み台のところで立ち止まると、僕たちのほうに向き直った。

「……で、なんの話？」少し考えてから、「ひょっとして、昨日のことカシラ」

「話が早い」九里浜は一歩進み出た。「あたしらは、昨日あんたに言われるままに出向いたら、待ち合わせ場所で四人の男に襲しゆう撃げきされたの。一体これはどういうことなのか、納なつ得とくできる説明をしてもらいましょうかッ」

　言葉の最後のほうは、もはや恫どう喝かつに近かった。優やさしい刑けい事じになるという自分の宣言をもうきれいさっぱりと忘れ去ってしまっているようである。まあ、こんなことになるとは思っていたが。

「……なんですって？」

　佐倉は心底驚おどろいたような顔をした。これが演技だったら、大したものだ。

「とぼけないでちょうだい」だが九里浜はお構いなしに責め立てる。「それで夏月が怪け我がをして、今も自宅で寝ねこんでんのよぅ。適当な言い訳を並べたてるようだったら、──あたしのエア・キルが火を噴ふくよッ」

　九里浜の姿が二重にぶれ、その手の中に鉄てつ扇せんが握にぎられる。

　佐倉は目を見開いた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいな。昨日のことは船子さんに一任したから、アタシは細かいことは知らないわ」

　ちょいと九里浜を引っ込め、代わりに僕が話を聞く。

「……船子というと」

「互ご助じよ会のリーダーよ。昨日九里浜ちゃんから電話を受けたあと、その人に連絡したの。そしたら、『その件は撲ぼく殺さつ魔ま側の罠の可能性があるから、私に任せとけ』って言われて。待ち合わせ場所を変へん更こうしたのも、船子さんの指示よ」

「その船子さんっていうのは、今どこにいるの。この間は姿を見なかったけど」

「最近は会ってないわ。春までブラック・コーヒーのウェイターとして働いていたんだけど、四月になって辞やめたみたい。それ以来、電話で話をするだけね。どこに住んでいるのかは、知らないわ。これは予想だけど、新しい仕事で忙いそがしいんじゃないカシラ？」

「ふ～ん」

　その証言は、三千人さんが門野から得た証言と一いつ致ちする。結局、船子の居場所は誰だれも知らないと言うことなのか。いずれ村からの追っ手がやってくることを想定していたならば、そういった個人情報を隠かくそうとするのも不思議ではない。

　そこまで思し索さくを進めた時、いきなり襟えり首くびをつかまれて後方に放ほうり出された。交代で、九里浜が前に出る。

「適当な言い訳で誤ご魔ま化かすなって言ったでしょーが！　人の証言と証言をつき合わせて矛む盾じゆんを見つけ出して、これはホントだとかこれはウソだとか、ブチブチと細かい作業をやっている暇ひまはあたしらにはないのよぅ。ちょっと痛い目に遭あってもらうよッ」

　推理小説のルールを真っ向から否定するような発言だった。

　九里浜は鉄扇を佐倉に突つきつけた。

「あなたの魂裸醒を出しなさい。正面から叩たたき合って、打ち勝つ自信があたしにはある」

　佐倉は笑い出した。せっぱ詰まったような、ヒステリックな笑いだった。

　と、その手の中に一輪の薔薇ばらが現れる。

「アタシの能力は『ローズ・イン・ザ・ダークネス』」

　見るからに普通の赤い薔薇だった。それ以外の何物でもない。これのどこに神をも黙らせる力が秘ひめられているというのか。疑問を僕は口にした。

「どんな能力なの。ただの薔薇じゃないんだろ」

「かぐととてもいい香かおりがするわ」

「…………」

「…………」

「…………あとは？」

「大量の花びらを一度に舞まわせることができる」

「…………」

「…………」

「…………あとは？」

「そんだけ」

　…………

「ウソねッ」

　九里浜は一方的に決めつけ、佐倉に飛びかかった。

　しかし結局のところ、九里浜も佐倉の言葉を信じざるを得なくなった。三分間一方的に殴なぐり続けても、佐倉は一いつ切さい抵てい抗こうせず、その場に体を丸め続けていたからだった。

「お願いですから許してください」

　しまいに佐倉が土下座するに至り、九里浜はとうとう攻こう撃げきの手をゆるめた。

「う～ん。さすがに、信じるしかないみたいね」

　証人を殴り倒たおし、極限状態に追い込めてなお前言を覆くつがえさないようならば、信じる。最低に頭の悪いハードボイルド探たん偵ていである。文明人のやることか。

「九里浜、そのへんにしときなよ」

　さすがに見るに見かねて、僕は佐倉を助け起こした。

「なにやってんのよぅ、三助。あたしたちを油断させといてザックリ、ってことも考えられるでしょ」

「……君なあ」

　佐倉は僕を刺さすどころか、従しよう容ようとして体を起こされるに任せた。肩かたを借りつつ立ち上がり、「ありがとうございます」と呟つぶやく。変な動きを起こす気配はまったくない。

　昨日の一いつ斉せい襲しゆう撃げきに佐倉が参加しなかった理由が、よくわかった。佐倉の魂たま裸ら醒せには戦せん闘とう力がないのだ。先だってのように、煙えん幕まくを張ることくらいはできるが。

「僕は、彼のことを信用してもいいんじゃないかと思う。船子に従っていたとはいっても、彼は事情を知らなかったんだ。別段憎にくむべき敵ってわけじゃない。そうだろ」

　そう言うと、九里浜は視線を背そむけながらも「……そうかもね」と答えた。

　見ると、佐倉は僕に感謝と友愛の視線を向けていた。どうやら、僕と九里浜は知らず知らずのうちに「優やさしい刑けい事じと恐こわい刑事」の役回りを演じていたようだ。

　僕と九里浜は、一通りの事情を語った。撲殺魔の正体から、昨晩の一斉襲撃のことまで。

「アタシはすっかり蚊か帳やの外だったのねえ」

　聞き終えると、佐倉は眉まゆをひそめてそうコメントした。

「アタシたち、船子さんから『撲殺魔の正体を探さぐれ、ただし私の指示無しに戦おうとはするな』って命令されていたのよ。アタシ達も自分たちの身が狙ねらわれていると思っていたから結構必死になったんだけど、そんな裏があったとは考えてもみなかったわ」

　うんざりとでも言いたげに、頰ほおに手を当てる。

「どうやら、あなた方の味方についたほうがいいみたいね。たしかに、アタシ達のような能力者を次から次へと生んでいるってのはいただけないわ。レニーや門野のような原始人に大きな力を与あたえるのは良くないわ」

　内心そんなことを思っていたのか。

「でも、あの人、なんで能力者が大量発生しているのか、知らないふりをしていた。アタシ達にはそんなこと一言も教えてくれなかったわ。ちょっと許せないわね」

「なにか、役に立ちそうな情報はないかな」

「さあ……。今考えてみると、あの人のプライベートはほとんど知らないわね」

「頭にアンテナを生やした人のことは知らない？」

「アンテナ？　なにそれ」

「昨日あたしたちを襲おそった連中が、頭からアンテナを生やしてたのよぅ」

　九里浜が口を挟はさむ。

　佐倉は首をひねった。

「さあ？　そんな能力──魂裸醒は知らないわね。鈴木のとも違ちがうし」

「鈴木の魂裸醒はどんなんなの」

「鎖くさり鎌がまみたいなやつよ。他人の畑の農作物をこっそり刈かり取って楽しんでるみたいね」

「農村地帯で重宝されそうな魂裸醒だね」

　そうコメントしてから、僕は九里浜に対して言った。

「こんなときにミスターＸ登場とはな。佐倉も知らないってどういうことだ」

　九里浜は無言でエア・キルを発現させると、佐倉に向け一歩踏ふみ出した。

　僕はすぐに九里浜の襟えり首くびを捕つかまえた。

「何をするつもりだ」

「佐倉を殴って本当のことをしゃべらせるのよぅ」

「もうやめろ。話術テクニックで佐倉を吐はかせるという誓ちかいはどこに行ったの」

　痛いところをつかれたか、不承不承ながらも九里浜は鉄てつ扇せんを引っ込めた。

「ま、どこのどいつだろうと知ったこっちゃ無いけどね。今度こそギッタンギッタンに叩たたきのめしてやるから」

　九里浜は言い切った。この根こん拠きよのない自信は一体どこから出てくるのだろう。

「これ以上情報を人から聞いて回るのもめんどくさいし、直接船子を捕まえましょ。それが手っ取り早い」

「手っ取り早いのは認めるけど、それができていたら僕らはこんなに苦労していない。具体的にどうするの」

「佐倉、あんた船子の電話番号知ってるんでしょ？　撲殺魔を捕まえることに成功しましたから確かく認にんしてください、って言って呼び出すのよぅ。これなら絶対ひっかかるでしょ」

「なるほど」

　九里浜にしてはナイスアイデアだ、と言いかけて、寸前でやめる。

「呼び出す場所は、──平磐城公園辺りがいいでしょね。狩かりが人目につかないよう、夏月が好んで使ってた場所だから。夜八時くらいだったら、辺りもすっかり暗くなってちょうどいいでしょ。七時に公園集合、ってことでよろしくね」

　あっという間に話を決めてしまった。が、特に対案もないので黙だまっておく。

「三助、三千人オジサマにメールを打っときなさい。あの人がいたら鬼おにに金棒だから」

「携けい帯たいメールは苦手なんだけど。二十文字のメールを打つのに平均三ヶ月かかる」

「別にメールでなくてもいいから。とにかく話を通しておいて」

「了りよう解かい」

「もういいカシラ」

　佐倉が聞く。彼は明らかに解放されたがっていた。ごく当然の心理であるといえる。

「最後に一つだけ。鈴木は昨日どうしていたんだ？」

　昨晩の一斉襲撃に、もう一人参加していなかった奴がいる。その点がちょっと気になった。

「さあ？　風か邪ぜで伏ふせってたんじゃないカシラ」

「会えるかな」

「無理ね。今日は大事を取って休んでるわよ。次に会ったら、言っておくわ」

「そう。ならいい」

　僕は携けい帯たい電話を取り出し、時間を見た。昼休み時間も半ばを過ぎようとしている。九里浜にはほとんど昼飯を食う時間がなさそうだ。僕は学校を休んでいるので関係ないが。彼女の背を押し、僕たちは一高を出た。




　　ベッドの中の男




　僕はふらふらと帰き途とについた。果物でも買って、夏月の見み舞まいに行こうかなどと考えながら。

　その途上、ブラック・コーヒーが見えた。そこでふと思いついた──店員なら船子の住所を知っているんじゃなかろうか。時間は有り余っているんだ、当たってみて悪いことはない。

　いつもは学生でにぎわうこの店だが、昼下がりだけにガラガラである。貸切気分で僕は奥の席に座り、店員を呼んだ。

「はーい、なんでしょ」

　飛んできたのは、佐倉にナオミちゃんと呼ばれていた店員だった。

「チョコパフェ一つ。あとすいませんけど、店員さん──」

「ナオミって呼んでください」

　ここはキャバレーかなんかか、とまたもや言いたくなったが、ぐっとこらえる。

「あの、この店に以前、船子って人が勤めていたと思うんですけど、今どこにいるかご存じじゃないでしょうか」

　ナオミさんは頰ほおに指を当てて考え込んだ。

「うーん、ちょっとよくわからないですね。私、その人と入れ替かわりでここに入ったようなものですからねえ」

「他ほかの人も知らないでしょうか」

「もしかしたら店長さんが何か知っているかもしれませんけど」

「お話を伺うかがえないでしょうか」

「ちょっと無理じゃないですかねえ。店長、今仙せん台だいのほうに行ってるんですよ。しばらく前から奥様が病気で、大きな病院に入院しておりまして。今、息子むすこさん夫ふう婦ふのところに住み込んで、奥様の身の回りをされているんですよ」

　そういえば、志都佳から聞いたことがある。ブラック・コーヒーを経営しているのは老夫婦だとか。となると、その線を追うのも難しい。

「なにか、その船子という方に用事があるんですか？」

「いえ、ならいいんです」

　僕が頭を下げると、ナオミさんは注文票を手に去っていった。

　さて、どうしたものか。お冷をちびちびとなめながら、ここ数日のことを思い返してみる。

　僕は超ちよう能のう力りよく者しやになったのだ。だが、その自覚には乏とぼしいといわざるをえない。そもそも超能力者の自覚とはなんなのか。強大な力を持つ自己に対する自律自制か？　しかし、自分がそれほど強大な力を持っているとは思えない。

　たとえば。昨晩のことは、超能力者三人が一堂に会したサバイバルだった、という見方もできる。だがその実態は、バットと棒とチェーンソーで殴なぐりあっただけに過ぎない。「魂たま裸ら醒せとは神を黙らせる力」と三千人さんから教えられたが、バットで神様を殴り殺せるのか？　超能力者同士の戦いといえば、岩石やらなんやらが勝手に空を飛んで相手を襲おそうとか、ビビビと謎なぞの光線が乱らん舞ぶするとか──いや、これも漫まん画がや映像作品からの連想だな。

　超能力者の戦いがこんなに泥どろ臭くさいものだったとは。青少年の夢を壊こわす悲しい現実だ。

　まあ、それはいい。問題は、これからのことだ。

　昨日は志都佳を巻き込んだ。いずれなんらかの形で償つぐないをしなければならないだろう。そして、第二第三の志都佳のような被ひ害がい者しやを出してはならない。

　被害者がこれ以上出るのを防ぐのに僕の力が役に立つというのならば、喜んで力を振ふるうべきだ。平磐にどれだけの魂裸醒がいるのか想像もつかないが、少なくとも、今までに会った人間だけで全員、ということはありえないだろう。

　…………

　ふと気がつくと、突とつ然ぜん目の前にチョコパフェが現れた。

　横を見ると、テーブルから立ち去るナオミさんの姿が見えた。どうやらウトウトしていたらしい。こりゃいかん、と自分の頰を二度三度と張る。まかり間ま違ちがって、寝ね過すごして集合時間に遅おくれたらコトだ。

　肉体だけじゃない、精神的にも疲つかれている。それに、ひょっとして幽ゆう体たい離り脱だつを行うことも体に負ふ荷かをかけているんじゃないだろうか？　その辺、詳くわしいことはあとで三千人さんに聞いておこう。実は、一回幽体離脱を繰くり返すたび一週間寿じゆ命みようが縮む、などというルールがあったりして。面おも白しろ半分で幽体離脱を繰り返して、深刻なダメージを被こうむってはたまらない。

　さっさと家に帰って昼寝すべきか。三時間くらい寝ても十分間に合う時間ではある。速そつ攻こうでパフェの器うつわを空にして、──

　…………

　携けい帯たい電話が鳴って目が覚めた。僕は自分で思っている以上に疲れているのか？

　画面を見ると、「水原一志」と出ている。店の中に人はほとんどいないが、一応口元を手で覆おおいつつ電話に出る。

「もしもし？　もしもし？」

　電話の向こうの声は切せつ羽ぱ詰つまっていた。

「どうしたの、一志」

「そっちに志都佳はいないか」

「……は？」

「志都佳が脱だつ走そうした。今、探しているところだ」

「……なんだって!?」

　思わず大きな声を出してしまった。あたりに人がいないのを再確かく認にんしてから、もう一度口元を手で覆う。

「なにがあったの」

「わからん。昼飯を食っている隙すきにいなくなったみたいなんだ」

　誰だれかの手によってさらわれたんじゃないのか、といういやな予感が脳のう裏りをよぎる。

「怪あやしい奴やつとか、見かけなかったか」

「見ていない。ただ、外行きの服に着き替がえているらしいところを見ると、自分の意志でひょいと抜ぬけ出したみたいだ。書き置きが残っている。『倒たおすべき敵を倒したら戻もどってきます。心配しないでください』ってのが」

「今、探してるんだね」

「ああ。入院中に甘いものを食べさせてくれないから頭に来て逃にげた、とかいうんならいいんだが。どうもカリカリきてたからな」

「カリカリしている人に欠けつ如じよしているのはカルシウムだろう」

「じゃあ、志都佳を見つけたら、『戻ってきたら牛乳飲み放題だ』って言って説得してくれ」

「わかった。僕も探してみる。幸い、顔の半分に包帯を巻いた人間は目立ちやすい。他ほかになんか、手がかりはあるかな」

「手がかりといえるかどうかはわからないが、一度二高に顔を出したそうだ。すぐどっかに行ってしまったらしいが。なんかわかったら、連れん絡らくしてくれ」

　最後にそう言って、一志は通話を切った。

　一体何が起きたんだろう。自力で逃げ出したという一志の推理が正しいとして、志都佳の動機としては何が考えられるか。「倒すべき敵」とは誰のことか。

　レニーしか考えられない。レニーをぶっ殺してきてください、と志都佳は言っていた。よほど頭に来ていたのは間違いない。あの勢いならば、衝しよう動どう的に直接行動に移るのも不思議ではない。そう考えれば、まず二高に行ったということも説明がつく。

　けれども、志都佳はすぐまたどこかに行った、という。レニーは二高にはいなかったということか。たしかに、昨晩傷害事件を起こしておいて、翌日何食わぬ顔をして学校に行くというのは、ありえない。

　厄やつ介かいな問題がもう一つ増えたようだ。では、レニーはどこにいるのか。それが同時に、志都佳を探し出す鍵かぎとなるだろう。レニーが既すでに警察にとっつかまっているのならなんの問題もないが、まかり間違って志都佳がレニーを発見したら、ことだ。昨晩の戦いは、レニーの不意を突つくことができたからこそ勝てたのだ。正面から一対一で戦うとなると──

　考えろ。現在、レニーがいそうな場所を。

　…………

　…………




　次に目が覚めると、辺りが真っ暗だった。

　しかも、自分の体が床ゆかに寝転がされている。身を起こそうとして、両足を鎖くさりで繫つながれているのに気がついた。

「…………鎖……？」

　五秒間の思考停止の後、現状を把は握あくすべく僕は脳をフル回転させた。短い鎖で足首と足首が繫がれている。立って歩くことは可能そうだが、歩ほ幅はばがかなり制限される。百メートルを踏とう破はするのに三週間くらいかかりそうだ。

　僕はついさっきまで喫きつ茶さ店てんでパフェを食べていた。で、うとうとして眠ねむりかけ、目が覚めたらこんな場所にいる。

　ここはどこなのか。辺りを見み渡わたす。真っ暗だが、そこそこ広い部屋であるのは見て取れる。空っぽの倉庫という印象だ。

　部屋の出口は一つ。だが、鍵がかかっているようで、内側からは開かない。

　ふと背後を見やる。途と端たん、僕は驚おどろいて跳はね上がった。

　部屋の隅すみにベッドが配置され、その上に一人の男が横たわっていた。すぐそばにいたにもかかわらず、気配が感じられなかった。

　その理由はすぐにわかった。男はすっかり憔しよう悴すいしきり、まるで死んでいるかのように眠っていた。顔はやつれ、髭ひげや髪かみがぼさぼさに伸のびている。呼吸音もあるかなしかだ。最低限の食事を与あたえられ、この部屋に長いこと監かん禁きんされているかのようである。

　一体誰だ？

　本人に聞くのが手っ取り早いが、こうも悲ひ惨さんな様子だと、無理に起こすのもためらわれる。だが、そうこうしているうちに、男もどうやら僕の気配に気がついたようだ。目をうっすらと開け、僕のほうに瞳ひとみを動かす。

「君は……」

　ぽつりと言ったきり、押し黙だまる。まさか体も起こせないほど衰おとろえてるのか、と思って、手を差し伸べる。すると男は助力を拒こばみ、自力で起きあがった。ゆっくりと、かなりだるそうにではあったが。

「……君も……君も捕つかまったのか」

　聞き取れないような小さな声で、男は言う。

「失礼ですが、どちら様ですか」

　僕は名前を尋たずねた。すると男は呟つぶやくような、しかしはっきりした発音で答えた。

「僕は──僕の名は、船子英二だ」




　　あかがねの悪あく竜りゆう　




「…………なんですって」

　当然、僕は耳を疑った。三千人さんに渡わたされた写真の男性像とは似ても似つかない。

　……いや、そうでもないか？　このボサボサの髪と髭を無視し、やつれきった表情も加味して脳内モンタージュを作成してみる。そう考えてみれば、似ていないこともない。

　どうしてこんな場所に船子がいるんだ？　いや、それだけじゃない。色々な疑問が頭の中にどっとわいて出る。

「……僕の名前を知っているような口ぶりだな」

　衰えてはいても、男──船子の脳は明めい晰せきに働いているようだった。

「ええ。平磐市に魂たま裸ら醒せを続々生み出している張本人だ、と三千人さんから聞いてますが」

「三千人」その名に船子は反応した。「八阪井三千人か。そうか、やっと来たんだな──僕を処しよ刑けいしに。君は、八阪井のおっさんの手伝いかなんかをしているのか」

「えーと、まあそんなところです」

「なるほどな。それで、君もあいつにとっつかまったというわけか。だいたいわかった」

　一人納なつ得とくして、船子は頷うなずいた。受け答えも意外とはっきりしている。

「すいません、僕には話が今ひとつ飲み込めないのですが」

「……なんでまた」

「ブラック・コーヒーという喫茶店でパフェを食べてたら居い眠ねむりして、気がついたらここにいたんですけど」

「ここは、ブラック・コーヒーの地下だ」船子は言った。「昔倉庫だった地下室を、僕のための監禁部屋として改装したんだ」

　なるほど、人の住む部屋にしてはあまりに殺風景なわけである。

　船子は、言葉も態度も案外友好的だった。こんな調子ならば、こちらの聞きたいことに答えてくれるかもしれない。そう思い、僕は尋ねた。

「できれば、なにがどうなっているのかわかりやすく最初から教えて欲しいんですが」

「いいだろう。時間はいくらでもある」

　船子は即そく答とうした。

「そもそも、なんで平磐市に居を定めて、魂裸醒を大量生産したんですか。隕いん石せきを追ってきたんですか」

　隕石、という単語に反応して船子は頭を上げた。

「真に為なすべきことは、魂裸醒を大量に生み出すことだった。だから、目的を叶かなえる場所は沼渡田最も寄よりの土地しかない、と思っていた。この喫茶店の経営者である老夫ふう婦ふに拾われたってのは、運が良かったけどね。僕はここに腰こしを落ち着けることにした──この不ふ況きようのご時世、定職に就つくのは至難の業わざだし」

「目的ってのはなんです。村に対する反乱ですか」

「そうじゃない。が、村からそう取られるのは仕方ないだろう。僕の目的は、大地から放出される裸ら光こうを、安定して吸収する環かん境きようを創つくり出すことだ」

「吸収？」

「君は、魂裸醒のメカニズムをどの程度理解している？」

　逆に聞いてきた。僕は少し戸と惑まどってから、慎しん重ちように答えた。

「適性を持つ人間が、ある地層から放出される裸光を吸収すると魂裸醒が使える、という風に理解しておりますが」

「ごくシンプルな認にん識しきだが、間ま違ちがってはいない。魂裸醒は裸光を吸収する。ただし、個人の裸光吸収量には限界がある。魂裸醒の数が少なければ、吸収されない裸光というものが出てくることになる。問題は、それなんだ」

「何か実害でもあるんですか？　夏月は、裸光は人体に害を及およぼさないと言っていましたが」

「隕石のことは知っているのに、聞かされていないのか？」また聞き返してきた。「裸光はすべて、魂裸醒によって吸い上げられなければならない。さもなくば地上にあかがねの悪竜を呼び込む。遠い昔から、そう村で言い伝えられてきた」

「えーと、口伝なんて信用できないなんて言うつもりはありませんが、それは根こん拠きよ薄はく弱じやく過ぎるのでは」

「君がそう思うのは当然だ」船子は理解を示した。「事実、僕たちもそう思っていた。かねてからの伝承を盲もう目もく的に守り続けることになんの意味があるのか、と。戸有のご神体をどけると、封ふう印いんが解けて下から悪竜とやらが出てくるんだぜ、とみんな冗じよう談だん交じりに言い合ってたものさ。だが、伝承は事実だったんだ。そう気づかされたのは、十一年前のことだ」

「……十一年前……ってまさか……!?」

　僕はオウム返しに言った。その年月の意味するところを理解できない東北人はいない。

「その通り。十一年前の沼渡田隕石衝しよう突とつ、あれこそが村で伝えられてきた『あかがねの悪竜』だ。あれは、裸光の放出量が著しく増加している時に落ちてきた。しかも隕石の正体が裸光石ときたら、関係ないとは言えない。あの隕石は海中に落ちたが、それでも、地層に埋うまっている他の裸光石よりははるかに地上に近い。裸光を放っていることは容易に感知できる」

「…………」

「隕石は約五万人の犠ぎ牲せい者しやを出した。だが、この程度の数字で済んだことは幸運だった、と言うしかない。亡なくなった方々には悪いが。都市圏けんに隕石が落ちていれば、五万人どころでは済まなかったはずだし、隕石がもっと巨きよ大だいなものだったら、日本列島そのものがクレーターになっていた可能性もある。僕たちは、一族に課せられた使命のとんでもない重さを実感した。裸光を吸収できなければ、悪くすると地球という星そのものが滅ほろぶかもしれないんだ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ」突とつ然ぜん話がでかくなってきたことに戸惑いを覚えつつ、僕は尋たずねた。「どうして、裸光を吸収しないと隕石が降ってくるんですか」

「知らない」船子は即答した。「そんなことわかるものか。落ちてきた隕石が裸光石であることを考えると、なにか関係はあるんだろう。呼び合う性質があるのかもしれない。が、本当のところは誰だれにもわからない。隕石を呼び込まないためには、魂たま裸ら醒せの数を増やして裸光の吸収量を増やすしかない。我々にわかっているのは、それだけだ」

　う～ん。こんなところに世界の運命を握にぎっている人々がいたとは。

　全然実感がわかない。

　そんな内心の僕をよそに、船子は話を続ける。

「村の伝承によれば、遠い過去にも隕石が落ちたためしがあるらしい」

「それは、戸有で神体と呼ばれている石のことですか」

「いや、それとは別に。青森県の北側に、三つの湾わんがあるだろう。あれは、有史以前に三つの隕石が落ちた跡あとだと言われている」

「ウソでしょう」

「君は、津軽半島と下しも北きた半島の形状が不自然だと思ったことはないのか？」

「……それはまあ、言われてみれば」

「地中から発せられる裸光は、常に一定というわけではない。不定期に増減を繰くり返している。十一年前は、約百五十年ぶりに裸光の放出量が異常増加していた──だから隕石を呼び込んだんだ」

「百五十年前はどうだったんですか？　その頃ころに隕石が落ちたなんて話は聞いたことないですけど」

「裸光の吸収量を増やすため、一定量の後天性魂裸醒を生み出すということをやっていたらしい。つまり、村外のふつうの人間に血をのませて、即席のタマラセにしたわけだな。後天性の人間は、先天性の人間より裸ら光こうの吸収量が多い。裸光から幽ゆう体たいへの転てん換かん率が低いから、大量に裸光を吸収しなければならないんだ。裸光の異常増加は十五年ほど前から観測されていたから、我々は先人の知ち恵えに倣ならい、後天性魂裸醒を生み出して対処しようとした」

「そのやり方で、どうして十一年前に隕石落下を招いたんです」

「計画通りに後天性魂裸醒を管理することができなかったためだ。百五十年前ならば、その辺の農民を捕つかまえて血を飲ませれば事足りる。だが現代で同じようなことをしようとすれば、情報の秘ひ匿とくという点に細心の注意を払はらわねばならない。魂裸醒の秘密を守るためにも、血を飲ませる相手は慎重に選ぶ必要があった。対象を選び出し、血を飲ませることができても、今度は過か醒せいという問題がある。魂裸醒を剝はがすタイミングを逸いつすれば、過醒状態になる。剝がされることをいやがって逃にげ出す奴やつもいる。そんな奴らは殺さねばならない──過醒になった人間は、吸収した裸ら光こうを逆に増ぞう幅ふくするからね」

「百五十年ぶりに祭りの儀ぎ式しきを復活させようとしたら、誰もそのやり方を知らなかった、というところですか」

「そうだな。最大の問題は、『あかがねの悪あく竜りゆう』の存在を誰一人信じていなかったという点だ。だから、後天性魂裸醒の管理が思い通り行かなくても、誰も危機感は抱いだいていなかったのさ」

「じゃあ、隕いん石せきが落ちた後は大おお騒さわぎになったでしょうね」

「当然。隕石が裸光石だと判明した時点で、村は自分たちのありようを根本的に見直す必要に迫せまられた。幸い、隕石が落ちた直後から裸光の放出量は減少傾けい向こうに転じたが、将来また裸光が増加するであろうことは目に見えている。次の隕石を呼び込むより早く裸光を安定吸収するシステムを作らねばならない、という話になった」

　船子は手を大きく振ふって主張した。ほとんど体力が衰おとろえているはずなのに、魂裸醒のことを説明する彼の口調は力強かった。目には不気味な光が宿り、だんだん手振りも大きくなる。まるで、しゃべることで生命力を得ているかのようだ。

「これまでは一時に十数人程度の後天性魂裸醒を作り、吸収量を維い持じしてきた。ただ、これでは個人に対する負担が高い。吸い込む裸光の量が多ければ、当然過醒に陥おちいる可能性は上がり、過醒へと到るスパンも短くなる。だから管理が難しくなり、思うように吸収量を調整できない、ということになる。そこで僕たちは改革案を提示した。数百人という単位で後天性魂裸醒を作り、人海戦術で裸光を吸収する。魂裸醒の数が増えれば、一人一人の裸光吸収量が減り、過醒へのスパンも長期化するということはわかっている。人数をどんどん増やしていけば、過醒に陥るより先に寿じゆ命みようが来る、という状じよう況きように持って行くことも可能なはずなんだ」

「いいことずくめのように聞こえますね」

「ああ。だが、この案は村の長老派に拒きよ否ひされた。隕石を呼び込んだのは、これまで後天性魂裸醒を完全に管理できていなかったのが原因であって、ここをしっかりやればたった十数人で吸収量は事足りる。魂たま裸ら醒せの力のアドバンテージは実態が謎なぞに包まれている点、能力を使える者が一ひと握にぎりしかいない点にあるのであって、必要以上に外に晒さらし、超ちよう常じようの力の使い手を増やすことはまかりならん、というのが彼らの主張だ。村は魂裸醒増産派と現状維持派の二派に分かれ、ケンケンガクガクの議論を重ねてきたが、ついに四年前に爆ばく発はつした」

「戸有内乱というやつですね」

「増産派のグループがクーデターを起こしたんだ。僕はクーデターそのものには参加しなかった。どうせ失敗すると思っていたしね。でも、それに乗じて村を逃げ出した。村の方針では、再び隕石を呼び込むのは目に見えている。だから僕は、どこかの都市で後天性魂裸醒を大量生産に着手しようと誓ちかったんだ。だから沼渡田に一番近い平磐市にたどり着き、ここを実験場にしたわけさ」

「…………そうだったんですか」

　どう判断すればいいのだろうか。船子の話は、完全に僕の予想を超こえていた。

　なにやら、足あし下もとががらがらと崩くずれ落ちるような感覚だ。彼の証言は、事態に新たな角度からの光を与あたえるものだ。僕の脳内では村イコール正義、脱だつ走そう者イコール悪という図式が成立しかけていたが、どうもそう簡単な話ではないらしい。

「しかし、自分で魂裸醒を生んでおいて『数を把は握あくしていない』とは無責任な話じゃないですか」

「正直、これだけの数の魂裸醒が生まれるとは思っていなかった。一年に十数人生まれれば多いほうだ、くらいに思っていたんだが。魂裸醒の鉱脈は予想外の大きさだった。だからこそこの鉱脈は、他人の目につけられるところとなった」

「というと」

「今年の三月、とうとう戸有の人間がやってきた。赤池という男だ。こいつは、僕に直接接せつ触しよくする前に、平磐市で何が起きているのか入念に調査していたんだろう。僕が、この店を利用して魂裸醒を生産していることも。赤池は、あっという間に僕を倒たおし、この地下室に監かん禁きんしてしまった。この日が来るのを予期して、僕は何人か使えそうな駒こまを手元に置いておいたんだが、彼らを呼ぶ暇ひまもなかった」

　おそらく、佐倉以下の互ご助じよ会の面々のことだろう。

「赤池という人は、あなたに返り討うちにされたのだろうと三千人さんは言ってましたけど」

「それは違ちがう。経営者夫ふう婦ふが病院通いのため仙せん台だいに移り住んでいたことも幸いして、あの男は瞬しゆん時じにこの店を乗っ取った。そして、コーヒーに血を混ぜる事業を受け継ついだ。僕の血を使い続けている、という点も含ふくめてな。今もこの店で、やっている」

「今も？」

「ああ。おそらく、君も既すでに顔を合わせているはずだ……」

　その時。閉とざされていた部屋のドアの向こうから、解かい錠じよう音おんが聞こえた。ギイと音を立てながらドアは開き、陰かげからとある人物が顔を出す。

　その男は、頭からアンテナを生やしていた。




　　人形つかい




「こーんにーちわー」

　その声は、アンテナを生やした男が発したものではなかった。さらにその後ろから、もう一人の人物が姿を見せる。

「……ナオミさん」

「この部屋、寝ね心ごこ地ちはいかがでした？」

　ナオミさんは笑えみを見せた。店で見せる営業スマイルではない、口の端はしをつり上げる腹黒そうな笑いだ。アンテナ男の陰から、こちらをうかがっている。いざとなれば男を盾たてにする、という態勢だ。

　なんでこんなところにナオミさんが？　僕は脳をフル回転させ、状況の把握に努めた。

「えーと、ナオミさんも赤池の関係者なんですか？」

「関係者って言うか、なんて言うか──」

　楽しげに言い淀よどんでから、ナオミさんは突とつ然ぜんドスの利きいた声を放った。

「俺の名前が赤池直なお巳みだ」

　僕は驚おどろきに目を見開いた。

「って、ナオミさん、男だったんですか!?」

「おうともよ。俺の女装芸の話は聞かなかったか？」

　三千人さんがそんなことを言っていた。なるほど、話はうまいこと繫つながる──繫がっても嬉うれしくとも何ともないが。

「じゃあ、佐倉たちが『船子さんから指示をもらっていた』というのは──」

「それも俺だ。女装芸のことを聞いていないということは、声帯模写芸のことも聞いていないだろうな。いっちょ披ひ露ろうしてやってもいいんだが、時間がない。君には不便をかけるが、しばらくここにいてもらう。君に出したお冷に睡すい眠みん薬やくを入れておいたんだが、効果覿てき面めんだったようだな」

「……なんで、そんなことを。僕を捕つかまえてどうしようって言うんです」

「ん～。端たん的てきに言うと、君、八阪井の娘むすめの彼氏だろ？」

「…………」

　どう答えたものか。

　ためらっている間の沈ちん黙もくを、赤池は肯こう定ていと取ったようだった。

「あの子が初めて店に来た時はすぐにはわからなかったんだが、どこかで会ったことがあるような気がしてねえ。『カマかけて魂裸醒を出させろ』と佐倉に指示したら、思った通りの魂裸醒だ。そこでやっと思い出した。例の撲ぼく殺さつ魔ま騒さわぎはポキン活動家──あー、ポキン活動家ってのは八阪井のオヤジの通つう称しようだが──ポキン活動家が後ろにいるに違ちがいないとピンときた」

　赤池は髪かみをかき上げた。言葉は男のものに戻もどっているが、振ふる舞まいはまだ女性そのものだ。

「親子で船子を捕まえにきたのは間違いない。そこで、互助会の連中に昨晩一いつ斉せい襲しゆう撃げきさせたが、結果はご存じの通り大失敗。駐ちゆう車しや場に八阪井の親おや父じが来る、と踏ふんでいたんだがな。どうしたもんかねと思っているところに、君が店に一人でやってきた。これは天の配はい剤ざいだと思ったね。八阪井だろうが誰だれだろうが、俺のやることに邪じや魔まはさせない」

　どうやら、僕は知らず知らずのうちに敵の本ほん拠きよ地ちにノコノコと出向いていたらしい。

「村を裏切ろうっていうんですか」

「まあ、そういうことだ。反乱が起きた時、俺は折悪あしく戸有の外にいたんだ。その場に居合わせていたら、俺は間違いなく反乱に参加していただろうな。だが、ショックを受けたのは、反乱に参加できなかったことじゃない。反乱が失敗したってことだ。あの反乱には、銀ぎん剣けん持ちが五人だか六人だか参加してたんだ。それが失敗したってことは、長老派の底力が、俺達の考えていたよりはるかに強大だったってことだ」

　銀剣持ちは村でも最強の魂たま裸ら醒せ十二名、と夏月は言っていた。そのうち半分近くが参加したとなると、反乱はよほど苛か烈れつなものだったのだろう。

「反乱後の村に戻ってきた俺は、『昔っから長老派でしたよ？』という顔をして村に居残ることにした。銀剣持ちが束になってかかって勝てなかった相手に、どうして俺一人で勝てる？　ただ、おとなしく黙だまっているつもりはなかった。反乱が失敗したとはいえ、反乱勢力は野に下っただけであって、完全に殲せん滅めつされたわけじゃない。何かが必要だった──彼らを再びまとめ上げ、今度こそ村を転てん覆ぷくできると思わせる何かが。俺はそれを求めるため、渉しよう猟りよう手しゆとなって諸国漫まん遊ゆうを続けていた。そこでついに見つけたのが、この平磐市だ」

「ここが、反乱勢力をまとめ上げる『何か』だと？」

「ここには可能性がある。戸有そのものをぶっ潰つぶすだけの兵力を産出する可能性が、だ。俺は船子に持ちかけたんだ、『村には黙っておいてやるから、クーデターで村を出た連中をここに呼び込もうぜ』ってな。ところがこいつは拒きよ否ひしやがった」

「当然だ。僕は、平磐市民を兵隊にするために血を飲ませたんじゃない」

　船子が口を挟はさむ。

「な。そこでやむなく、俺がこの店を乗っ取ったというわけだ」

　言って、赤池は静かに笑った。

「これからのプランとしては、まず君を人ひと質じちにして八阪井の娘を捕まえる。で、八阪井の娘を人質にポキン活動家を始末する。なぜこのような回りくどいことをするかというと、あのオヤジなら、人質を平気で見捨てるだろうからだ」

「……マジですか」

　否定したいところではあるが、つい先日、初対面の門野に対して行った仕打ちが脳のう裏りに浮うかぶ。

「そこで、娘を捕まえて揺ゆさぶりをかけてみる。まああのオヤジのことだ、娘も見捨てる可能性はある。血が繫がった娘じゃないって話だしな。だが、どっちにせよ娘のほうもなんとかしなければならないんだ。君を使う価値は存分にある。コードネームはワラシベ長者作戦としよう」

「…………」

「というわけで、申し訳ないが、しばらくここにいてくれ。間違っても大声で騒さわいだりしないでくれよ。隣となり近所から変な目で見られたくない。もし大声を出したら、俺はこの場でパンツを脱ぬいで君の口の中に突つっ込むからな」

「女装こそしているが、こいつのはいてるパンツはブリーフだぞ」

　船子が付け加える。

「神に誓ちかって絶対騒ぎません」

　僕は即そく答とうした。

「それから、一つだけ聞きたいことがある。君は八阪井のオヤジの協力者として働いているんだろう？　なら、八阪井親子のほかにも戸有から誰が来ているのか、知っていると思うんだが」

　レニーにもされた質問だ。ここで言いなりになってはならない。僕はささやかな抵てい抗こうを試みた。

「知っていたとして、僕に話す義務があるんですか」

「まあ、義務はないが……」

　赤池は自分のズボンに手をかけ、ベルトをがちゃがちゃとやりだした。

「八阪井親子以外には誰もいません！　いやマジで！」

　早口でまくし立てた。少々舌を嚙かみかけたが、パンツを食わされる恐きよう怖ふ心がそれを上回った。

「ＯＫＯＫ。それでいい。俺も、人前でパンツを脱ぐなんて恥はずかしいからな」

　言こと葉ば尻じりに、携けい帯たい電話の着信音が重なった。

　赤池はズボンのポケットから携帯を取り出し、耳に当てた。一、二分ほど話した後、通話終しゆう了りようボタンを押しながら僕に言った。

「へっへっ。どうやらツキは俺のほうにあるらしいな」

「──今の電話は──」

「ああ。佐倉の奴やつが、ツインテールの娘むすめ──九里浜とか言ったっけか──と協力して、八阪井の娘をとっ捕つかまえたらしい。車を回して回収しに来てくれないか、だとさ」




「今何時ですか」

　僕の問いに、赤池は携帯の液えき晶しよう画面を見ながら答えた。

「もう七時だな」

　なるほど、ついに九里浜が作戦を始動させたようだ。僕の不在などお構いなしに。

　これは逆転打のチャンスだ。赤池が一人でのこのこ出向いたところを夏月と九里浜が──さすがに佐倉を戦力として計算はできない──急きゆう襲しゆうすれば、逆転勝利を収めうる可能性がある。

　ならば、僕がここで為なすべきことはただ一つ。夏月が捕まったことを嘆なげき、悔くやしがってみせればいいのだ。大げさに、しかし不自然に見えることなく。

「九里浜の奴、夏月を騙だまして裏切りやがったのか！」

　大声で怒いかりをぶちまける。九里浜たちが僕の不在についてどう考えているのかわからないが、とにかく作戦を実行したのなら、僕が足を引っ張るわけにはいかない。きっと三千人さんにも連れん絡らくしていることだろう。あとはあの人の判断を信じるのみだ。いずれ赤池はこの部屋を出ていくだろう。その時に連絡すれば──

　……そういや僕の携帯は今どこだ？

　疑念が浮かんだ瞬しゆん間かん、今度は僕の携帯の着信音が鳴った。ただし、着信音の発信源は赤池の胸ポケットの中だ。

「悪い悪い。連絡でもされたら困るので取り上げておいた。勝手に通話はしてないから安心してくれ」

　……連絡を取るのは不可能なようだった。

　赤池は謝りつつ、僕の携帯を取り出した。液晶画面を少し見つめてから、

「君が出てくれ」

　携帯を僕に差し出した。画面の発信者名には「八阪井夏月」とあった。

　……なんだって？

　赤池は僕の耳元に携帯を押し付け、自分の耳も押し付けた。なんで野や郎ろうとこんな近きん距きよ離りでツラつき合わせなきゃならないんだ、と思ったが今の僕には抵抗するすべはない。イヤホンを持っておけばよかった。

「……もしもし」

「つながった！」

　切せつ羽ぱ詰つまったような夏月の声だった。

「大助君、今どこにいるんですか!?」

　ええと、今すぐ至近距離に船子と赤池がいます。そう言い返したかったが、「……はあ」と相あい槌づちを打つだけにとどめておいた。事情を説明するには少々時間が要いるし、その間赤池が待っていてくれるとは思えない。

　次の言葉が聞こえるまでに、少々間があった。ごそごそという音は、多分夏月の携帯を誰だれかが横取りしようとしているのだろう。

「こらー！　アホ三助ッ」

　鼓こ膜まくをつんざくような大声だった。ドライバーを耳の穴にねじ込まれるような感覚に襲おそわれた。自分で受話部分との距離を取れないだけに。

「うっさいどアホ！」

　僕も思わず言い返した。名乗りが無くても、九里浜だとすぐわかる。

「どーして公園に来ないのよぅ！　昼ひる寝ねして寝過ごしたんじゃないでしょーねッ」

　九里浜の言いがかりは、あながち間ま違ちがっているわけでもない。

「あー、えっと──これには深いわけが──」

「言い訳なんて結構！　あんた、作戦のことを忘れたんじゃないでしょーね──」

「黙だまれ馬ば鹿かァァ──ッ！」

　赤池がすぐそばにいるのに作戦のことを言うんじゃねェーッ！　と叫さけびかけた。でも先に僕が作戦の存在をばらしてどうすんだ、とかなんとか迷っている一瞬の隙すきに、九里浜はベラベラと喋しやべってしまった。

「いいこと？　ついさっき佐倉に、『撲ぼく殺さつ魔まは捕まえた』って船子に電話させたから、いずれ公園にやってくる予定よ。あんたも今すぐ来なさい。船子をとっつかまえたあとにのこのこ顔出したら、殴なぐるからね。集合時間を朝の七時だと思ってました、なんて言い訳も許さないよ」

　赤池は黙ったまま僕の目を見、よくわかったとでも言いたげに何度も頷うなずいていた。

　僕は極力平静を装よそおい、声を出した。

「えーと、その、──九里浜、一ついいことを教えてあげよう──」

　それから絶ぜつ叫きようした。

「おめーにゃ探たん偵ていの素質なんてかけらもねーよ！　あほーッ！　九里浜のドあほーッ！」

　この告発に、九里浜がなんと思ったかはわからない。赤池が携けい帯たいを取り上げ、一人で通話を開始したからだ。

「やあ、すまないが、八阪井の娘むすめさんに代わってくれないか？　僕？　僕は船子という者だ。フ・ナ・コ。ウナコでもコネコでもない。多分彼女が知っている」

　赤池は、船子姓せいを自じ称しようした。しかも妙みような声こわ色いろを使っての会話である。ぎりぎりまで自分の正体を隠かくし通すつもりのようだ。

「久しぶりだね夏月ちゃん。大きくなったもんだねえ。……ああ、君の愛いとしのナイト様の身み柄がらは今僕が預かっている。ま、佐倉に言われたとおり、そっちに八時に行くとも。それから先は、成り行きしだいってところだな。ん？……ああ、佐倉を人ひと質じちにしようとしても無む駄だだよ。なァに佐倉の代わりなんていくらでもいるさ。一体何人の人間を魂たま裸ら醒せにしたか、僕自身も把は握あくしてないんだぞ？　細切れにして川にばら撒まくなり、畑に埋うめるなり、犬のえさにするなり自由にしてくれ。あと、彼に何か伝言はないかな？　ふむ……伝えておこう。それでは、平磐城公園でまた会おう」

　通話を切り、赤池は僕を見た。

「九里浜という子から伝言を承うけたまわった。『舌をかんで死ねこのアホンダラ』だそうだ。なかなか礼れい儀ぎ正しいお嬢じようさんだな」

「含がん蓄ちく深いお言葉痛み入る」

　事態は絶望的となった。

「さてさて。こいつは多分ポキン活動家も出てきての決戦になりそうだな。となれば、向こうが公園を指定してきたのは好都合だな……あそこなら、たとえ八阪井三千人であろうと俺の敵じゃない。これまた天の配はい剤ざいというやつかな」

　赤池は一人ほくそ笑えんだ。

「僕を連れて行くの？　人質として」

　僕が質問すると、赤池は少々考え込んだ。

「……よしとこう。八阪井の親おや父じは、任務の遂すい行こうを優先するという点に関しては恐おそろしいくらい割り切っている。連れて行くだけ邪じや魔まになるな。君はここで寝ねていろ、すぐに始末はしない。八阪井の親父はともかく、他の連中には揺ゆさぶりになるだろう」

　僕から視線を離はなさぬまま、赤池は後じさりしつつ部屋から出て行こうとした。襲うとしても、間に立つ男が邪魔で仕方がない。

「このオッサンは何者ですか」

「俺の魂裸醒、『グラン・ギニョル』の傀かい儡らいさ。もともとは単なるマネキンだが、アンテナを付けてやるとアラ不思議、見た目も人間らしくなり、私の意志で自在に操あやつれる。君も会ったことがあるはずだ」

　マネキンの顔を見ているうちに、気がついた。ブラック・コーヒーの四よ隅すみに、観葉植物に隠れるように配置されていたマネキンのうちの一体だ。どっかで見たことがあるような気はしていたが、そういうことか。

「ここでおとなしくしていたら、命だけは助けてあげる。八阪井三千人は強敵だから、できるだけ集中して対たい峙じしたい。脇わき役やくにちょろちょろされると困るんだ」

　見下すような言い方だった。なめられてたまるか、とばかり僕は喧けん嘩か腰ごしで応じた。

「脇役呼ばわりとは心外ですね。ちょろちょろされたら、どうするってんですか」

「俺のパンツを食わせた上で口と鼻をガムテープでぐるぐる巻きにして、窒ちつ息そく死しさせる。パンツをくわえたままあの世には行きたくないだろう」

「……貝のように黙っていようと思います」

「ＯＫ。もっとも、君の魂裸醒じゃドアを破るどころか、足あし下もとの鎖くさりも切れないだろうが」

「ちょっと待って。最後に一つ」

　僕が呼び止めると、赤池は足を止めた。

「念のために聞きたいんですが、なんで三千人さんのことをポキン活動家と呼ぶんです」

「念のために言っておくが、募ぼ金きん活動家とは違ちがう。昔、あのオッサンが自称していた。人を尋じん問もんする時、相手の記き憶おくをより鮮せん明めいに、舌の滑すべりをより良くする手っ取り早い方法として、肋ろつ骨こつを一本ずつポキンと折るのが得意だったらしい」

「えーと、僕は指折りでポキン、という風に聞いてましたけど」

「そうか、あのオッサン、最近は指折りなのか。年を取って丸くなったんだな」

　そう言って、赤池は部屋を出て行った。続いてアンテナ男が出て行き、外で施せ錠じよう音が響ひびく。

　暗くら闇やみの部屋の中に、僕は船子と二人で取り残された。




　　大豆・オア・ダイ




　耳を澄すます。

　赤池は階上に行ってしまっただろう、と十分確信できるだけの時間をおいてから、僕はドアに飛びつこうとした。が、鎖に足を取られて床ゆかにべたんと叩たたきつけられる。それでも這はいながらドアのところまで進んで立ち上がり、ノブを思い切り引っ張ってみる。が、引いても押しても、横に滑らせてみてもドアは開かない。倉庫を改造したといっていたから、外から閂かんぬきでもかかっているのかもしれない。

　魂たま裸ら醒せ──二メートルの棍こんを取り出して叩いてみても、扉とびらはびくともしなかった。さらに二発、三発と力任せに振ふったが、結果は同じだった。

　肩かたで息をしながら、考える。ここは一いつ旦たん、落ち着いて状じよう況きようを分ぶん析せきしてみる必要がある。

　大きく息をついて、その場に座り込む。

　今、最優先に為なすべきことはなんなのか。

　赤池の情報を九里浜達に伝えることだ。僕たちが追うべき敵は、船子ではなかったのだ。最大の問題は、赤池の魂裸醒だ。

　呼び出し場所は平磐城公園。平磐城公園の特とく徴ちようは、たくさん建っている銅像。赤池の魂裸醒は、人形を操る能力。

　つまり、公園には動かせる戦力がいっぱいあるということだ。

　九里浜たちは、敵を罠わなにはめたつもりで、実は罠にはめられようとしている。

　ではどうやって連れん絡らくするのか。携けい帯たい電話を奪うばわれた今、ここから脱だつ出しゆつして直接伝えに行くよりない。

　この部屋に出口らしいものは、扉以外にない。窓はなく、通気口も指一本くぐらせられないものばかりだ。何らかの方法で扉をブチ破るしかないようだ。

　使える道具は何か。使えそうな道具は、僕の魂裸醒、二メートルほどの棒が一本のみ。いざとなればベッド上の船子からシーツや布ふ団とんをはぎ取ることもできる。なんならベッドそのものだって使うことができるが、どう利用したものか皆かい目もく見当がつかない。

　棒で大きな力を生み出す、と来れば真っ先に思いつくのはてこの原理だ。しかし、どこを作用点にすれば扉を破れるというのか。ドアノブを粉ふん砕さいするとか？

　かなり無理っぽい。

「君、名前は」

　悩なやんでいるところに、船子が声をかけてきた。思し索さくの邪じや魔まをするな、と言いたいところだったが、よく考えてみれば、相手の名前を聞いておいて、こっちから名乗っていない。

「三鶴城大助と言います」

「三鶴城、君は魂裸醒の力を手に入れてどのくらいになる」

　少し考えてから、答える。

「二日ちょっとです」

　三十センチの棒が発現した時点から数えれば、そうなる。

「ならば、可能かもしれないな」

「何がです」

「この地下室から出たいんだろ」

　船子は、ベッドから足を下ろし、僕と向き合った。ズボンの裾すそから見えるすねは、見ていて痛々しくなるほどやせ細っている。

「魂裸醒というのは人の魂たましい、人間の意志の力だ。意志の力が強くなれば強くなり、意志が弱くなれば弱くなる。思いこみで強くなったり弱くなったりする、定型を持たない、意外と適当な力だ」

「……適当なんですか」

「だが、魂裸醒を長く使いこなせば、魂裸醒は定型を持ち、凝ぎよう固こする。何な故ぜかといえば、魂裸醒を操あやつる当人のほうが、形を固着させてしまうからだ。わかるよな。自由な発想力を持つ子供が、年を取るに連れだんだん固定観念に縛しばられていく。それと同じだ」

「だいたい、わかります」

「君は魂裸醒の力を手に入れて間もないという。ならば、まだ成長する可能性がある。その棒状の形態が、最終形態ではないはずだ」

　僕は、自分の棒を見た。これにもまだ成長の余地があると言うことなのか？

「想おもいを込めろ」船子は言った。「己おのれがやりたい事、為さねばならぬ事を心に描えがき、魂裸醒に込めるんだ。そうすれば、魂裸醒は必ず応こたえてくれる」

　その言葉を理解するために、僕は暫しばしの間押し黙だまった。船子は、真しん摯しな目でじっと僕のことを見上げている。今にも命の灯ともし火びが消えそうな様子ではあったが、その目には理性と情熱の光がともっている。

「……なんで、そんなことを僕に教えるんです」

「僕も、ここから出たいんだ。おそらくは八阪井三千人に捕とらえられ、処しよ刑けいされることになるだろう。だが、永遠に地下に閉じこめられるよりはまだマシだ。僕は天国や地じ獄ごくの存在なんて信じていないが、ここでの生活は地獄に限りなく近い」

「そうなんですか」

　船子は腕うでをまくってみせた。

　僕は思わず息を吞のんだ。肘ひじの内側あたりが、内出血でどす黒くなっている。加えて、無数の注射の跡あと。まるで、薬物中毒患かん者じやのようだ。

「毎日、血液を抜ぬかれているんですか」

「ああ。おまけにあいつは、僕から血液を搾しぼり取るために、毎日毎日大豆ばかり食わせるんだ。朝昼晩三食に加え、おやつや夜食まで。『お願いだから別なものを食わせろ』と言うと、今度はレバーだ。僕はレバー大だい嫌きらいなのに。大豆、レバー、大豆、レバー、大豆、レバー。血液を造る食い物なら他ほかにもあるだろうに、あのアホは大豆とレバーしか知らないんだ」

「アレを食わせろ、とかリクエストしなかったんですか」

「いや。僕もその二つ以外に血液を造る食べ物を知らなかったんで」

「…………」

「これから先永遠にその二種類しか食えないという生活が、地獄以外のなんだというんだ。これ以上一ひと粒つぶでも大豆を食えと言われたら僕は死を選ぶ」

「…………はあ」

「僕はもう、既き成せい事実を作った。こんな事をすれば村に殺されるだろうと覚かく悟ごはしていた。だから死ぬのは恐こわくない。だが、いくらなんでもこんなところで一生を終えたくはない。せめてもう一度だけ地上の空気を吸いたい。そのためには、君にここを出てもらわなくてはならない」

　僕は返事をせずに背を向け、小さな歩ほ幅はばで扉とびらのほうに歩み寄った。棒を構え、扉と向かい合う。

「全神経を集中し、願いを託たくすんだ」

　背中から船子は言った。

　もう一度意識を一つに集めて棍こんを発現させ、僕は精神統一を開始した。

　考えるのは、夏月のことだ。初めて会った時のこと……勉強を見てあげたこと……昼休み、毎日のように弁当を一いつ緒しよに食べたこと。どれもこれも大事な過去であり現在であり、そして未来にも続くことだ。が、今その未来が閉とざされようとしている。

　夏月を守りたい、などと大それたことを言うつもりはない。なにしろ僕のほうが守られっぱなしだったのだから。魂たま裸ら醒せの力、意志の強さも彼女のほうが上だ。だがそれでも、──

　僕は夏月を助けたい。

　棍を身体からだの正面に一直線に立て、思いを込めるつもりで額にあてる。

　呼吸を整え、心を水面のように平らかにする。そう、イメージするのは水面だ。

　鏡のように曇くもり一つ無い水面に映るのは、夏月の笑え顔がお。

　と──

　棍が脈動するのが感じられた。握にぎった手から、軽く触ふれた額から。かすかながら、しかしはっきりと伝わってくる。

　これなら、いける。

　心の底からわきあがる確信に突つき動かされ、僕は棍を振ふった。

　一いつ閃せんし、さらに二閃。

　密閉された部屋の空気が一いつ瞬しゆん大きくかき乱される。しかしそれも刹せつ那なのことで、後に残ったのは圧あつ倒とう的な静せい寂じやく。

　一見、何一つ変わらないように見えた。

　だが、僕には確信があった。

　数歩進み出て、扉を押す。すると、扉は丸ごとぐらりと崩くずれ、部屋の外へ盛せい大だいな音を立てながら、倒たおれた。

　改めて、僕の魂裸醒を見る。紫むらさきの棒の部分は相変わらずだ──だが、その先せん端たんに、白い光を放つ刃はがあった。

「これが、僕の魂裸醒の本当の姿だってのか──？」

　刃は大きく広く長く、弧こを描えがくように伸のびている。

　巨きよ大だいな鎌かまが、手の中にあった。生者の魂たましいを刈かり取る、死神の大鎌だ。

　鎌を足あし下もとに振り下ろす。両足をつなぐ鎖くさりは、あっさりと両断された。

　これなら戦える。

　かなり大きな音が立ったはずだが、上で騒さわぎに気づいたような様子はない。ということは、赤池はもう公園に行ってしまったのか。

　階段を駆かけ上り、蓋ふたを押し上げて、階上に出る。そこは喫きつ茶さ店てんのカウンターの中だった。さっと飛び出て、店内の様子をうかがう。

　店は閉まり、真っ暗だった。人の気配はない。例のマネキン四体もない。赤池が公園に持って行ったのだろうか？

　ふと背後を見ると、船子が地下から這はいだして来ていた。長期間の監かん禁きん生活で筋力がすっかり弱っているのだろう、這うだけでも息絶え絶えという感じである。

「これでいい」船子は絞しぼり出すように言った。「久しぶりの地上の空気だ」

　何を答えるべきか、僕にはわからなかった。ただ呆ぼう然ぜんとして船子を見つめる。

　と、船子は僕を見返した。

「何をしている。さっさと行くんだ。私のことなら心配するな、八阪井が来るのをここで待っている」

「……でも、──」

「君には為なすべき事があるんだろう。それにこんな身体じゃ、カタツムリと競走しても勝てないさ。どこにも逃にげようがない」

　…………

　その通りだった。

　僕は船子を放置したまま、店の勝手口のほうに向かった。

「これ以上、老夫ふう婦ふの力になってやれそうもないのが残念だけど……」

　最後に、船子の呟つぶやく声が聞こえた。僕はそれを振り切るように、勝手口から飛び出した。
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　　明日無き暴走




　喫茶店の裏側には車庫と駐ちゆう輪りん場があり、何台か自転車が置かれていた。

　赤池はいかなる交通手段を使って公園に向かったか。自動車に乗っていったと考えるのが妥だ当とうだ。少々距きよ離りがあるから徒歩で行くとは考えにくいし、公共交通機関の使用も論外だ。午後七時を過ぎている、ということはバスの最終の時間を過ぎているということだ。これが田舎いなかの悲しさである。自分の車なりタクシーを拾うなり、なんにせよ車で行ったんだろう。

「どうやって追いついたもんかな……」

　僕は車はもちろん、原付の免めん許きよも持っていない。タクシーを拾う金もない。となれば使用しうる最速の足はただ一つ、自転車だ。

　駐輪場の自転車を調べてみる。すると、ことごとくが施せ錠じようされていなかった。まことに田舎らしい光景だ。大阪に住んでいる兄さんは昔「鍵かぎを二重にかけてマンションの駐輪場に置いておいたのに盗ぬすまれた」とか言っていたが。

　自転車を一台拝借して、サドルに乗っかり地面を蹴ける。乗り慣れない自転車に乗る時の常で、少々ハンドルがぐらぐらしたが、すぐに安定する。問題なく走れそうだ。

　直接自動車と競走するのは無理だ。だが、目的地が公園であることはわかっている。ここから公園へ自動車で行くなら、少々迂う回かいするルートを取らねばなるまいが、自転車ならば直進できる。田んぼのあぜ道やら杉すぎ林ばやしの中の獣けもの道みちを突っ切るルートを取れば、かなりのショートカットが見込めるはずだ。

「いけるな。──地元民の知識をなめるなァァ──ッ！」

　無意味に絶ぜつ叫きようして、僕は自転車をこぎ始めた。




　行軍は酸さん鼻びを極きわめた。

　誤って自転車の前輪を側そつ溝こうに突つっ込み、勢い余って全身ごと田んぼの泥どろの中に突っ込んだ。

　普ふ段だんは安全なはずの獣道が妙みように湿しめっていて車輪が滑すべり崖がけから落ちそうになった。

　そんな時に限って、ルートの途と中ちゆうにスズメバチが超ちよう巨きよ大だいな巣を作っていた。

　転落死の危険を冒おかしながら細い山道を全速力で駆け抜ぬける羽目になった。

　生えている草やら枝やらで腕うでに何箇か所しよも切り傷を作り、服やズボンに穴が開いた。

　この調子だったら、そのうち行く手に人食い熊ぐまが立ち塞ふさがるんじゃないのか、とも思ったが、熊が出る前に獣道は終わった。林を抜けると一挙に視界が広がった。

「やっとたどり着いた……」

　目的地に到とう着ちやくできて、僕は一息ついた。が、問題はこれからだ。

　眼下に、平磐城公園の駐車場が広がっていた。無む駄だに土地が余っている平磐市の公共施し設せつだけあって、野球場が四面取れそうなくらいの広さである。一番人が混む花見の時期でも、八割は埋うまらないはずだ。もちろん、平日の晩にこんなところに来る車はほとんどなく、隅すみのほうにぽつんぽつんと数台停とまっているのが見えるだけである。

　と、その車の陰かげから一つの人ひと影かげが飛び出てきた。ちょっと遅おくれて、もう一つの人影がそれを追う。追うほうも追われるほうも、等しく背が小さい。

　追っているのは鈴木で、追われているのは九里浜だ。

　駐車場に降りて行くには、細い道を大きく迂回していかねばならない。直進するには、コンクリで造成された四十五度の斜しや面めんを駆かけ下りる必要がある。

　斜面を見下ろす。一いつ般ぱんに、スキー場のゲレンデは、三十度でも上から見るとものすごく急な角度に見える。まして四十五度とあれば、絶ぜつ壁ぺきそのものだ。

　…………

　僕は前輪を斜面に押し出した。

　全体重が重力に囚とらわれ、落下を開始する。両足の裏を地面に着け、両輪のブレーキを絞しぼっても、予想以上の速度が出た。両腕に力を込め、前輪がまっすぐ前を向くようにひたすらにハンドルを固定する。左右いずれかにハンドルが曲がれば、顔から斜面に叩たたきつけられるのが目に見えている。必死の思いで、僕は耐たえ続けた。

　コケるよりも先に、前輪が地面にたどり着いた。砂じや利りを嚙かんでちょっとハンドルがぶれたが、なんとかバランスを保つ。斜面を駆け下りる勢いもそのままに、さらにペダルを漕こいで加速する。目指すは九里浜のもと一直線だ。

　僕は魂たま裸ら醒せを発現、右みぎ脇わきの下に抱かかえるように棒を固定した。中世ヨーロッパの馬上槍やりの要領で、突とつ撃げきを敢かん行こうする。

　ここいらで九里浜は、斜面から突っ込んでくる謎なぞの自転車に気づいたようだ。ひらりと体をひねって避よけ、僕はその横を風のように駆け抜けていく。鈴木も回かい避ひしようとしたが、ちょっとだけ遅おそかった。棒の先せん端たんは鈴木の右胸あたりを捉とらえていた。ドスンと鈍にぶい音がして、鈴木の体が軽く舞まい、くるくると回転しながら飛んでいく。

　衝しよう突とつの衝しよう撃げきに耐えきれなかったのは、僕も同様だった。腰こしが自転車から浮うき、後方に吹ふっ飛んだ。一方で自転車は慣性で前進していった。主を失ったまましばらくバランスを保っていたが、駐車中の車にぶつかって横転する。

　僕の体は砂利の上に叩きつけられた。だが、ダメージはほとんどなく、すぐさま立ち上がる。

「アホ三助ッ」九里浜が叫さけんだ。「どっから出てくるのよぅ！」

「話は後で！」

　僕は叫び返した。九里浜は上半身だけ起こした格好で、地面の上に倒たおれていた。着衣は乱れ、足には数箇所、打だ撲ぼくと切り傷の跡あとが見える。

　翻ひるがえって、追っ手のほうを見やる。肝かん臓ぞうの上にでもクリーンヒットしたのか、鈴木はのたうちまわりながらうなり声を上げていた。しかし必死に立ち上がり、僕にガンを飛ばす。

「よくもやってくれたじゃないですか」

　両手が輝かがやき、その手の中にどこからともなく鎖くさりが現れる。ただの鎖ではない──一方の端はしには先端のとがった分銅が、一方の端には鎌かまがくっついている。鎖くさり鎌がまというやつだ。

　なるほど、九里浜が一方的に傷を負っているのもうなずける。リーチの差は歴然だし、分銅で鉄てつ扇せんを持つ手を搦からめ捕られればかなりの不利となる。僕の棍こんならば比ひ較かく的マシな戦い方をできるとは思うが、どうなるか。

　戦いを避けられるならそれに越こしたことはない。

「ちょっと待って」臨戦態勢に入ろうとする鈴木を、僕は制した。「僕たちが争う理由はもうない」

　鈴木は眉まゆを吊つり上げた。

「船子はブラック・コーヒーの地下に監禁されていた。君たちは赤池という男にいいように操あやつられていただけなんだ」

「……それがどうしたんですか」

　鈴木はあっさりと言い捨てた。

「君の言葉が本当だっていう証しよう拠こはどこにもありませんし。もし本当だとしても、ンなこた僕には関係ないですよ。僕はね、この鎌で人を切れりゃあなんの文句もないんです。ストレス解消に最適ですからね！」

　説得失敗。

　ちらりと背後に目をやる。九里浜の姿は消えていた。どこかに身を隠かくしたのだろう。これなら、何の気がねもなく戦える。

　鈴木は右手で軽く分銅を振ふり回し始めた。

　鎖鎌の場合、分銅はあくまで相手を牽けん制せいするものであり、攻こう撃げきの本命は鎌のはずだ──たしか。問題は、鈴木が持っている鎖鎌はあくまで魂裸醒であるという点である。あれはあくまで想像力によって生み出されたものなので、物理法則を無視してファンタジックな動きを取ることは十分に考えられる。

　鈴木は分銅を山なりに放ほうり投げた。僕のはるか上を越えていく軌き道どうだ。なんでそんなところに投げるんだ、と思った次の瞬しゆん間かん。

　分銅はガクンと進路を折り曲げて、僕の脳天を急きゆう襲しゆうした。

　心構えをしていたおかげで、すんでのところで横に飛べた。顔面のそばを通り過ぎる瞬間、先端の分銅が猛もう烈れつな勢いで横に自転しているのが見える。分銅だけがドリルのように高速回転しているのだ。地面に容易に穴を開けると、そのまま地中へと潜もぐっていく。

「いくらなんでもこれはファンタジックすぎるだろ！」

　言った途と端たん、今度は地面から回転分銅が飛び出て、僕の下腹部を狙ねらってきた。体をねじって回避したが、無茶な姿勢がたたってバランスを崩くずし、右みぎ肩かたから地面に落ちる。

　天に向かって伸のびた鎖は、一定の高度でまたも鋭えい角かくに折れ、寝ね転ころがる僕の体を狙った。咄とつ嗟さに棍を振り、分銅を弾はじく。自転の慣性が加わって分銅は妙みような方向に飛んでいったが、それでも勢いを減じることはなく地面を突つき刺さし、潜る。

　すぐさま跳はね起きると、ついさっき僕の背中が触ふれていた部分から分銅が飛び出した。

「ウヒャヒャヒャ！　踊おどれ踊れー！」

　鈴木は実に楽しそうに叫んでいた。手元の鎖が、あたりをとらえた釣つり糸のような勢いで地中に流れ込んでいっている。どうも、鎖の長さがどんどん伸びているようだ。もはや鎖鎌とは言えない──鎖鎌をモチーフにした、なんか別の兵器だ。

　近づくこともできない。逃にげつつ距きよ離りを詰つめようとすれば、分銅が地中を先回りして、僕の進行方向から襲おそってくる。それをうまく回り込んで避ければ、今度は大きく円を描えがくような動きで僕の足にからみつこうとする。飛んで避けるのは容易だが、着地した頃ころには鈴木自身が別の方向に移動して距離を取っている。ほとんど車のない駐ちゆう車しや場だけに、奴の動きを遮さえぎるものはほとんどない。

　僕の体力が尽つきるまで走らせ、動きが鈍くなったところを捕とらえてとどめを刺すつもりなのだ。

　だが──

　十何回目か、分銅が地中から飛び出す。ところが、今回は地面から十数センチのところで動きが止まり、しおれた花のようにぺたりと落ちた。分銅の回転で蠕ぜん動どうするが、もはやそれ以上伸びそうにない。

「あああッ」

　鈴木が声を上げた。

　僕は分銅の根本の鎖を踏ふんづけて、動きを押さえた。

「やっぱりね」鈴木を視界の端に捉とらえて、言う。「鎖の長さにも限界があると思っていた。君の魂たま裸ら醒せだけが無限の長さを持っているだなんて、ありえない」

　鈴木は愕がく然ぜんとしていた。このような事態を想定していなかったのだろう。追い打ちをかけるように僕は言った。

「鎖が尽きる前に僕の体力が尽きるとでも思ってた？」

　すると。

　鈴木はプッと噴ふき出した。

「そんなこと、思ってませんでしたよ？」

　手元の鎖をグイと引き上げる。

　途端、足あし下もとの大地に一気に亀き裂れつが走った。

　僕の立ち位置を中心に、無数の砂じや利り、石、土つち煙けむりが舞まい上がる。

　いや、それだけじゃない──鎖くさりだ。僕が分銅から逃げまくった経路そのままに、鎖が地上へと浮うき上がった。

　その経路は幾いく重えもの螺ら旋せんを描いていた──僕を中心に。

　鎖はあっという間に輪を狭せばめ、僕の体に巻き付いた。抜ぬけ出すことも叶かなわず、僕はミノムシ状になってその場にベタンと倒たおれ込んだ。砂利や土煙が舞い落ちてきて、顔面にイヤと言うほど浴びる。思わずじたじたともがいたが、鎖がゆるむ様子はなかった。

　完全に無力化したことを確かく認にんしてから、鈴木はゆっくりと近寄ってきた。

「僕がこの『チェイン・ストローク』の限界を把は握あくしていないとでも思いましたか？　バカですねえ。鎖くさり鎌がまの分銅ってのは、あくまで相手を牽制するためにあるんですよ。本命はこの鎌のほうです」

　……どうやら、こいつも鎖鎌の基本は押さえているらしい。応用の仕方はどうかと思うが。

　鎖の隙すき間まから、ぎりぎり手だけは出ている。この手の中に棍こんを発現させるのは可能だが、振りようがない。これでは刃はを出しても鈴木を攻撃することはできない。せめて肘ひじまで出すことができれば、と右みぎ腕うでを必死に前後に動かす。

　だが肘まで自由になるより早く、鈴木は鎌を振り上げた。

「それじゃ、ごきげんよう」

　思わず僕は目を閉じた。

　ところが、鎌が振り下ろされることはなかった。

　無灯火の軽トラックが時速約四十キロで突っ込んできて、鈴木をはねとばした。

　自転車の一いち撃げきにも耐たえられなかった鈴木の体だ、エンジン駆く動どうの前には枯かれ葉はも同然だった。軽く吹っ飛ばされ、地面に叩たたきつけられるとワンバウンド。砂利を巻き上げながら滑すべっていく。

　はねとばされた瞬しゆん間かんに、鎖は光を放って消しよう滅めつしていた。僕の体は自由になったが、何が起きたか一瞬理解できず、そのまま硬こう直ちよくしてしまった。

　軽トラックは十メートルほどオーバーランしてから停止し、今度はバックで突っ込んできた。

「ヒィ！」

　轢ひかれる、と思った瞬間硬こう直ちよくが解け、横になったままゴロゴロと三回転くらい転がり、慌あわてて立ち上がった。

　軽トラックは僕のすぐそばで停止した。ほどなくして、九里浜が降りてくる。

「ギリギリセーフね……」

　が、地面に降り立った瞬間、そのまま膝ひざを折ってその場に崩くずれた。

「大だい丈じよう夫ぶか、九里浜」

「大丈夫よぅ」それから九里浜は僕を見て、「どこ行ってたのよ、アホ三助……ッ」

　言葉面づらは厳しいが、口調はあまりに弱々しく、ほとんど半泣きだった。

「ああ……いろいろあったんだ。それより、何が起きているの」

「あたし達がここに着いたら、船子が電話で連れん絡らくしてきたのよ。三助の身み柄がらを返してほしければ、夏か月づきと三み千ち人とさんが一番上の広場まで来るんだ、って。で、二人は言われるとおりに登っていった。あたしはここで待機していたんだけど、そうしたら鈴木が襲おそってきたってわけ」

「一対一でやられたのか」

「実質的には、ね」

　九里浜はとあるほうを指さした。その先、駐ちゆう車しやしている車の陰かげに、大の字になって伸のびている佐さ倉くらの姿が見えた。

「急いで夏月に伝えたいことがある。九里浜、携けい帯たい貸してくれ」

　赤池の意図は明らかだ。二人を一番上の広場に連れて行き、平磐城公園内の銅像で包囲しようというのだ。急いで引き返させなくてはならない。

　九里浜は胸ポケットから携帯電話を取りだした。正確には、かつて携帯電話だったものを。それは、まるでドリルの直撃を受けたかのように粉ふん砕さいされていた。

「チクショウ。直接行って追いつくしかないみたいだな。君はどうする」

　促うながしてみたが、九里浜は腰こしを上げようとしなかった。

「ゴメン、今すぐはちょっと無理。一人で行きなさい──きっとあとから追いつくから」

「わかった。えーと、鈴木の処置はどうしよう」

「あたしがとどめを刺さしとくから」

「いや、そこまでしてくれなくてもいい」

「じゃあ今すぐあんたがこのトラックに乗って、もう一回轢きなさい」

「なんでそんなすさんだことばかり言うんだ。というか九里浜、どうして車が運転できるの」

「うちは農家なの。子供の頃ころから、農作業の手伝いで車の運転させられたもんよ。耕こう耘うん機きも稲いね刈かり機きもお手の物よ」

「いや、鍵かぎは？」

「三千人さんから預かってた」

　よく見ればこの軽トラ、三千人さんの軽トラだ。今気がついた。

「もしものことがあったら車に乗って逃にげろ、って言われてたから。ま、あたしとしては、車は逃とう走そう手段じゃなく攻こう撃げき手段だと思ってたけどね」

　将来機会があるとしても、こいつの運転する車には絶対乗らないようにしよう。

「ま、しばらく立ち上がってこれない程度にぶつけたつもりだから、きっと大丈夫よ。もしもう一回向かってくるようだったら、もう一回はねてやるから」

　宣言を実行すべく、九里浜は這はって運転席に戻もどろうとした。だがよほど消しよう耗もうしているのか、ほとんど体が動かない。

　僕は黙だまって、九里浜の体をだっこして持ち上げ、運転席に押し込んだ。

「少し、ここで休むといい」

　バタンとドアを閉め、公園入り口を見やる。今は詳くわしい事情を説明している場合ではない。とにかく夏月と三千人さんに追いつかなければ──

「三助～……」

　背後から声。見れば、九里浜が軽トラの窓を開けて僕を見ていた。僕が振ふり向くと途と端たんにそっぽを向いて、

「……ありがと」

　ぼつりと言った。

　軽く手を挙げて応こたえ、僕は公園入り口に向かった。




　　狂きよう気きの併へい殺さつ打




　平磐城公園はおおまかにいうと、丘おかの斜しや面めんの所々にある広場が細い道でつながっているような造りになっている。だから、すぐそばにある広場に行くために道を大きく回り込まなければならない、という場合が往々にしてある。

　そこが狙ねらい目である。斜面を直接に登って広場から広場に渡わたっていけば、夏月に追いつける可能性がある。斜面を覆おおう雑草は深いが、あぜ道や獣けもの道みちを駆かけ抜ぬけてきたおかげで僕の服はもはやボロボロだ。今いま更さら何を気き兼がねする必要がある？

　僕は四つんばいになって、斜面に飛びついた。四足を駆く使しして、わさわさとクモのように崖がけを登っていく。子供の頃、親に怒おこられながらも、必死になって上り下りしたものだ。今になって考えると何が楽しかったのかさっぱりわからないが、こんなところで技術が役に立つとは不思議なものだ。

　斜面を三つ駆け上り、四つ目に取りかかる。ところがその途と中ちゆう──

　上から夏月が落ちてきた。

　こちらに背を向け、落下してくる。声一つ立てていなかったが、服装からすぐに夏月だとわかった。僕は反射的に夏月を抱だき止めようとしたが、勢いには勝てなかった。腕うでや足を絡からめながら、登ってきた道を逆ぎやく戻もどりに転がり落ちる。背中が、地面に敷しき詰つめられたブロックに激げき突とつした。

　夏月の反応は早かった。体を丸めて立ち上がると、すぐさま右みぎ拳こぶしを僕の顔面に叩たたきつけようとする。が、寸前で僕と気づいて、拳を止めた。

「……大助君!?」

　冷れい徹てつな表情が、一いつ瞬しゆんだけ割れて動どう揺ようを見せる。夏月は手を広げて僕の腕を取り、引き上げた。助力を得つつ、僕はゆっくりと立ち上がった。

　よく見れば、僕の腕を取る夏月の手には、血が幾いく筋すじもしたたり落ちている。

　僕の腕をつかんだまま、夏月は聞いた。

「どうしてこんなところにいるんですか!?」

「それは、──」

　説明しようとしたが、夏月は手を出して僕を制した。同時に、自分が飛んできた場所を振り返る。

　夏月を追って飛び込んでくる人ひと影かげがあった。いや、人影というよりは、大黒柱が空を飛んでいるように見えた。

　レニーだ。

　レニーは思い切りえび反りした格好で飛び降りてきた。弓のように絞しぼり上げた両りよう腕うでの先にあるのは、金属バットだ。着地と同時に、夏月に向けて叩きつける。夏月が手をついてするりとかわすと、金属バットは地面に激突、めり込んで二メートル以上の溝みぞを作った。

　バットが巨きよ大だい化していた。物干し竿ざおなどというレベルではない。バッターボックスで振れば、キャッチャーはおろか審しん判ぱんの頭もヒットできそうな長さだ。

　長すぎるバット──明らかに殺人兵器に変へん貌ぼうしているものをバットと呼んでいいのか悩なやむが──を軽く地面から持ち上げると、レニーは真横に振った。空気を切り裂さくような強きよう振しんだったが、夏月はかがんでやり過ごした。

　夏月がかがむと同時に、夏月の背後遥はるか向こうにある銅像のあたりでなにか妙みような音がした。一いつ拍ぱくおいてから銅像の上半身がずるりとすべり、地面に落っこちた。断面はきれいな一直線で、レニーのバットの軌き道どうによく似ていた。

「……衝しよう撃げき波は？」

　空気を切り裂く、という比ひ喩ゆはあながち間ま違ちがいではなかったようだ。

　レニーの顔面には、過か醒せい紋もんが黒い輝かがやきを放っていた。前に見た時よりも巨大化し、より禍まが々まがしく表情を彩いろどっている。

「夏月、あれは」

「行き着くところまで行った状態ですね」冷静に夏月は言う。「大助君は隠かくれてください」

「待ってくれ、僕も戦う──」

「私の言う通りにしてください！」

　ぴしゃりと僕の言葉をはねつけ、背を向ける。

　レニーが仕し掛かけてきた。バットの先っぽで、容よう赦しやなく頭ず蓋がい骨こつを叩き割ろうという大上段からの一撃。夏月は小さく半歩斜ななめに下がってかわし、ひらりとバットの上に乗っかった。バットの上を駆け上がり、レニーを蹴けり上げようとする。

　レニーはうまいことグリップを持ち上げ、夏月のキックをはね返した。

　夏月は空中で一回転して大きく後方に跳はねた。距きよ離りを取って再度構える。

　夏月の上衣、胸のど真ん中が大きく縦一文字に引き裂かれていた。見る限り、まさしく紙一ひと重えで回かい避ひしたという感じである。その傷を見て、夏月は顔をしかめる。なにやら動きが鈍にぶい──昨日の怪け我ががまだ響ひびいているのか？

　一方で、レニーはまだまだ元気そうだ。奴やつは奴なりに、魂たま裸ら醒せを制せい御ぎよしているのだ。おそらくは、過醒による特とく殊しゆな精神状態で。

「ちょろちょろ動きやがってよォーッ。おとなしく肉団子になりなッ。二人ともまとめて殺してやるッ」

　じりじりと動き、ジャスト・ミートに適した距離を探さぐる。

　夏月はファイティングポーズを取り直した。

「──本気を出さなきゃならないようですね」

　顎あごから首を隠すように手で覆おおう。と、手の中が光を放った。

　その光こう輝きに、レニーが一瞬たじろぐ。

　静かに夏月は手を下ろす。そこには、薄うすいバラの色を放つ奇き妙みような紋様が広がっていた。色こそ違えど、レニーの過醒紋そっくりである。

　足あし下もとに、ついさっき切り倒たおされた銅像の上半身があった。夏月は足で引っかけて銅像を浮うかせると、宙でつかんでレニーに放ほうり投げた。

　かなりの重量があるはずの銅像は、強弓に射られた矢のごとく一直線に飛んだ。

　容易に全身の骨を砕くだくであろう砲ほう弾だんを、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった調子でレニーは見返した。バットを振ふり回し、眼前で叩たたき落とす。

　直後、銅像と同一の軌道で今度は夏月が飛んでいった。

　まるでジェット噴ふん射しやで低空飛行しているかのようだった。銅像にも勝まさるとも劣おとらぬ速度で、襲おそいかかる。

　レニーの目には、銅像を叩き落とした途と端たん、迫せまり来る夏月の姿が現れたように見えただろう。バットを再度振り上げるより早く、夏月の両手がレニーの頭部を捕つかまえていた。

　夏月は、レニーの顔面に両りよう膝ひざを叩き込んだ。

　顔面を砕かれて、レニーは鼻から血を噴ふき出した。口からは折れた歯が何本もこぼれ落ちる。

　怒いかりのままにレニーはバットを振り上げた。

　夏月はレニーの肩かたの上に倒とう立りつして、真上に跳ね上がった。手てつ甲こうでバットの先っぽを受け流すと、その勢いを利用して空中で半回転、両足でレニーの頭の上に着地し、そのまま地面へ落下、踏ふみつぶした。

　くぐもった音が、勝負の決着を告げていた。

　少しの間その場で立ちつくしてから、夏月は二、三歩後退した。が、突とつ然ぜん足がよろけたかと思うと、力無く後ろ向きに倒れかけた。

　僕は咄とつ嗟さに夏月に抱だきついて、背中から彼女の身体からだを支えた。見れば、顔は苦く悶もんの表情に歪ゆがんでいた。ゆっくり腰こしを下ろさせ、落ち着かせる。

「夏月、その紋様は──」

　僕は駆かけ寄った。と、夏月の首回りから紋様が消えていく。

「過醒紋と言います」

「それは三千人さんから聞いている。それは末まつ期き症しよう状じようじゃないの──」

「いや、大だい丈じよう夫ぶです」夏月は事務的に言った。「先天性魂裸醒は過醒状態をコントロールできるんです。一時的に裸ら光こうを大量吸収して、ブーストするんですよ。一度使うと、かなり体力を消しよう耗もうするんですけど……」

　たしかに、夏月は肩を大きく上下させ、息も切れ切れに喋しやべっていた。こうも荒あらい呼吸をする夏月を見るのは初めてだ。

「ちょっと休めば、また動けるようになります。休む時間があれば」

　ところがその時、夏月から休み時間を奪うばい取る出来事が起きた。

　死んだようにぴくりともしなかったレニーの身体が、もぞもぞと動き出した。ほんのいっとき動きを止めたかと思うと、雷かみなりに打たれでもしたかのように突然立ち上がる。

　うつろな目で、レニーは虚こ空くうを見上げていた。目の奥までもが、過醒の輝きで満たされているかのようだった。やがてその瞳ひとみは下に降り、僕たちを視界に捉とらえる──主に、動けない夏月の姿を。
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「バカな──!?」

　夏月が声を上げた。よもや、レニーがここまでタフだとは思っていなかったのだろう。だが、夏月の身体は動こうとしない。

　どうすりゃいいんだ。

　僕もパニック状態に陥おちいった。レニーは僕に考えるいとまも与あたえず、両手を振り上げた。その手の中に光が宿り、バットの形を取る。今度のバットは、さらに巨きよ大だい化し、膨ぼう張ちようしていた。ほとんど丸太といってもいい。二人まとめて殺す、という宣言を実行するつもりだ。二人同時に殺す──併へい殺さつ打？

　僕は死を覚かく悟ごして、両目を閉じた。

　…………

　…………

　しかし、致ち命めい的てきな一いち撃げきはいつまで経たっても下りてこなかった。

　代わりに、断続的な轟ごう音おんが耳を塞いだ。

　おそるおそる目を開ける。

　レニーはバットを振り上げた格好のまま、硬こう直ちよくしていた。

「…………？」

　と、その膝ひざが折れ、がくりと揺ゆれる。大きな音と土つち煙けむりを立てながら、レニーの巨体は轟ごう沈ちんした。

　前方の視界が大きく広がった。そして僕は、何が起こったのかを理解した。

　レニーの陰かげから現れたのは、チェーンソーを大きく振り下ろした志し都づ佳かの姿だった。




　　倒たおすべき敵




　レニーの体そのものが輝かがやき始めた。

　過か醒せいの後死を迎むかえた者は、全身を裸光に変え、輝きながら消え去っていく。

　その輝きの中に、志都佳は立っていた。チェーンソーのエンジン音を止め、姿勢を正す。シャツにズボンというラフな格好に着き替がえてはいたが、顔の左半分に巻いた包帯はそのままだった。

　開いている右目は、レニーが放つ光を無感動に見つめていた。しかしその光も、ある瞬しゆん間かんを境にふっと消える。光が失うせたその場所には、もはやレニーの服しか残っていなかった。

　レニーが完全に抜ぬけ殻がらとなったことを確かく認にんしてから、志都佳は僕を見た。

「…………志都佳？」

　僕たちの姿を認めると、志都佳は何を思ったか、顔を覆おおう包帯をしゅるしゅると外していく。

　僕は聞いた。

「志都佳、どうしてこんな場所にいるんだ」

　志都佳は包帯を解く手を休めぬまま、答えた。

「兄さんから、連れん絡らくが行っていないんですか？　病院を脱だつ走そうしてきたってこと」

「聞いた。書き置きのことも聞いた。だが、レニーはこの通り、光になって消えた」

　手を広げ、僕はさっきまでレニーがいた場所を示した。

「君が倒すべき敵はもういなくなった。今すぐ病院に戻もどるんだ」

「……倒すべき敵はもう一人います」

　志都佳は作業を続ける。

　志都佳の意図がまったく読めなかった。もう一度何か声をかけるべきか、と思った時、志都佳がやっと口を開いた。

「山之辺先せん輩ぱいは、今年の発表会に賭かけてました。高校三年間の活動を、それにすべてぶつけるつもりでいた、と言っても過言ではありません。でも、その夢は事故によって潰ついえました。噂うわさの撲ぼく殺さつ魔まに襲おそわれたんです」

　ついに志都佳は、包帯をほどき終えた。ひょいと放ほうられた包帯は、夜の風に乗って流れ落ちていった。

　下から現れたのは、醜みにくく大きな傷だった。左目の上を額からほお骨に至るまで、裂れつ傷しようが走っている。

　その左目を、夏月に向ける。

「三み鶴つる城ぎ先輩は、山之辺先輩をやったのは夏月さんだと言いました」

　夏月を見る。夏月は未いまだ動けずにいた。惚ほうけた表情で、志都佳を見ている。

「だから、夏月さんも私にとって、倒すべき敵です」

　そう言って、志都佳はスターターの紐ひもに嚙かみつき、思い切り引っ張った。公園の闇やみの中に、耳を聾ろうするエンジン音が響ひびいた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ──」

　僕の制止の声も聞かず、志都佳はチェーンソーを構えて歩み寄ってくる。

「どいてください、三鶴城先輩」

　どくわけにはいかない。僕は棍こんを発現させ、構えた。

　棍を見ると、志都佳は少し悲しげに顔を曇くもらせた。が、それも一いつ瞬しゆんの話で、すぐさまチェーンソーを振ふり上げると、夏月めがけ突とつ撃げきしてきた。

　棍の腹で、僕はチェーンソーを受け止めた。接せつ触しよく部を介かいして、激しい振しん動どうが両手に伝わってくる。ガリガリガリという猛もう烈れつな音。このままでは棍が叩たたき折られかねない。

　僕は棍こん越ごしに志都佳の身体からだを押し戻し、よろけたところへさらに一ひと突つきした。

　体勢を崩くずしながらも、志都佳は身体を横にねじって、すんでのところで突きをかわした。棍の先せん端たんはシャツの隙すき間まに潜もぐり込み、ボタンを数個引きちぎるにとどまった。

　距きよ離りを置いて、再び向かい合った。志都佳の胸むな元もとが大きくはだけ、皮ひ膚ふが外気に晒さらされている。

　そこには、小さいながらも、はっきりとした輝きが灯ともっていた。

「……過か醒せい紋もん！」

　はるかに小型なものだったが、それでも過醒紋には違ちがいない。たしかに、病院にいた時から志都佳の言動は少々おかしかった。一時的な動どう揺ようのためだと勝手に思っていたが、実は過醒紋によって理性をむしばまれていたのだ。それで二高に夏月を探しに行き、そしてここにたどり着いたのだろう。

　志都佳の残された理性に訴うつたえかけるべく、僕は大声を張り上げた。

「落ち着いて！　志都佳、あんなに夏月と仲良かったじゃないか!?」

　と、志都佳の表情に変化が表れた。少し、自信無さそうに眉まゆ根ねを曇らせる。

「いいかい、夏月は君を巻き込んだことを誰だれよりも気に病やんでいたんだ──」

　なんだか二時間殺人ドラマの探たん偵てい役みたいだなあ、と心の隅すみで思いつつ、説得を重ねる。

「それとも、夏月を殺して、山之辺先輩が喜ぶとでも思っているのか！」

　志都佳はぶるぶると震ふるえ始めた。震えはだんだん大きくなり、ついには首を大きく振り始める。そして叫さけんだ──

「喜ぶ！　夏月さんを殺せば先輩も喜んでくれるに決まってるじゃないですかッ」

　説得失敗。

　志都佳は深く踏ふみ込んで、チェーンソーの刃は先さきを斜ななめに走らせる。

　完全に意表をつかれたせいで、逃にげるのが一歩遅おくれた。回転する刃はが衣服を巻き込んで引き裂さく。さらに、返す刀で志都佳は僕の肩かた口ぐちを狙ねらってきた。

　僕はほとんど苦し紛まぎれに棍を振る。と、志都佳の首にクリーンヒット。チェーンソーは地面をえぐり、志都佳は大きくバランスを崩した。

　チャンスだった──が、僕の手は動かなかった。気の迷いが、志都佳に致ち命めい的てきな一いち撃げきを下すことを逡しゆん巡じゆんさせた。その間に、志都佳は体勢を立て直し、再度僕に向き直った。

　過醒に陥おちいった魂たま裸ら醒せは殺さねばならない。三千人さんはそう言った。

　志都佳を殺さねばならないのか。

　それが僕にできるのか？

　想像するだけでも恐おそろしい話だ。できるわけがない。

　けれども、志都佳はなんのためらいもなく、チェーンソー片手に歩み寄ってくる。

　僕はただ後ずさるしかなかった。三歩、四歩と見えない壁かべに押されるように後退する。だがそれも、夏月が座っている地点までしか許されない──

「──あれ」

　ふと気がつくと、ついさっきまで夏月が座っていた地点を通り過ぎていた。

「……なにッ」

　志都佳も異変に気づき、首を左右に振る。

　その時、広場の奥の茂しげみから、黒い魚ぎよ雷らいのようなものが地を這はうようにすっ飛んできた。

　夏月が、志都佳の背後側に回り込んでいたのだ。

「そこかァァ──ッ」

　志都佳の反応は早かった。振り向きざまに、チェーンソーを振る。遠心力を加えられたその刃先は、一撃で夏月の首をはねとばしてもおかしくなかった。

　夏月はチェーンソーの刃先に左の手てつ甲こうを叩きつけた。

　刃と拳こぶしがかみ合い、火花が散った。火花越ごしに、二人はお互たがいの姿を認め合う。しかしそれも一瞬の話、夏月が刃を打ち払はらうことで拮きつ抗こう状態は崩れた。

　刃を外に流され、それでも志都佳は次なる一撃を放つ。

　が、それが届くより早く、夏月は志都佳の左目の傷をえぐっていた。

「…………!!」

　言葉にならない短い悲鳴。痛みにひるみ、思わず傷口を押さえる。

　夏月は志都佳の死角に回り込み、裏拳を放った。拳は志都佳の脇わき腹ばらにめり込んだ。志都佳の身体が二つに折れる。夏月は上から押さえ込むようにして志都佳を地面に這わせ、そしてとどめの一撃を振り下ろした。

　鈍にぶい音がしたと同時に、志都佳は動かなくなった。

「夏月!!」

　僕は夏月の名を呼んだ。

　夏月は静かに僕の顔を見返した。

　彼女の顔つきは、相も変わらず冷れい徹てつだった。

「大だい丈じよう夫ぶです。殺してはいません──気絶させただけです」

　僕は思わず黙だまり込んだ。夏月のごく事務的な口調に、体を芯しんから冷やされるような感覚をおぼえたのだ。

　それでも勇気を出して声をかける。

「夏月のほうは──」

「少し休めば動けるようになる、と言ったでしょう。大助君は、志都佳ちゃんを連れて、先に降りていてください。彼女の処置はあとです──まずは、私と父さんでケリをつけなければなりません」

　顎あごで、志都佳を示す。

　急いで志都佳を病院に連れ戻もどさねばならない──が、それより夏月だ。昨日の分も含ふくめ、結構なダメージと疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているはずだった。けれども、夏月はそれを表には決して出そうとせず、背筋を伸のばしてまっすぐに僕を見み据すえている。

「一人で行かせるわけにはいかないよ。夏月、今にも倒たおれそうじゃないか」

　僕は夏月に一歩近づいた。

　ところが、夏月は僕の胸をどついて遠ざけた。

「大丈夫です」

　僕に見せまいと顔を背けながら言ったその言葉はわずかにふるえていた。

　……なんだ？

「待ってくれよ」僕は語気を強めた。「今いま更さら僕は仲間はずれか」

「志都佳ちゃんを病院に連れて行くのも大事な事です」夏月は言い張った。

「志都佳を救っても、君が死んだらなんの意味があるんだ」

　はっと夏月は大きく息を吞のんだ。やがてじわじわと冷徹な仮面が崩くずれ、その下にある夏月本来の表情に戻っていく。

「これ以上大助君を危険な目に遭あわせたくないんですよ！」

　突とつ然ぜん夏月は肩をふるわせて叫んだ。その目にはうっすらと涙が光っている。

「大助君を巻き込んだのはこの私です、志都佳ちゃんを巻き込んだのもこの私です！」自分を責める言葉を次々並べたてる。夏月に同情する一方、心のどこかでホッとしている自分がいた。さっきまでの仮面を被かぶった夏月よりは、よほど人間らしい。「私が大助君に弁当を作らなかったら、──」

「弁当に、君の血が入ってたんだろ」

　僕の言葉に、はっとして夏月は鹿しかのように目を丸くした。

「三千人さんから教えてもらったよ」僕は説明した。

　夏月は僕をじっと見つめた。次の言葉を待つように。しかし何も喋しやべる様子がないのを見て、問いかける。

「……私を、責めないんですか」

「責める？」僕は鼻で笑った。「なんでさ。別に、君もわざと血を混ぜたわけじゃないんだろ」

　夏月の肩かたに手をかける。

「もう一度言うけど、巻き込まれたことを迷めい惑わくだなんて思ってないさ。夏月が気に病やむ必要はない。そして、今なら僕も戦える」

　今の正直な気持ちをぶつけたつもりである。

　さて、夏月は折れてくれるかどうか。

　見やると、夏月は目を閉じて息を吐はき、はかない笑えみを浮うかべた。

「大助君は優やさしいですね──」

　す、と両目を細めた。

「でも、だからこそ頼たよるわけにはいきません」

　夏月は折れなかった。

　素す早ばやく間合いを詰つめて僕の鳩みぞ尾おちに一いち撃げきをくれる。僕が体を二つに折ると、夏月はその隙すきに背後に回り込み、ベルトと足とをつかんで、バックドロップの要領で後方に放ほうり投げた。

　抵てい抗こうする間もなかった。体が浮いて、視界が半回転し、そして後頭部に衝しよう撃げきが走る。僕の意識はあっさりと夜の闇やみの中へ溶とけ込んでいった。




　　銅像軍団大進しん撃げき




　次に気がついたとき、視界に入ってきたのは僕を見下ろす佐倉の顔だった。

「……目が覚めたかしら？」

　僕はばね仕じ掛かけの人形のように跳はね起きた。思わず飛びのき、紫むらさきの棍こんを構える。

「どこから湧わいて出たこの妖よう怪かい」

「ひどいこというわねえ。アナタが気絶している間、そばに付いていてあげてたってのに」

　ぺっぺっとズボンの土つち埃ぼこりを払はらいながら、佐倉は立ち上がった。

「なんでこんなところで寝ねてんのよぅ」

　すぐそばに九里浜も立っていた。

　僕は棍を引っ込めた。

「やあ九里浜。もう回復したのか」

「当たり前よ」九里浜は不敵に笑った。「あたし一人だけ寝てるわけにはいかないでしょ。飛んで来てやったんだから感謝しなさい」

　ゴキブリみたいな奴。だが、今は九里浜のゴキブリ並の生命力に感謝すべき時だ。

「感謝するよ。……夏月は？」

　あたりを見み渡わたすが、広場に夏月の姿はない。

「知らない。ここまで登ってきてみたら、あんたとその子が寝転がってた。何があったのよぅ」

　すぐ隣となりに、志都佳が体を横たえていた。

　ついさっきのことを思い出す。

　華か麗れいなバックドロップで、僕は気絶させられたのだ。

「どうやら夏月には、切せつ羽ぱ詰つまると暴力に訴うつたえるという悪い癖くせがあるらしい」

　怒いかりがふつふつとわいてくる。バックドロップを食らわされたことに対して、ではない。「あとは私たちでケリをつけるから、大助君は待っていてください」と夏月は言ったのだ。僕のことを信しん頼らいしていないっていうのか。

　怒らずにおれようか。たとえ、後ろから抱だかれ、宙に浮かされて地面に叩たたきつけられるまでの短い間、背中に柔やわらかい双そう丘きゆうがぺたりとあたって非常に気持ちよかったことを差し引いても、だ。

　たしかに僕は魂裸醒に覚かく醒せいして間もない人間だ。しかし、夏月の助力となるべく懸けん命めいにやってきたつもりである。そりゃまあ、事実、僕の考えなしな行動は事態の悪化を招いた。それは認める。


　一、志都佳をことに巻き込んで大おお怪け我がをさせた。

　二、不用意に単独行動して赤池に捕つかまり、えらい迷惑をかけた。

　三、志都佳に事件のあらましを教えてしまったため、夏月は志都佳と戦うハメになった。



　…………

　……信頼されないのも当然かな……

「……どうしたの？　頭抱かかえて」

　佐倉が心配そうな声をかけてきた。

「──いや、なんでもないよ」

　しかし、しかしだ。夏月の力になりたいという僕の気持ちに、偽いつわりはない。さっきは少々カッとなってしまったが。

　ならば、今僕が為なすべきことはたった一つだ。

「僕は夏月を追いかける。ただ、志都佳を病院に連れて行かないと──」

　倒たおれたままの志都佳に目をやる。と、佐倉が志都佳を抱え上げた。

「それはアタシにまかせてもらうわ。上にはアナタ方二人で行くといい」

　それは妥だ当とうな判断だった。誰だれも口に出して言わないが、佐倉こそ一番戦力として当てにできない人物である。

　僕と九里浜は、佐倉が志都佳を背負うのを手伝った。佐倉は二、三歩よろめいたが、下山するのに問題は無さそうだった。

　佐倉が広場から降りていくのを見送りながら、九里浜は言った。

「ところで、伝えることを夏月に伝えたんでしょね」

「ああッ。しまったァァ──ッ」

　突とつ然ぜん志都佳が出てきたドタバタですっかり忘れていた。

「……まったくもう。急ぎましょ」

　二人で上に向かう。が、細道に分け入って少しもしないうち、志都佳を背負った佐倉が駆け戻もどってきた。

　その背後からさらにもう一つ、人ひと影かげが現れた。それは鈴木にしては大きすぎ、レニーにしては小さすぎた。

　人影は、佐倉をピタリと追走していた。右手に持った棒状のものを振ふりかぶり、一気に迫せまりくる。

　僕は咄とつ嗟さに飛び出て佐倉とすれ違ちがい、足元を払うように紫の棍を振り回した。人影はそれをジャンプしてかわし、そのまま大上段から振り下ろしてきた。すんでのところで僕は棍を掲かかげ、攻こう撃げきを受け止める。異様に重い一撃は、しかしよく見ると杖つえだった。頭が大きな環わになっていて、そこにいくつもの小さな環がつながっている錫しやく杖じようだ。

　その錫杖の向こう側から、不気味なくらい表情のない顔が、僕を見ていた。

「…………!?」

　そいつは、見知らぬおっさんだった。

　どこのどいつだ、という疑念が頭をよぎる。だがそれも一いつ瞬しゆんのことだ。後頭部にアンテナが生えているのが見えた。

　棍を振って錫杖を払い、後ろに飛んで間合いを取り直す。

「赤池が本格的に動き出したんだな」

「赤池って誰よぅ」

　尋たずねつつ、横で九里浜も鉄てつ扇せんを構える。

　説明するのには少々時間が要いる。僕は端たん的てきに答えた。

「敵だ」

「それだけわかれば十分ね」

　九里浜は納なつ得とくしたようだ。

　それにしても強きよう烈れつな一撃だった。手を振って痺しびれを振り払はらう。単なる杖とは思えない──まるで鉄棒でぶん殴なぐられたかのような衝しよう撃げきだった。あれを脳天に食らったら、記き憶おく喪そう失しつ程度ではすまないだろう。

　とはいえ、リーチならば僕の棍こんのほうが断然長い。

　棍の先せん端たんを持ち、相手の胸めがけて突つきこんだ。像はこれを払おうとして失敗、胸のど真ん中に突きを食らって大きくバランスを崩くずした。ずるり、と砂じや利りを踏ふみしだく音がしたかと思うと、男の体は急斜しや面めんのほうに吸い込まれるように落ちていった。雑草をなぎ倒す音、時々重いものが木の幹にぶつかる音とが、だんだん遠くなっていく。

「あれ、一体何なのよぅ。今のも頭からアンテナ生えてたけど」

「赤池という男の魂たま裸ら醒せだ。人型をしたものにアンテナをくっつけると、自在に操あやつれるそうだ」

　九里浜は眉まゆをひそめた。

「って、この公園にはあんな銅像が百体はあるじゃない」

　それは言い過ぎだ。が、現状認にん識しきとしてはそれほど間ま違ちがっていない。

「うん。だからそのことを夏月に伝えなきゃならなかったんだけど──」

「バカ！　アホ！　なんで教えなかったのよぅ！」

「自己弁護のしようもない」

　八阪井親子は、待ち受けている敵が赤池であることを知らない。加えて、この公園が銅像だらけであることも知らないだろう。引っ越こして二ヶ月そこらでは、知らないほうの可能性が高い。

「急いで夏月に追いつこう。もっとも今からじゃ、一番上にたどり着く前に追いつくのは絶望的だけど」

「アタシはどうしたらいいカシラ」

　志都佳を背負ったままの佐倉が聞く。

「難しいな。君に一人で下山してもらうというわけにはいかないけど、僕たちが護衛に付いたら、山上で夏月達が孤こ立りつする」

「一人が護衛について一人が山上に向かうという手もあるけど──戦力の分散は得てして両方悪い結果になるものよね」

　九里浜がもっともなことを言う。

「こんな状じよう況きよう、パズルにあったわねえ」佐倉は言った。「『狼おおかみと羊を従え、キャベツを抱かかえた旅人が河にたどり着きました。対岸に行きたいのですが、渡わたしにあるのは小さい船で、一度に二つのものしか乗せることができません』ってやつ」

　それを受けて九里浜も言う。

「『ただし、人の手の届かないところに行くと、狼は羊を食べ、羊はキャベツを食べてしまいます。さてそこで問題です──』」

「『河の上流から鉄てつ砲ぽう水がせまっていますが、さてどうすれば助かるでしょう』ってやつだね」

　最後は僕が締しめた。

　僕に向かってきたのは、二組の冷たい視線だった。

「なんだいその目は。重苦しい雰ふん囲い気きを吹ふき払おうと小こ粋いきなジョークを言ったのに」

「あんたのジョークはわけわかんないのよぅ」

　九里浜の評価は容よう赦しやなかった。

「……その時は、山の上に逃にげるしかないんじゃないカシラ？」

　佐倉は、設問に対する答えを口にしていた。

「僕らもそうするか」

「……そうね」

　かくして合意は形成された。志都佳には悪いが、ここは我が慢まんしてもらうしかない。

　佐倉が来た道を指さした。

「でも、目的地が一いつ緒しよだからといって、あいつらがすんなり行かせてくれるかしらね」

　足音ではない──今度は、何かが這はい寄るような奇き妙みような音だった。しゃしゃしゃしゃと急にピッチが早まり、ついにそれが視界に入ってきた。

　さっきのとは別の像が、地を這いずっていた。ただし、彼の胸から下にはなにもない。下半身を失った男が、両りよう腕うで二本で這っていた。

　両手で地面を叩たたくと男は跳はね上がり、とびついてきた。

「う、うああーッ」

　僕は叫さけびつつ棒をブン回した。さながら、ゴキブリが自分めがけて飛んできたときのような、反射的な行動だった。うまい具合に空中で叩き落すと、ガツンと鈍にぶい音を立てて男は地面に落ちた。が、しばらくするとじたばたと暴れ出して這いずり始める。

「なんだよこりゃ！」

　疑問は、像の断面を見て氷解した。その断面は、きれいにまっ平らだった。まるで、左ひだり肩かたから腰こしへ鋭するどい刃は物もので切り下ろしたかのような直線だ。

　いや、刃物じゃない。衝しよう撃げき波はだ。

　さらには、めきょめきょと小枝を踏みしだくような音が道の脇わきから聞こえてきた。先ほど突つき落としたはずの銅像が、斜しや面めんを登って戻もどってきた。どこかの木に引っかかったのか、落ちたのは短い距きよ離りだったらしい。

　九里浜は鉄てつ扇せんで、上半身像を示した。

「たしかこっちが高たか山やま周ちか興おきで……」

　それから修しゆ行ぎよう僧そうのような姿の像を指し、

「こっちは島しま岡おか秀しゆう全ぜんだったわね」

「君は平磐の歴史に堪たん能のうらしいな」

　公園に建つ銅像はすべて、平磐という土地ゆかりの人物ばかりである。もっとも、日本史上有名な人物は平磐市からは出ていない。「幕末の時期に蘭らん学がく研究に打ち込んだ人物」「藩はん政せい改革に手を着け、藩の経済状態を持ち直させた為い政せい者しや」「平磐名物食品を作った商人」と、全国的知名度という観点からは非常に微び妙みような方々ばかりである。

　ともあれこの際、郷土史などまったく関係ない。市の偉い人じんの手にかかって殺されても、ちっとも名めい誉よではない。

　二体の像──正確には一体と半体──は、僕たちの退路を塞ふさぐように並び、立ちはだかった。そして、僕らを亡なき者にせんと近寄ってくる。

　鎌かまの刃はを出して切り刻めば、像を無力化することはできるだろう。だが、腰で両断されても動けるところを見ると、完全に動けなくするためには結構入念に切り刻む必要があると思われる。そして、僕らに与あたえられている時間は余りに少ない。結局のところ、上へ向かうしかないようだ。

「九里浜、君が前を行け。僕が後衛をつとめる」

　志都佳を背負う佐倉を前後から挟はさむ格好で、僕たちは小走りに行軍を開始した。足あし下もとが危ないとか言っている場合ではない。適当に棒を振ふり回して像との距離を保ちつつ、僕たちは上へ上へと向かっていった。




　　公共の場所ではお静かに




　平磐城の本丸跡あと広場は、意外なほど静かだった。

　平磐市街を一望できる広大なフィールドを、数十体の銅像が闊かつ歩ぽしているという図を想像していたのだが、そうではなかった。二つの人ひと影かげ以外には動くもの一つとてない。一人は夏月、一人は──三千人さんだった。

　赤池はどこにいるのか、さしあたりその疑問はおいておく。まずは、背後からしつこく追いかけてくる島岡像と高山上半身をなんとかしたい。

　前方に池が見えた。鯉こいを飼っている広い池である。

「あの池に銅像を叩き込みましょッ」

　走りながら、九里浜がとっさの機転を口にした。

「なあ佐倉」同じく僕も走りながら尋たずねてみる。「銅って水に沈しずんだっけ」

「……どうだったかしらね？」

「君一高生だろ！　そのくらいサクッと答えろよ！」

「うるさいわねえ。アタシは理数系は苦手なのよ」

「十円玉は沈むからきっと沈むでしょッ。つべこべ言ってないでやるのよぅッ」

　九里浜が叫ぶ。

「そうでなかったら、池に沈むのは僕たちなんだけど」

　とにかく、池のほうへと走り寄る。

「……大助君！」

　夏月も僕に気づいたようだ。そして、僕たちの後ろから駆かけ寄る人影にも。

　池のふちを背にして、僕たちは銅像と向かい合った。島岡像は背に高山上半身を背負っている。ひたすらまっすぐ突とつ進しんしてくる銅像をぎりぎりまでひきつけて、寸前でひらりとかわす。器用にも銅像はへりで踏ふみとどまろうとしたが、そこへ後ろに回りこんだ佐倉が蹴けりを、九里浜が鉄扇による突っ込みをかました。たまらず銅像は、へりから落っこちた。派手な水しぶきを上げて、沈んでゆく。

「いえーい」

　佐倉と僕と九里浜は、バチーンと手をあわせて打ち鳴らした。

「大助君！　なんで来たんですか！」

　と、夏月が僕たちの間に割り込んできた。平時の彼女らしからぬ激しい口調に、先ほどのことを思い出してちょっとひるみかけたが、ここで引くわけにはいかない。

　さっきは情に訴うつたえかけようとして説得に失敗した。ならば今度は理性に訴えるべきである。

「下から新手に追い立てられた。こっちに逃にげてくるより仕方がなかったんだよ」

「新手!?」

　夏月は驚おどろきの声を上げた。

　僕は池を親指で指し示した。

「前に君が襲おそわれた、頭からアンテナを生やした連中だ。で、やむなく逃げ登ってきた」

「…………」

　ポンポン、と僕は夏月の背を二度叩たたいた。

　夏月は複雑な表情をしていた。あくまでもつきまとってくる僕にやや呆あきれ気味のようだった。が、内心で何かを割り切ったかのように、決意の表情で僕を見返した。

「わかりました。一いつ緒しよに山、降りましょうね」

「その言葉を待っていた」

「……大変、アレ！」

　佐倉の叫さけびに、咄とつ嗟さに僕は池に目をやった。

　ざばーっと派手な音を立て、水面から島岡像が起き上がってきた。

　どうやら、この池の水深は腰こしの下くらいまでの高さしかないようだ。道理で、転落防止用の柵さくがないわけである。今気がついた。

　九里浜が大声を出す。

「銅が水に沈むって言ったのはどこのどいつよぅッ」

　おまえだ。

　島岡の肩かたからぶら下がっていた高山上半身が、蛙かえるのように飛んで襲い掛かかってきた。

　咄嗟に棍こんを構えようとした時、夏月が滑すべるように前に進み出た。高山上半身を空中で叩いて落とし、間かん髪はついれず追い討うちを二発三発、踏みつける。ついには高山上半身は砕くだけ、粉々になった。

　僕たちは池から離はなれ、三千人さんのもとに集合する。池から上がってくる島岡像から視線を動かさないまま、三千人さんは言った。

「これはひょっとして……グラン・ギニョル!?」

「そうです」僕は言った。「黒幕は赤池です──船子は赤池の手で監かん禁きんされていました」

　三千人さんは眉まゆ根ねにしわを寄せた。

「なあ、大助君。登っている間にちょっと気になっていたんだが、この公園、やたらと銅像が多くないか？」

「はい。少なく見積もって、五十体くらいはあるんじゃないかと」

　眉根のしわが深くなる。

「……私が知っている頃ころの彼の能力は、せいぜいお人形さんを操あやつる程度だったが、成長したらしいな」

「その……通りさ」

　三千人さんの言葉に、答える声があった。声は島岡像から発せられていた。

「私はこの数年を漫まん然ぜんと過ごしていたわけじゃない。昔なら、せいぜい酒の席での隠かくし芸というところだったが、今ならサーカスだって開けるぜ」

「聞きたいことがある。なぜ村を裏切った」

「聞くようなことか？」

　銅像の口を介かいしてしゃべるというよくわからない通話方法だが、その口調には憎ぞう悪お、苛いら立だちといった負の感情が感じられる。

「先の戸有内乱がなぜあんなでかい騒さわぎになったと思う？　長老派のやり方に不満を持っている奴やつらが、少なからずいたからだ。内乱は押さえられたが、それで別に不満がすべて根絶されたわけじゃない。古すぎるんだよ、あの平安人どもは。現代には現代のやり方があるはずだぜ。あんただって、多かれ少なかれ不満を抱いだいているはずだろ？」

　三千人さんは、なんの反論もしなかった。

「そもそも俺が渉しよう猟りよう手しゆに志願したのは、反乱側に身を投じるためだった。村に怪あやしまれずに村の外を歩ける仕事だからな。そしてたまたま船子を見つけたんだ。平磐という鉱脈を発はつ掘くつした船子をな」

「それで、船子の事業を乗っ取ったわけか」

「そうとも。これだけの数の魂たま裸ら醒せがいれば、十分戸有に拮きつ抗こうできるだけの戦力になる。俺が反乱側に入る際のいい手みやげになる、と思ったのさ。もちろん、『一緒に反乱側につこう』って船子も誘さそったんだぜ──あいつ一人に労働させておいて、俺が一方的に搾さく取しゆするのもどうかと思ったんでね。ところがあいつは、村にも反乱側にも、どっちにもつかないなんて訳のわからんことを言い出した。というわけでやむなく監禁し、血液製造マシーンとして余生を送って頂くことにした、というわけだ。あんたも一口乗らないか？」

「おまえの計画は今ここで潰つぶす」

　三千人さんは担かついでいた竹たけ槍やりをくるりと回し、切っ先を島岡像に突つきつけた。

「潰せるものなら潰してみろ」しかし赤池の声は余よ裕ゆうだった。「俺は漫然と過ごしていたわけじゃないって言っただろ？　あれを見てみろ」

　島岡像は錫しやく杖じようで、東側上り口を指差した。そこには、本丸跡あとへ登ってくる人ひと影かげがあった。

「フン」三千人さんは鼻で笑う。「貴様の成長は認めてやるが、この私になめた口を利きくなよ。銅像の一体や二体──」

　人影は、一つではなかった。その後ろからさらに二体目三体目と銅像が歩いてくる。

「──三体や四体──」

　南側上り口を見み渡わたせば、こちらからも銅像が迫せまってきていた。

「──五体や六体──」

　本丸跡の奥のほうで馬のいななき声が聞こえてきた。見れば、戦国時代の平磐城城主、騎き乗じようした葛か東とう晴はる正まさ像が台座から降りようとしている。

　もう、三千人さんはコメントしなかった。

　気がつくと、僕らは四十体超ちようの銅像に囲まれていた。武士、政治家、商人、学者と見た目はさまざまだ。さりげなく、ブラック・コーヒーに展示されていたマネキンも混じっている。

　対して僕らは五人。

「……一人十体がノルマかな」

　僕はぼそりと言った。

「……アタシも？」

　半笑いを浮うかべながら、佐倉が聞き返す。

　途と端たん、銅像が一体、佐倉に飛びかかった。大工の姿をした銅像で、両手にトンカチとノミを持っている。視線をよそに向けていたせいで、佐倉が気づいた時には、ノミが佐倉の眼前に迫っていた。

「危ない佐倉！」

　棍こんを伸のばして、僕はトンカチを受け止めた。と同時に鎌かまの刃はを出し、横一文字に引く。大工の銅像は胴どう体たいから真っ二つに裂さけた。夏月が飛び出し、上半身にパンチを、下半身にキックを叩たたき込む。大工の上半身とか半身はそれぞれ別の方向へ、他の銅像を巻き込みながら吹ふき飛んでいった。

「あーもう」佐倉は夏月の背後に回り込んで文句を垂れた。「アタシの顔をノミで彫ほろうっての!?」

　気持ちはわからないでもない。佐倉の顔は少々頰ほお骨ぼねが高すぎる。

　ひるがえって見れば、九里浜が銅像を相手に苦戦していた。そりゃそうだ、どんなに鉄てつ扇せんで叩いてみても銅像は痛くもかゆくもないだろう。せいぜい相手の攻こう撃げきを受け止めることしかできず、防戦一方である。

「こいつらったら、痛み感じないわけ!?」

「痛覚があったら驚おどろきだな」

　九里浜のわきから三千人さんが飛び出て、竹槍を力一いつ杯ぱい突つき込んだ。どういうわけか竹槍は銅像を貫つらぬき背中側まで抜ぬけた。魂裸醒は物理法則にのっとらない代しろ物ものだが、このような光景を見せられるとやっぱり目を疑いたくなる。

　竹槍で突き刺さしたまま、銅像をブン回す。三千人さんは、進路上にあった銅像を次から次へとなぎ倒たおしていった。しかし、銅像と銅像をぶつけ合わせたところで、きれいに砕くだけ散るものでもない。細かいパーツは折れはじけるにせよ、本体は頑がん丈じようそのもの、一時的に銅像軍を退ける程度の効果しか及およぼさなかった。

　五分も競せり合わないうちに、僕らは悟さとらざるを得なかった──これは絶望的な戦いである、と。奴やつらは痛みを知らなければ退ひくことも知らない。身体からだを真っ二つにしても、上半身だけでにじり寄ってくる。というか、銅像多数を思いのままに操あやつる能力だなんてそんなのアリか。

　僕らはじりじりと追いつめられていた。お互たがいを背に、円を描えがくように寄り添そう格好となっている。逃にげ道はどこにもない。

「誰だれ一人ひとり、ノルマを達成できそうにないですね」

「起死回生の手がないでもない」三千人さんが言う。「赤池本人を直接叩き、『グラン・ギニョル』を止める。私と夏月をここに呼び出したということは、奴はこの広場のどこかにいる。これだけの魂たま裸ら醒せの力を発揮するには、近くにいなければならないはずなんだ」

　それは納なつ得とくできる指し摘てきだ。ここにきて、島岡像は下にいた頃ころより明らかに器用な動きをしている。

　だが、ならばどこから赤池は僕たちの姿を眺ながめているのか。山頂方面に向かうなだらかな斜しや面めんの茂しげみ、林立する松の木、屋根のついた小さな休きゆう憩けい所。人一人が隠かくれられそうな場所はいくらでもある。あるいは意表をついて池の底に潜もぐっているとか。こういうときは、無限にだだっ広いこの公園が恨うらめしい。赤池自身が「ここにいます」とでも名乗り出てくれない限り、探し出すのは不可能に近い。

　…………

　いや、方法はあるか？

　僕は幽ゆう体たいを出し、夏月、三千人さん、九里浜、佐倉に順番に触ふれ、考えを直接伝えた。船子に聞かれるわけにはいかない。
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「……うまくいくでしょうか？」

　夏月の疑問に、三千人さんが答える。

「いや、やってみる価値はある。失敗しても、事態が悪化するわけじゃない」

「これ以上悪化のしようがないものね」

　佐倉が後押しする。

　僕らは立ち位置を変えた。夏月と佐倉を囲い込むように、僕と三千人さんと九里浜が輪を描いて立つ。

　三千人さんは竹たけ槍やりを担かつぎ上げ、やたら卑ひ屈くつな態度で語りかけた。

「なあ赤池君。このままでは君の勝ちだ。間ま違ちがいない。ただその前に、ちょっとだけチャンスをくれないかね？」

「チャンスだと？」

　面白そうに赤池は言い返した。

「私の魂裸醒、『ビースト・イン・ビュー』を一発投げさせてくれたまえ。ひょっとしたら、どこかに隠れている君に当たるかもしれない」

「本気で言ってんのか？」

「宇宙から降ってきた隕いん石せきが、家屋を直ちよく撃げきすることだってあるさ。世の中何が起きるかわからない」

「ポキン活動家とも呼ばれた男が、面おも白しろいジョークを言ってくれるな。あんたの槍やりじゃ檻おりの中の象にも当てらんねえよ」

　三千人さんはにやりと笑った。

　三千人さんの任務はすでに終しゆう了りようしていた──十分な時間を稼かせいでいた。携けい帯たい電話の電話帳から相手を選び、電話をかけるだけの時間を。

「せーの、──」

　夏月と佐倉はタイミングを合わせ、通話ボタンを押した。夏月は僕の携帯へ、佐倉は赤池の携帯へ。

　数瞬おいて、二つの着信音が斜面の茂みの中から発せられた。

「そこかァァ──ッ！」

　一歩助走をつけて、三千人さんは槍を投げた。槍は恐おそろしいほど一直線に宙を走り、茂みの中へと突つき刺さった。

　銅像たちの動きが一いつ斉せいに止まった。




　僕と夏月が前面に出て、鳴り続ける着信音の元に走りよった。

　身構える必要はほとんどなかった。赤池は胸の真ん中を槍で貫つらぬかれ、地面に縫ぬい付けられていた。仰あお向むけ、大の字になっている。

　と、赤池の目が動いて僕を見た。

「くそったれが……！」

　胸に大穴が開いているかと思ったら、そうでもなかった。槍が刺さったその場所からまったく出血していない。

「魂裸醒で幽体だけを捕つかまえているのかな」

「その通り」あとからついてきた三千人さんが答える。「鍛たん錬れんを重ねれば、魂裸醒でただ幽体のみに干かん渉しようすることもできるようになる。かなりの上級技術だがね」

　それから赤池に目をやる。

「公共の場所では、携帯の電源を切るべきだったな。素す晴ばらしい教訓話じゃないか」

　殺人的な勢いで、赤池は三千人さんをにらみつける。しかし、三千人さんは撫なでられたほどにも感じていないようだ。

「この野や郎ろう……！」赤池はあがいた。「俺を倒たおしたからっていい気になってんじゃねえ。俺が死んだことが知れれば、反乱側の連中が大挙して平磐にやってくるぜ」

「それは重ちよう畳じよう」三千人さんの余よ裕ゆうは小こ揺ゆるぎすらしなかった。「連中をこの地で一いち網もう打だ尽じんにできるというわけだ」

　槍に手をかけ、持ち上げると、赤池の体から幽体だけが剝はぎ取られた。赤池の幽体は串くし刺ざしにされたままじたばたと暴れるが、それはむなしいあがきだった。

「持っていてくれ」

　三千人さんは竹槍を夏月に持たせると、あいた両手でぐったりとしている赤池の肉体を抱かかえ上げた。

「どうするんです」

　僕が聞くと、三千人さんはさらりと答えた。

「処しよ刑けいする」

　池のそばまで行くと一いつ旦たん赤池の体を下ろし、靴くつを脱ぬがせて池のほとりにきちんと並べた。それから、無造作に赤池を池へと落っことす。赤池の体は石のように池の底へと沈しずんでいった。

「あー、えっと──」僕は尋たずねた。「これでは赤池は死んでしまうのでは──」

「死ななかったら驚おどろきだな」

　口調は平板だった。

「先天的に魂たま裸ら醒せの血を享うけている者は、幽ゆう体たいをはがしただけで魂裸醒を封ふうじることはできない。いずれ時間をかければ蘇よみがえる。だが、還かえるべき肉体を失えば、幽体もまた天に昇のぼるしかないというわけだ」

　そして、三千人さんは僕を見た。真しん剣けんな眼まな差ざしが僕を突き刺さしていた。

「君が首を突っ込んだのは、つまりこういう世界なのさ」

「…………」

「うああッ」

　背後で夏月が悲鳴を上げた。振ふり返ると、赤池の幽体が最後の抵てい抗こうを試みていた。自らの体を槍から引っこ抜ぬくと、取り付こうとでもいうのか、夏月に襲おそい掛かかる。

　咄とつ嗟さに僕が前に出た。だが、鎌かまの刃はを伸のばしたところで赤池の幽体までは届かない。

「夏月ッ!!」

　無む我が夢中で、僕は棍こんを突き出した。

　その時、手の中で棍が脈動した──ように思えた。地下室ではじめて鎌の刃を出した時のような、あの脈動が。

　心の動くままに、僕は魂裸醒を解き放った。

　棍の先せん端たんから、白い光がほとばしった。空へ向かって、ただまっすぐに伸びる光が。棍を振り下ろすと、白い光はやすやすと赤池の幽体を切り裂さいた。

　幽体は浮ふ揚ようしたまま、空中にとどまった。が、やがて幽体は真っ二つに分かれ、すぐに霧きり状じようになって消え去った。

　僕は呆ぼう然ぜんとした。

　またもや棍が予想外の形を取った。何が起きたのか、自分でもすぐに理解することはできなかった。一つだけ、はっきりわかったのは──僕の魂裸醒が夏月を救ったということだ。

「今のは──」

　夏月も自失状態のまま、父親に質問する。

　三千人さんも驚きに目を見開いていたが、やがてその表情は面おも白しろいものを見つけた時のように変化していった。

「固着していない魂裸醒は、自由に形を変えることがある。君の魂裸醒の未熟さが夏月を救ったというわけだな、三鶴城君」

　三千人さんは、僕に向かって親指を突き立てた。
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　翌日、地方紙一面の左下隅すみに奇き妙みような記事が掲けい載さいされた。本日未明、平磐市在住の男性が平磐城公園を登ったところ、公園の銅像四十七体のほとんどが台座から剝ぎ取られ、本丸跡広場に並べられているのを発見したという記事である。規模からして複数の人間によるいたずら目的の犯行だとして、当局は捜そう査さしているとのことだ。

　なお同時に、本丸跡広場の池に溺でき死し体たいが浮うかんでいるのも発見された。この人物の事件との関連性を調査すべく、当局は身元確かく認にんを急いでいる。なおこの人物自身に関しては、池のふちに脱いだ靴がそろえて置いてあったこと、誤って落ちたにしても溺おぼれるような水深ではないこと、池の中でもがいた跡がないことなどから覚かく悟ごの自殺と見られている。




　当然僕は船子の件を三み千ち人とさんに報告した。それを受けて三千人さんは、軽トラに乗ってブラック・コーヒーに向かい、数時間後に帰ってきた。行く時も帰ってきた時もたった一人だった。

「船子のことは、問題なく処置したよ。これから先、船子の血が平磐市民にばらまかれることはないだろう」

　三千人さんはそう言い、それ以上のことを口にしようとはしなかった。僕もそれ以上聞こうとは思わなかった。聞いたところでいい気持ちになるとは思えなかった──赤池の処置方法を目まの当たりにしている身としては。




　本丸跡広場での決着の後、三千人さんはレニーの遺留品をすべて回収し、衣服は全て自宅庭先の焼しよう却きやく炉ろで完全に灰になるまで焼いて、アクセサリー類や携けい帯たい電話は橋から平磐川に落っことした。その後レナード岩山の捜そう索さく願ねがいが家族によって出されたらしいが、真実が彼らに明かされることは決してないだろう。




　門野は全治六ヶ月の重傷と診しん断だんされ、入院を続けている。よく考えてみれば、彼もかわいそうな奴やつである。それと知らずに、戸有の戦争に巻き込まれたのだから。自分が門野の立場でなくて良かった、と幸運を神に感謝したくなる。




　鈴木は駐ちゆう車しや場で死にかけているところを発見され入院したが、既すでに記き憶おくを奪うばわれていたので、誰だれに轢ひかれたのか喋しやべることはできなかった。車にはねられたショックで記き憶おく喪そう失しつ状態に陥おちいったのだろうと診断され、療りよう養よう生活を送っているらしい。なお、三千人さんは船子の用事を済ませた後、事故車をどこかに隠かくした。そして数日後、軽トラックは新品同様に修理されて戻もどってきた。事故現場に落ちた塗と料りようや破は片へんから足が付くのを恐おそれたものと見える。立派な犯罪者だとしか言いようがない。




　佐倉は、特に何の処置をされるでもなく、ごく普ふ通つうに日常生活に戻った。「あんな毒にも薬にもならない魂たま裸ら醒せは初めて見た」と三千人さんが妙みような興味を抱いだいたらしいのである。本人も決して悪い奴ではない、というかなかなか愉ゆ快かいな奴なので、時々ツラをつき合わせては街中をぶらついたりしている。あくまで時折だが。




　志し都づ佳かの胸に過か醒せい紋もんが現れている件を三千人さんに伝える際、夏か月づきはこう付け加えた。

「でも、この程度なら、今すぐ魂裸醒を封ふうじれば問題ないと思うんですけど」

　三千人さんはその意見を採用し、その場で魂裸醒封じを行った。どうやら、殺さねばならないほど過醒が進行しているわけではなかったようだ。そう聞いて僕は胸をなで下ろしたが、同時に肝きもを冷やされた。今回は紙一ひと重えで助かったのであって、発見が遅おくれていれば、志都佳も殺さざるを得なかったのだ。誰が過醒状態に陥っても不思議ではない。親しい人間が取り返しのつかない状態になっていた場合、僕は正しい行動を取ることができるのだろうか。

　そんな事態に出くわさずにすむことを祈いのるしかない。

　志都佳は病院に戻り、程ほどなくして退院した。今回の一件が彼女の精神状態になんらかの悪あく影えい響きようを与あたえねば良いのだが、と懸け念ねんしていたのだが、久しぶりに登校してきた志都佳は以前と変わらぬ元気さを取り戻していた。変わったのは一点、左目の上の傷を隠す大きなサングラスを着用するようになったことくらいである。

　夏月は、志都佳の目を見て話すことができずにいる。志都佳の数日分の記憶を奪っているとはいえ、彼女の傷をえぐったという事実は夏月の胸の中に重くのしかかっているようだ。会うたび、夏月は志都佳にものすごく気を遣つかう。見ていて哀あわれになってくるほどだ。間にわだかまる不自然さを取り除くにはまだまだ時間がかかりそうだ。時間が解決してくれればいいんだが。

　ちなみに、レニー、鈴木、門野、志都佳の件も、撲ぼく殺さつ魔まの新たなる犯行として人々の記憶に留め置かれることとなった。巷ちまたの噂うわさによると、撲殺魔はいまだに活動し続けているらしい。どこぞの山中に住み着き、新月の晩になるたびに山から下りてきて若者を襲おそい、脳に管を突つっ込んで記憶を吸うのだとか。この噂にインスパイアされて、志都佳は新たな演劇シナリオを書いている。

　その点に関して夏月は内心憤ふん慨がいしているようだが、自じ業ごう自得だと思って諦あきらめている。




　任務を遂すい行こうした八阪井親子は、戸有に帰ってしまうんだろうと思い込んでいたが、聞いてみると意外な答えが返ってきた。

「しばらく平磐に住み込むことにしたよ」と三千人さん。「理由は三つある。まず、船子の血が生み出した魂裸醒が平磐市にどれだけいるのか、まったく把は握あくできていない。これは放置するわけにはいかない大問題だ」

「えーと、僕の魂裸醒も封じるんですか？」

　問うと、三千人さんは胸ポケットからマッチ箱を取り出した。中には例の黒い丸薬が詰つまっているのだろう。

「君が希望すればすぐにでも魂裸醒を剝はがしてやるがね。私としては、君にはそのままでいて欲しいんだ」

「裸ら光こうを吸収してほしいから、ですか」

「そうではない。平磐の現状を考えれば、君一人の魂裸醒を剝がしたところで、裸光の吸収量に影えい響きようは出ないだろう。問題は、裸光を吸収する人間があまりに多すぎるということでね。超ちよう常じようの能力を得た人間が掃はいて捨てるほどいるとすれば、力を悪用する奴が必ず出てくる。おそらく、私と夏月だけでは対処しきれないだろう。赤池の言葉が正しければ、脱だつ走そう者連中も平磐にやってくる。人手が要いるのは間ま違ちがいない。そこで、君の力を頼たよりたいのさ」

「僕の力が、頼られるに値あたいするんでしょうか」

「それよ、それ」三千人さんは僕を指さす。「自分の力に対し、過大な評価をしないところがいい。君は力を振ふるうことにかなり慎しん重ちようだ。夏月から聞いたが、君は勝てる相手としか喧けん嘩かしたがらないそうじゃないか」

「祖父のいまわのきわの遺ゆい言ごんで、『喧嘩をするときはコンクリートマッチで戦え』と言いつけられておりますので」

「コンクリート？　セメントマッチでなく？」

「はい。喧嘩をするときは、あらかじめ相手の足元をコンクリートで固めておけ、という意味合いです」

「君の祖父はいまわのきわに色々と言い残したらしいな」

「ええ。心臓が悪かったんですけど、医者に『棺かん桶おけに片足どころか両足突っ込んでいる』という診しん断だんをもらってから十年生き延びましたからね」

「なるほど。で、どうだね」

「そこまで言われるのであれば、今後も微び力りよくを尽つくさせて頂きます。平磐市に住む人間にとっては、他人ひと事ごとではないですからね」

「ありがたい。期待してるよ、三み鶴つる城ぎ君。ま、私の目が曇くもっていたとしても、その時は公園の池にもう一つ溺でき死し体たいを浮うかべればいいだけだし」

「…………」

　この人は、今日の夕食のメニューを教えるようなさらりとした口調で、恐おそろしいことを言うのが好きらしい。三千人さんなら、鼻歌を歌いながら死体を畑に埋うめ、そこにサツマイモを植えることだってやりかねない。

「二つ目は、夏月だ。こっちの高校に転校したんだ、できることなら卒業まで一つの学校にいさせたい」

「それは意外ですね。そういうのって普ふ通つう、組織の目的達成が第一義にあって、個人の幸福は無視されるもんじゃないんですか」

「君は、夏月の幸福が無視されてもいいと思うかね」

「いいえ」

「ならいいじゃないか。そして最後の三つ目は、君の魂たま裸ら醒せだ」

「僕のですか？」

　意表をつかれ、危あやうく声が裏返るところだった。

「ああ。君の魂裸醒に純じゆん粋すいな興味がある。船子の幽ゆう体たいを叩たたき落とした時、妙みような具合に変化しただろ？　あれはそう見られるものじゃない。一いつ般ぱん的に、魂裸醒ってのはそう形が変わるものではないはずだ」

「思いを込めれば魂裸醒はその姿を変える、と船子は教えてくれましたけど」

「それにしたって限界がある。だから、君の力をもう少し見み極きわめたい、と考えているんだ。そういえば君、魂裸醒の名前をどうするつもりかね」

「名前？」

「そう。我々は便べん宜ぎ的に、自分の魂裸醒に名前を付けている。魂裸醒の形は人によって千差万ばん別べつだからな」

　ちょっと考えてから、僕は答えた。

「『パープル・シックル』とでもしましょうか」

「シックルというのは草くさ刈かり鎌がまだろう。死神の鎌とは違ちがう」

「赤池の幽体を切り裂さいたのも死神の鎌とは違いますよ。しょぼい草刈り鎌と喧けん伝でんしておけば、相手がなめてかかってくれるんじゃないですかね。油断しているところを、最後に赤池を倒した殺人光線でズバーッと倒す、と」

「君は本当にコンクリートマッチが好きらしいな」

　三千人さんは変に感心していた。




「そうですか」

　僕が三千人さんに従って活動する旨むねを告げると、夏月は小さな声で言った。

　翌週月曜の昼休み、場所は屋上である。夏月は、屋上を囲う背の高い金かな網あみ越ごしに、校庭を見下ろしていた。週末をベッドの中で過ごして療りよう養ように当てたそうで、もうほとんど悪いところがないように見えたが、その声は沈ちん鬱うつとしたものだった。

「ねえ夏月」僕は心配になって尋たずねた。「やっぱり、僕が君たちの事情に関かかわるのは、迷めい惑わくかな」

「そんなことはないですよ」夏月は即そく座ざに否定した。「ただ、大助君のほうが迷惑なんじゃないかと──」

「迷惑じゃない、って前に言っただろ」

　夏月は黙だまり込んだ。

　気まずい。何らかのジョークで笑わせて状じよう況きようの打破を図るべきなのだろうが、そう都合良く適した冗じよう談だんをぽんぽんとひねり出せるわけでもない。何らかのとっかかりを求めて、僕は校庭を見下ろした。

「昔、──」

　突とつ然ぜん、ぽつりぽつりと夏月がしゃべり始めた。

「村の仕事で、ある後天性魂裸醒の男の子を監かん視ししていたことがあります。裸ら光こうの吸収量の調整のために血を飲まされた人です。彼に近づくのに、私は身分を隠かくさなければなりませんでした──それが村の掟おきてですから」

　変わらず、夏月は金網越しに、校庭でサッカーやバレーに興じている連中を眺ながめていた。

「彼は思いやりがあって、優やさしい人でした。何度も顔を合わせるうちに、だんだん良心がうずいてきたんですよ。この人を騙だましたままでつきあうのがいいことなのか、って。悩なやんだ末に、私は全部を彼にぶちまけることにしたんです。戸有のことも魂裸醒のことも、過か醒せいのことも、──過醒の後には死が待っていることも」

　メキョ、と金網が妙な音を立てた。無意識のうちに、夏月が金網をつかむ手をより強く握にぎりしめたのだ。

「彼は、すべてを知って逃にげ出しました。過醒という死の運命を知って、恐ろしくなったのだと思います。私は、そんな結果を招くということをまったく予想していませんでした──ちょっと考えればわかりそうなものですけど、でも、その時は彼を信しん頼らいしていたんです。きっとすべてを受け入れてくれるだろうって」

「その後、その彼はどうなったの」

「それ以来、会っていません。彼の追つい跡せきは渉しよう猟りよう手しゆにまかされました。数日後、過醒に陥おちいった彼を処しよ刑けいしたという話だけ聞いています」

　僕は思いきって尋ねた。

「その男の子って、僕に似てるの」

「雰ふん囲い気きは、そうかもしれません。でも一つだけ、決定的に違ちがう点はありますよ」

「それは？」

「大助君は、逃げずに私のことを追いかけてきてくれたじゃないですか」

　金網から離はなれた手が、僕の手首をつかんだ。夏月は僕を見上げ、言った。

「まず、公園でのこと、謝ります。本当にごめんなさい」

「ああ。それはもう、気にしていない」

「大助君が私たちの仕事を手伝うって言うんなら、一つだけ条件を聞いてください」

「……何かな」

「絶対に、私の前からいなくならないでください」

　手首を握る手に力がこもる。

「──お願いですから」

　親にしがみつく小さな子供だ、と思った。見捨てられることを恐おそれる子供の目だ。

　結局のところ、夏月も普ふ通つうの女の子なのだ。戸有の人間であるという過か酷こくな義務を生まれながらに課せられて、完全に割り切れるほど大人になっているわけではない。自分の正気を保つためにも、なにかにすがらずにはいられないのだ。

　すがられて、どうしてその手をはねつけることができる。

　僕は手首をつかむ夏月の手を取った。夏月の目を正面からのぞき込んで、

「誓ちかおう」

　それだけ言った。

　夏月の告白は続いた。

「私が血を飲ませたんだってことも、わかってたんです。ものが二重に見える、って大助君が初めて言った時点から。でも、本当のことを言うと、大助君がいなくなっちゃうと思って、言えなかったんです」

「もういいよ」

　ポンポンと夏月の肩かたを叩たたく。このまま背に手を回して抱だきしめようか、と思ったその瞬しゆん間かん、背後で勢いよく階段室のドアが開く音がした。僕と夏月は反射的に半歩退いた。

「アホ三助！　どこにいるのよぅ」

　九里浜は僕たちの姿を認め、駆かけ寄ってきた。その場のただならぬ空気をすぐに察知して、

「なにやってんの、あんたたち」

「二人で指ゆび相撲ずもうをしていた」僕は適当に言い、九里浜に手を伸のばした。「君もやるか」

「結構よぅ」

「それよか、九里浜こそ何しにきたの」

　すると、九里浜は手の中のパンをポポイと放ほうり投げ、僕と夏月に渡わたした。

　購こう買ばいで売っている焼きそばパンだった。昼休みになると毎日争そう奪だつ戦が起きる一番人気の総菜パンである。実際に食ってみるととりたててうまいわけでもないのだが、何な故ぜか焼きそばパンという名前には訴そ求きゆう力があるらしい。

　そんなパンが、九里浜が自分用に取り出した物も加えると、この場に三つある。

「九里浜、このパンのために一体何人の人間を殺した」

「アホかッ」

　九里浜はエア・キルで僕の頭を叩いた。

「それ以外に、どうやって三つも焼きそばパンを入手できるって言うんだ」

「言っとくけどね、あたしがウィンク一つ投げれば男どもはこぞってひれ伏ふすのよ？　ついさっきも、モーゼみたいに人の列を割ってきたんだから」

「気持ちはわかる。九里浜からウィンクをもらったら、僕は恐きよう怖ふのあまり逃げる」

　今度は鉄てつ扇せんで喉のど元もとを突ついてきた。さすがにこいつは回かい避ひした。

「あんたは人の好意を素す直なおに受け止められないのッ!?」

「……好意って？」

「これは報ほう酬しゆうよ。今回の事件、あたしの助手として働いてもらったことに対する」

「私もいつの間にか純ちゃんの助手だったんですか？」

　手の中のパンを、夏月は不思議そうに見つめた。

「それなんだけどねえ。あたしらで探たん偵てい局立ち上げない？」

「探偵局？」

「別に、大げさなものは考えてないけど。平磐には未知の魂たま裸ら醒せが一いつ杯ぱいいるんでしょ？　魂裸醒対策のチームを発ほつ足そくさせたらどうかなあって思うのよ」

「気をつけろ」僕は夏月に言った。「あいつは僕たちを焼きそばパン一個で買収しようとしている」
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「いいですねえ」ところが夏月はメチャ乗り気だった。「どうせなら、みんなで力を合わせたほうが楽しいですし」

「さすが夏月、話がわかる」九里浜は夏月に抱きついた。「今日から『九里浜探偵局』発足よ。もちろんあんたも加わるでしょ」

　僕は抗こう弁べんした。

「僕を買収したければパフェ持ってこい」

「わがままねえ」

　言って、九里浜は僕の手の中から焼きそばパンをもぎ取った。

「何をする」

「あたしの呼びかけに応じられないんなら、返しなさい」

　僕も手を伸ばして、焼きそばパンを取り返す。

「これは僕の働きに対する報酬じゃないのか」

「勝手に敵に捕つかまったり、さんざん足を引っ張っておいて、自分から報酬を要求するつもり？」

「君だって作戦内容を力一杯赤池に伝えただろ」

「あれもあんたが捕まってたから悪いんじゃないのよぅ」

「もう、ケンカしないでくださいよ」夏月が割って入った。「私たち仲間ですよ。なかまなかま」

　仲間という言葉を嬉うれしそうに連呼する夏月を見て、僕も九里浜も思わず黙だまり込んだ。

「しゃーない」九里浜は折れた。「そのパンは取っときなさい。ただしあんたには、九里浜探偵局の助手としてキリキリ働いてもらうからね」

「もう少しまともな役職名はないのか」

「じゃあ……永世助手？」

「永遠に助手かよ」

「下げ僕ぼくとか奴ど隷れいとか呼ばれないことを感謝しなさい」

「あのね、──」

「なーかーまー！」

　夏月が強ごう引いんに手を取り、僕と九里浜に握あく手しゆさせた。

「みんなで仲良くやりましょう！　ね？」

　こうまで強く言われては、頷うなずかざるを得ない。結局のところ、夏月と一いつ緒しよにいることが僕の望みなのだから。
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　こんばんわ六塚光です。

　ムツヅカアキラと読んでください。

　さて。高校生を主人公にした物語を書いたのだからあとがきには自分の高校生の時の話でも書こうカシラ、と思ったのですがよく考えてみれば僕にはそのような記き憶おくがありません。一応三年在ざい籍せきしたのですが実際に通ったのは五日くらいですかね？

　そんな僕がなんでまた現代日本の高校生を主人公に据すえた話を書いたかというと「ウェブに日記を書くような調子で物語を紡つむいだら楽だよねー」という身も蓋ふたもない理由からであって、高校に行ったことがない人間が高校生の話を書くという皮肉に気がついたのは、既すでに投とう稿こう作品が半分くらいできあがった頃ころのことでした。

「俺の場合中世ファンタジーの話を書くのも学生の話を書くのも一いつ緒しよじゃん！　ゲェェーッ！」とは思ったのですが、まわりに高校生活を体験したことのある人間は山ほどいるしまあいいか、と気がついて書き続けました。

　この時点で、まわりの人間に高校生活の実態に関するヒアリングをはじめました。

　ところで僕は現在大阪に住んでいるのですが、一九歳までは岩手県に住んでいました。つまり高校までの教育に関しては岩手県民的な感覚を持ち合わせているわけですが、実態調査を行っているうちに、この感覚が関西の人間とは全まつたく異なるという点に驚おどろかされました。そりゃまあ都市圏けんには私立高校が山のようにありますもんねえ。通学に電車使うし。何人かは「家の近所にあるから、という理由で高校を選んだ」などと言っていたものですが、そりゃどういう意味ですか。僕の家の場合、最も寄よりの駅は一〇キロ、高校は一五キロほど離はなれてましたよ？　駅まで一か月のバスの定期代が二万円でしたよ？

　一度は「話の舞ぶ台たいを都市圏に移そうか」とも考えたこともあるのですが、調査結果には「こりゃ全然感覚がつかめねえや」と打ちのめされました。ま、そもそも都道府県で二番目に広い岩手県の人間と二番目に狭い大阪府の人間の地理感覚が合がつ致ちするはずもないのですが。夏休みが八月三一日まである人達の感覚なんて僕にわかるはず……が……ウワァァ──ッ！（号泣）うらやましいーッ！

　というわけで当作では、逆に舞台が田舎いなかであることを力ちから一いつ杯ぱい表現する方針を打ち出したのですがいかがだったでしょう。あまりの田舎っぷりに「こりゃ一種の異世界か」とでも思って頂ければ幸いです。日本って思っているより広いですよ！




　最後に謝辞を。選考委員の皆みな様さまには心よりお礼申し上げます。とても足を向けては寝ねられません。もっとも、四人おられるのでどこに足を向ければ角が立たないのかよくわかりませんが。

　ＨＤＤ及および西にし京きよう極ごく互ご助じよ会の皆様にも感謝の意を。あなたがたの薫くん陶とうがなければ、今こん日にちの僕はあり得なかったでしょう。Ｅ先せん輩ぱい、熊くまのエピソードを勝手に使わせてもらいましたけどかまいませんよね？

　最後の最後に、この本を手に取り読んでくださった皆様へ。この本はとにかく読者を笑わせることを第一目的に書いた本です。読んで少しでも笑って頂ければ、作者としてこれに勝まさる喜びはありません。





六塚　光　　
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　書店の店頭でこの本を見て「買おうかなーやめようかなー」と悩なやんでるあなたに提案です。

　とりあえずこの場で、第１章を立ち読みしてみませんか。

　なに、そんなに時間はとらせません。さくさく読めるから、次のバスには間に合いますよ。




　──はい、読み終わりましたか？

　どうです、可愛かわいかったでしょう夏か月づきちゃん。

　とぼけた主人公・三さん助すけには、まったく勿もつ体たいない女の子です。たまたま三助の家の隣となりに引ひつ越こしてきただけの縁えんなのに、彼への懐なつきぶりときたら親について歩く子こ鴨がもみたいないたいけさ。

　しかし、そんなキュートな彼女が背負わされている宿命は、なかなかハードなものです。

　彼女がもつ「タマラセ」という異能は、幼いころから非情な生活を強しいてきました。そのため、彼女はタマラセ「ブルー・ハンマー」（大きな青い手て袋ぶくろ型の武器です）を発動しているときには、まるで人が変わったかのように厳しい表情になってしまいます。

　しかし、その夏月も、三助との出会いによって変化します。三助の前では非情の仮面をかぶりつづけることができない、それなのにその三助までが、知らないうちにタマラセとなってしまっていたのです。

　彼女の使命は、一族の秘密であるタマラセの能力を平ひら磐いわ市民に感かん染せんさせつづけている犯人を捕とらえ、処分すること。ときとして人を殺すことさえある自分の運命に、大好きな三助を巻き込みたくないと考えながら、じつは夏月はこの成り行きに、ひそかに感謝しているのではないでしょうか。

　そして三助は、夏月のそばにいるために協力を申し出るわけですが、悲しいくらいショボいタマラセしか発現させられないことがわかり──というのが、この先の展開です。

　どうです、先が読みたくなったでしょう？




　さて、この『タマラセ』は第９回スニーカー大賞〈優秀賞〉受賞作です。

　この解説を書いている私は、選考途と中ちゆうからずっと「担当がやりたい」と公言していました。

　とはいえ、その時点では作品全体を彩いろどるロウテンションな笑いのセンスと、血なまぐさささえ感じるほどのアクションが気に入ったというだけでした。

　ところが実際に担当編集者となり、六塚くん自身からその謎なぞの全ぜん貌ぼうを聞かされたとき、私は思わず「しまった」と心中で呟つぶやきました。思い違いをしていたのです。

　この物語は、単なるちょっと変わった超ちよう能のう力りよく譚たんではない。思いがけない深さとスケールが隠かくされていたのを知って、思わず背筋を伸のばさざるを得ませんでした。




　というわけで、この『タマラセ』第１巻が店頭にならぶのと同じころ発売される雑誌「ザ・スニーカー」２００４年12月号から、短たん篇ぺんの連れん載さいも始めます。

　なにしろ、この物語の車体とも言える頑がん丈じような謎、ずばり作品タイトルでもある「タマラセ」は、文庫の１冊２冊で全貌を見み渡わたせるようなちゃちなものではありません。長篇、短篇と様々な角度から、その謎に迫せまっていくしかないのです。

　もちろん、三助、夏月、私のもうひとりのお気に入り、三助を巨きよ大だいな鉄のハリセンでぶん殴なぐる恐きよう怖ふの女子高生・久く里り浜はまのほか、新キャラも登場して楽しく「ザ・スニーカー」をひっかきまわしてくれていますから、ぜひこちらも見み逃のがさないでほしいと思います。




　──さて、そろそろバスが来るころですか。

　心が決まったら、ぜひ連れて帰ってください、『タマラセ』をあなたの本ほん棚だなに。

　後こう悔かいはさせませんよ。





スニーカー編集部　　



















本書は、第９回スニーカー大賞（二〇〇四年二月発表）の〈優秀賞〉受賞作「タマラセ」を加筆・修正したものです。



















カバーイラスト／日向悠二
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彼かの女じよはキュートな撲ぼく殺さつ魔ま








六むつ塚づか　光あきら
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